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1 オーガナイザー

オーガナイザーは、モデル情報、オブジェクトプロパティの問合せ、およびオブジ
ェクトの分類を管理するためのツールです。 オーガナイザーを使用すると、IFC 情
報などの、すべてのモデル情報に一元的にアクセスしたり、モデル情報を効率的に
管理することができます。 オーガナイザーは、設計者、製作業者、管理者、積算
担当者、施工業者など、モデル情報を使用するすべての関係者にとって、設計およ
び施工工程の各段階で効果を発揮します。

たとえば、施工管理者は、購入品の数量など、Tekla Structures モデルの部材および
部材グループの重要なプロパティを表示し、レポートを作成できます。 設計者は、
設計中にオブジェクト、製品、またはプレキャストのプロパティをすぐにチェック
して、プロパティが意図したとおりであることを確認できます。 たとえば、カテ
ゴリーを作成することによって、重すぎるプレキャストまたは鉄骨製品、長すぎる
鉄筋、状態情報を自動的に追跡することが容易になります。

オーガナイザーをモデルと同期すると、モデルでの変化に関するフィードバックを
即座に得たり、オンデマンドでレポートを作成したりできます。

オーガナイザーは、次の 2 つのツールで構成されます。

• 選択内容に基づいてモデル情報を即座に表示したり、レポートを作成する場合
は、オブジェクトブラウザーを使用します。

• 建物の位置を定義してモデルオブジェクトを自動的に配置したり、モデル内の
位置を視覚化する場合は、カテゴリーを使用します。さまざまなプロパティに
基づいてカテゴリーを作成し、オブジェクトが属するカテゴリーに基づいてオ
ブジェクトにユーザー定義情報を書き込むこともできます。モデルに変更を加
えた場合は、フィルターを使用していつでもカテゴリーの内容を自動的に更新
できます。カテゴリーの内容を手動で変更することもできます。

参照項目

オーガナイザーでのオブジェクト プロパティの表示 (8 ページ)

オーガナイザーからのオブジェクトプロパティ値のレポート作成 (20 ページ)

オーガナイザーでのプロパティ テンプレートの作成 (26 ページ)

オーガナイザーでの色セットの作成 (32 ページ)

オーガナイザーへのプロパティテンプレートのインポート (34 ページ)
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オーガナイザーからのプロパティテンプレートのエクスポート (35 ページ)

オーガナイザーのカテゴリー (35 ページ)

オーガナイザーをモデルと同期する (61 ページ)

オーガナイザーからのカテゴリーのエクスポート (65 ページ)

オーガナイザーへのカテゴリーのインポート (66 ページ)

IFC カテゴリーのオーガナイザーへのインポート (68 ページ)

マルチユーザーモードのオーガナイザー (69 ページ)

例: モデルを配置カテゴリーとカスタムカテゴリーに整理し、数量を表示する
(69 ページ)

例: オーガナイザーを使用してモデリングおよび計画を追跡する (82 ページ)

例: オーガナイザーで分類コードをオブジェクトに追加して IFC にエクスポートす
る (113 ページ)

例: オーガナイザーでの構造設計の状況のカスタムカテゴリーの作成 (119 ページ)

例: オーガナイザーでの建築設計の状況のカスタムカテゴリーの作成 (121 ページ)

例: 鋼材でのオーガナイザーの使用 - ボルトの管理 (123 ページ)

例: 鋼材でのオーガナイザーの使用 - 製品の管理 (126 ページ)

例: プレキャストでのオーガナイザーの使用 (127 ページ)

1.1 オーガナイザーでのオブジェクト プロパティの表示
オブジェクトブラウザーでは、選択したモデル オブジェクトのプロパティを表示
できます。オブジェクトブラウザーには、モデルで選択したオブジェクトや選択し
たカテゴリーのオブジェクトが表示されます。オブジェクト プロパティは列に表
示されます。列の順序および並び替え方向は変更できます。また、プロパティをグ
ループ化して系統的にオブジェクト データを表示することもできます。

モデルの 新のプロパティ値を表示する場合、オブジェクトブラウザーの [ビュー

の再読み込み]  をクリックします。一度オブジェクトのプロパティを確認する
と、そのプロパティは同期時にオーガナイザー データベース内で更新されます。

注 オーガナイザーを同期する  と、オーガナイザー データベース内の変更さ
れたオブジェクトのすべてのプロパティが更新されます。モデルで選択内容
を変更したり、別のカテゴリーや別のプロパティ テンプレートを選択しても、
オブジェクトブラウザーを再読み込みする必要はありません。オーガナイザ
ーを同期すると、モデルに変更を加えるまでオブジェクト プロパティは 新
の状態になります。

Tekla Structures の選択スイッチを使用して、モデル内の必要なオブジェクトを選択

したり、製品  を選択したりできます。
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オーガナイザーにオブジェクト プロパティを表示するには、次のようにします。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. モデル内でモデル オブジェクトを選択するか、[カテゴリー] でカテゴリーを
選択します。

3. オブジェクトブラウザーを再読み込み  して、 新のオブジェクト プロパ
ティ値を表示します。

モデル内で選択したオブジェクトまたはカテゴリーのオブジェク
トを表示する

オブジェクトブラウザーのツールバーでは、自動選択  がデフォルトで選択され
ています。モデルまたはカテゴリーのオブジェクトがオブジェクトブラウザーに
自動的に表示されます。カテゴリーを選択していた場合、そのカテゴリーにあるオ
ブジェクトだけがオブジェクトブラウザーに表示されます。モデル内のオブジェ
クトを選択していた場合は、これらのオブジェクトだけがオブジェクトブラウザー
に表示されます。

モデルのオブジェクトを表示するか、カテゴリーのオブジェクトを表示するかを制
御する必要がある場合、自動選択をオフにできます。

1.  をクリックして、他の選択ボタンを有効にします。

2. 使用するオプションを選択します。 

• モデルのオブジェクトを表示するには  をクリックします。

• カテゴリーのオブジェクトを表示するには  をクリックします。

モデル内では、選択したカテゴリーのオブジェクトがデフォルトではハイライトま
たは選択されない点に注意してください。

モデル内で選択したカテゴリーのオブジェクトを表示するには、カテゴリーの下部
にあるリストから [モデル内のオブジェクトを選択] または [モデル内のオブジェ
クトをハイライト] を選択します。

オブジェクト ブラウザーに表示されるオブジェクト数に上限値を
設定する

モデルまたはカテゴリーで選択したオブジェクトがオブジェクトブラウザーに自
動的に表示されない場合があります。オブジェクトブラウザーに表示されるオブ
ジェクト数には、事前定義された上限値があります。選択したオブジェクトの数が
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上限値を上回った場合、選択したオブジェクト数とオブジェクト表示の上限値がオ
ブジェクトブラウザーに表示されます。

以下のいずれかの操作を行います。

• オブジェクトを表示するには、  をクリックします。

オブジェクトブラウザー データベースに保存されているオブジェクトとオブ
ジェクト プロパティがオーガナイザーに表示されます。

• オブジェクト プロパティを再読み込みして、オブジェクトを表示するには、

 をクリックします。

モデル内の更新されたオブジェクトとオブジェクト プロパティがオブジェク
トブラウザーに表示されます。

• たとえば、  と、ボックスに数を入力することで、事前定義された上限

値を変更します。次に、  をクリックします。

ボックスに入力した数がオブジェクトブラウザーのオブジェクト表示に関する
デフォルトの上限値になります。

• 他のオブジェクトまたはカテゴリーを選択します。

オーガナイザー設定 で制限を設定することもできます。オーガナイザーの右上隅

の  をクリックして [同期] タブに移動します。

別のプロパティ テンプレートを表示する

テンプレート リストから別のテンプレートを選択して、異なるテンプレートで同
じオブジェクト選択を表示します。

デフォルトのプロパティ テンプレートを設定する

1. オーガナイザーの右上隅の  をクリックして、[設定] を開きます。

2. プロパティ テンプレート リストからテンプレートを選択し、[既定値に設定]
をクリックします。
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3. [変更] をクリックして選択内容を保存します。

[既定値に設定] ボタンは、デフォルト テンプレートを開いているときは表示され
ません。別のテンプレートを選択すると、ボタンが再度表示されます。

オブジェクト ブラウザーで現在のテンプレートを固定します。

テンプレートを固定すると、選択したテンプレートがオブジェクトブラウザーに常
に表示されるようになります。

テンプレートを固定し、異なるカテゴリーを選択してオブジェクトブラウザーでモ
デル オブジェクトを表示すると、選択したカテゴリーに別のテンプレートが定義
されていても、固定されたテンプレートが表示されます。これは、特定のテンプレ
ートを使用してさまざまなカテゴリーを比較する場合に便利です。

1.  をクリックして、オブジェクトブラウザーで現在のテンプレートを固定し
ます。 

この場合でも、テンプレート リストから別のテンプレートを選択できます。
固定すると、 後に選択したテンプレートが表示されます。

 をクリックして、テンプレートを解放します。

オブジェクト プロパティをグループ化する

1.  をクリックし、[グループ]  を選択します。 

オブジェクトブラウザーにグループ化の結果の行が表示されます。

2. プロパティ列の見出しを選択し、その列をグループ化の結果の行にドラッグし
ます。

3. グループ化の結果の行を非表示にするには、  をクリックして [グループ]

 をクリックします。

詳細については、「オーガナイザーでのオブジェクトプロパティのグループ化
(16 ページ)」を参照してください。
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製品の内容を表示する

1. オブジェクトブラウザーに現在表示されている製品、キャスト ユニット、ま

たは現場打ちコンクリート ユニットのオブジェクトを表示するには、  を

クリックし、[オブジェクトを表示]  を選択します。 

製品、キャスト ユニット、または現場打ちコンクリート ユニットの階層レベ
ルは濃度が異なる青色で表示されます。

2. 製品の内容を非表示にするには、  をクリックし、[オブジェクトを表示] 
を選択します。 

製品、キャスト ユニット、および現場打ちコンクリート ユニットの階層レベ
ルは、オブジェクトブラウザーでオブジェクトを並び替えおよびグループ化し
ても削除されます。オブジェクトブラウザーに表示されるオブジェクトは変
わりません。

同一の行を結合する

[オブジェクトブラウザー] ビューで同じプロパティ値を含む行を結合できます。
行を結合すると、オブジェクトブラウザーに、結合された行の数が表示される [個
数] 列が表示されます。

列に単一のプロパティ値を表示するか、プロパティ値の合計を表示するかを選択す
ることもできます。 値の合計は、結合された行の数で乗算された単一の値です。

1.  をクリックし、[同一の行を結合する]  を選択します。 

[カテゴリー] で別のカテゴリーを選択しても、結合された行が表示されます。

2. 必要に応じて、[変更] をクリックして、結合された行をプロパティ テンプレ
ートに含めます。

3. プロパティ値の合計を列に表示するには、オーガナイザーの右上隅の  を
クリックして [設定] を開き、[コラム] の下のプロパティを見つけ、[結合した
行で表示] オプションを [結果] に設定します。

4. 結合された行を削除するには、  をクリックし、  を選択します。

オブジェクト プロパティ値の計算結果を集計行に表示する

1. オブジェクトブラウザーがすべての行から結果を計算するか、選択した行から
結果を計算するかを選択します。 
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2. オブジェクトブラウザーに、計算された合計、平均、 小値、または 大値の
どれを表示するかを選択します。 

詳細については、「オーガナイザーでのプロパティ値の計算 (18 ページ)」を参照
してください。

色を使用して、モデル内のオブジェクト ブラウザー グループをビ
ジュアル化する

1.  をクリックし、[グループ]  を選択します。

2. プロパティ列の見出しを選択し、その列をグループ化の結果の行にドラッグし
ます。

3.  をクリックし、[色セット] コマンドをポイントします。 

オブジェクトブラウザーに使用できる色セットが表示されます。

4. [グループ] コマンドをクリックして現在の設定を選択するか、使用できるセッ
トから適切な色セットを選択します。

5. 色を削除するには、  をクリックし、[グループ] 以外のコマンドを選択しま
す。

オーガナイザーにより、オブジェクトブラウザーに示されているグループに色が割
り当てられます。オブジェクトブラウザーの 前面のグループから順番に色セッ
トの 1 番目の色から色が割り当てられます。 下位グループ レベルのオブジェク
トは、割り当てられた色を使用してモデルに表示されます。

詳細については、「オーガナイザーでの色セットの作成 (32 ページ)」を参照して
ください。

カテゴリーおよびカテゴリーの和集合と共通集合を表示する

1. カテゴリー ツリーで複数のカテゴリーを選択します。

2.  をクリックし、次のいずれかを選択します。 
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•  [自動] がデフォルトです。

[自動] では、同じカテゴリー ルートにあるカテゴリーのオブジェクトの内
容の和集合と、異なるカテゴリー ルートにあるカテゴリーのオブジェクト
の内容の共通集合が表示されます。

•  [別のカテゴリー] では、オブジェクトがカテゴリーごとに表示されま
す。

[自動] では、オブジェクトブラウザーにカテゴリー構造が追加されます。

•
カテゴリーの論理和

オブジェクトブラウザーに、選択したカテゴリーのオブジェクトの内容の
和集合が表示されます。

•
カテゴリーの論理積

オブジェクトブラウザーに、選択したカテゴリーのオブジェクトの内容の
共通集合が表示されます。

[カテゴリー] の下部にある  をクリックすることもできます。選択した内容に
応じて、選択したカテゴリーの和集合または共通集合が選択パネルに表示されま
す。和集合と共通集合を変更するには、カテゴリーをボックス間でドラッグしま
す。

選択パネルを使用して和集合と共通集合を表示する場合、[オブジェクトブラウザ

ーにカテゴリーを表示します]  ボタンが無効になっていることを確認します。

オブジェクトのカテゴリーを一覧表示する

1. オブジェクトブラウザーで 1 つまたは複数の行を選択します。

2. 右クリックして [カテゴリーの一覧表示] を選択します。 

カテゴリー リストには、選択したオブジェクトを少なくとも 1 つ含むすべて
のカテゴリーが表示されます。

3. リストでカテゴリーをクリックすると、[カテゴリー] でカテゴリーがハイライ
トされます。
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オブジェクト ブラウザーで現在のビューを保持し、ビューからオブ
ジェクトおよびカテゴリーを削除する

1. 現在のビューを保持するには、  をクリックし、  を選択します。 

モデルまたはカテゴリーでの新しい選択内容が、[オブジェクトブラウザー] ビ
ューに追加されます。

2. ビューからオブジェクトおよびカテゴリーを削除します。 

• オブジェクトを削除するには、行を右クリックして、[ビューから削除] を
選択します。

• カテゴリーを削除するには、  をクリックし、  [別のカテゴリー] を
選択します。カテゴリーを右クリックし、[ビューから削除] を選択します。

3. ビューを解放するには、  をクリックし、  を選択します。

オブジェクト ブラウザーに表示するコマンド ボタンを選択する

1. オーガナイザーの右上隅の  をクリックして、[設定] を開きます。

2. [ツールバー] タブに移動します。

3. オブジェクトブラウザーのツール バーに表示するボタンを選択します。 

4. [設定] ダイアログ ボックスを閉じます。
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列の順序を変更する

プロパティ列の見出しを選択し、目的の位置にある列見出しの行にドラッグしま
す。

並び替え方向を変更する

1. 列見出しをクリックして、並び替え方向を表示します。 

デフォルトの方向は昇順です。デフォルトの方向は、オーガナイザーの右上隅

の  をクリックし、[設定] で変更できます。

2. 列見出しを再度クリックすると、並び替え方向が変更されます。

参照項目

オーガナイザーでの単位の設定 (19 ページ)

オーガナイザーのカテゴリー (35 ページ)

オーガナイザーでのオブジェクトプロパティのグループ化
オブジェクトをプロパティに基づいてグループ化することで、オブジェクトブラウ
ザーに表示されるオブジェクトを並び替えることができます。オブジェクト プロ
パティは、オブジェクトブラウザーとオーガナイザーの [設定] の両方でグループ
化できます。[設定] で定義したグループ化は、プロパティ テンプレートを保存す
るとそのテンプレートで使用されます。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. モデル内でオブジェクトを選択するか、カテゴリーを選択し、オブジェクトブ
ラウザーにオブジェクトを表示します。

3.  をクリックし、[グループ] を選択します。

4. 1 つまたは複数のプロパティ列をグループ化の結果の行にドラッグします。 

オブジェクトは、グループ化の結果の行のプロパティの順序に従って、左から
右にグループ化されます。

オーガナイザー設定では、グループ化の結果の行を常に使用できます。[設定]

を開くには、オーガナイザーの右上隅の  をクリックします。

[設定] でオブジェクト プロパティをグループ化すると、グループ化の結果の
行が表示されている場合は、オブジェクトブラウザーにも同時にグループ化が
表示されます。

以下の例では、 初のグループ化レベルは名前で、2 番目のレベルは材質で、
3 番目のレベルはプロファイルです。
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5. 以下のいずれかの操作を行います。

a. オブジェクトプロパティをグループ化の結果の行にドラッグして、グルー
プ化の順序を変更します。

b. グループ化の結果の行でオブジェクトプロパティをクリックして、並び替
え方向を変更します。

c. [グループの削除]  をクリックして、グループ化の結果の行からオブジ
ェクト プロパティを削除します。 

オブジェクトプロパティをドラッグして列の見出し行に戻すこともでき
ます。 プロパティをドラッグすると、ドラッグ先の場所に配置されます。

6. [変更] をクリックして、テンプレートにグループ化を追加します。

7. グループ化をテンプレートに永続的に保存するには、Tekla Structures モデルを
保存します。

ヒ
ン
ト

オブジェクトブラウザーでオブジェクトをグループ化すると、円を作成して、グル
ープに含まれるオブジェクトの数の比率を表示できます。円を作成するには、Alt +
F12 キーを押します。Ctrl + C および Ctrl + V のコピー コマンドを使用して、任意
のドキュメントに円をコピーできます。

オーガナイザー 17 オーガナイザーでのオブジェクト プロパティの表示



参照項目

オーガナイザーでのプロパティ テンプレートの作成 (26 ページ)

オーガナイザーでのオブジェクト プロパティの表示 (8 ページ)

オーガナイザーでのプロパティ値の計算
オブジェクトブラウザーには、計算された合計、平均、 小、または 大オブジェ
クト プロパティ値が表示されます。どの値を表示するか、および計算する値の範
囲をすべての行にするか、またはオブジェクトブラウザーで選択した行にするかを
選択できます。

モデルの 新のプロパティ値を表示する場合、オブジェクトブラウザーの [ビュー

の再読み込み]  をクリックします。一度オブジェクトのプロパティを確認する
と、そのプロパティは同期時にオーガナイザー データベース内で更新されます。

注 オーガナイザーを同期する  と、オーガナイザー データベース内の変更さ
れたオブジェクトのすべてのプロパティが更新されます。モデルで選択内容
を変更したり、別のカテゴリーや別のプロパティ テンプレートを選択しても、
オブジェクトブラウザーを再読み込みする必要はありません。オーガナイザ
ーを同期すると、モデルに変更を加えるまでオブジェクト プロパティは 新
の状態になります。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. モデル内でオブジェクトを選択するか、カテゴリーを選択し、オブジェクトブ
ラウザーにオブジェクトを表示します。

3. オブジェクトブラウザーがすべての行から結果を計算するか、選択した行から
結果を計算するかを選択します。 

[すべて] がデフォルトです。

4. [選択対象] を選択した場合、オブジェクトブラウザーで行を選択します。

5. リストから値のオプションを選択します。 
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値は、集計行の下部に表示されます。 この値は、正確なオブジェクトプロパ
ティ値を丸めたものです。

注 デフォルトでは、結果の計算に役立つプロパティの計算値がオブジェクトブラウザー
に表示されます。このようなプロパティの計算値を表示しない場合は、オーガナイザ

ーの右上隅の  をクリックして [設定] を開き、[集計行に表示] オプションを [-] に

設定します。[オブジェクトブラウザー] ビューを再読み込み  します。

参照項目

オーガナイザーでのオブジェクト プロパティの表示 (8 ページ)

オーガナイザーでの単位の設定 (19 ページ)

オーガナイザーでの単位の設定
Tekla Structures のデフォルトの単位は、[ ファイル --> 設定 --> オプション --> 単位
と小数点 ] の設定によって異なります。オーガナイザーのこれらのデフォルト設
定を変更して、[オブジェクトブラウザー] および [カテゴリー] で、さまざまな単位
系、単位の種類、および精度を表示できます。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. オーガナイザーの右上隅の  をクリックして、[設定] を開きます。

3. [単位] タブに移動します。

4. リストから単位系を選択します。

5. リストから単位を選択します。
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6. リストから精度を選択します。 

距離、面積、体積、または重量ではなく数量の精度を定義する場合は、[その
他] の精度オプションを使用します。

注 オーガナイザー設定  で列の  をクリックすることによって、個々のプロパテ
ィ列の単位を設定できます。これらの個別の設定は、[単位] タブの設定よりも優先さ
れます。個別の設定は、1 つのテンプレートで長さをフィート・インチ単位とメート
ル単位の両方で表示する場合などに便利です。

参照項目

オーガナイザーでのオブジェクト プロパティの表示 (8 ページ)

オーガナイザーでのプロパティ値の計算 (18 ページ)

1.2 オーガナイザーからのオブジェクトプロパティ値のレポー
ト作成
オブジェクト プロパティ値は、[オブジェクトブラウザー] から Microsoft Excel にエ
クスポートして処理することができます。[オブジェクトブラウザー] のプロパテ
ィ列は、表示されているとおりにエクスポートされます。登録済みのでデフォルト
の Excel テンプレートを使用するか、独自の Excel テンプレートを作成してエクス
ポートできます。

Microsoft Excel がコンピューターにインストールされていることを確認します。

独自のテンプレートを作成する場合は、 初に、現在のモデル フォルダー、プロ
ジェクト フォルダー、企業フォルダー、またはシステム フォルダーの下に
\ProjectOrganizerData\ExcelTemplates フォルダーを作成し、そこにテン

プレートを保存します。こうすることで、[Excel にデータをエクスポートする] ダ
イアログ ボックスで、表示されるテンプレートのリストからテンプレートを選択
できます。

ヒ
ン
ト

• Excel テンプレートの特定の場所にオブジェクト プロパティを入力する
場合は、データ配置を開始するセルに「%&O%&」と入力してテンプレー

トを編集し、テンプレートを保存します。

• 集計行の表示方法も Excel テンプレートで定義できます。オブジェクト
業の上または下に表示することができます。Excel テンプレートの [デー

タ] タブに移動し、[アウトライン] 領域  の小さい
矢印をクリックし、必要な設定を選択して、[OK] をクリックします。そ
してテンプレートを保存します。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。
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2. オブジェクトをモデルまたはカテゴリー内で選択して、[オブジェクトブラウ
ザー] にオブジェクトとそれらのプロパティを表示させます。

3. 適切なプロパティテンプレートを選択します。

4.  をクリックし、[エクスポート] を選択します。

5. 使用可能なテンプレートの一覧から Excel テンプレートを選択するか、[ブラ
ウズ] をクリックして別のテンプレートを選択します。 

テンプレートを選択しない場合、デフォルトの Excel テンプレートがエクスポ
ートに使用されます。

オブジェクトブラウザーに、以下のフォルダーにあるエクスポートに使用可能
なすべての Excel テンプレートの一覧が表示されます。

• 現在のモデルフォルダ

• プロジェクトフォルダ(XS_PROJECT)

• 企業フォルダ(XS_FIRM)

• システムフォルダ(XS_SYSTEM)

6. 1 つ以上エクスポートのオプションを選択します。 

• [モデルと同期してから出力する] がデフォルトで選択されています。

モデルの 新のオブジェクト プロパティが、エクスポート用にオブジェク
トブラウザーに更新されます。

• 見出し行は出力しない

オブジェクトブラウザーのカラム ヘッダー行を除いてエクスポートする
かどうかを選択します。

このオプションは、Excel テンプレートに列ヘッダーを事前に定義してある
場合に便利です。

• 見出し行と合計行のみ出力する

オブジェクトブラウザーの集計列のみをエクスポートするかどうかを選択
します。

7. [エクスポート] をクリックします。 

Microsoft Excel が自動的に起動します。 グループ化、結合された行、計算され
た値(合計値、平均値、 小値、および 大値)もエクスポートされます。

例: プロジェクトプロパティのエクスポート

どのプロジェクトプロパティでも、オブジェクトプロパティのエクスポートに自動
的に含めることができます。これは、目的のプロジェクトプロパティ用に別のプロ
パティテンプレートを作成し、W_Project_dataという名前を付けることで可能

になります。

注 このテンプレートの名前として、「W_Project_data」を使用する必要があります。
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1. [ ファイル --> プロジェクトプロパティ ] でプロジェクト プロパティを定義
します。この例では、ユーザー定義情報で、プロジェクト名、プロジェクト
ビルダー、プロジェクト コメントを入力します。
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2. [オーガナイザー] で、上で定義したプロジェクト プロパティのプロパティ テ
ンプレートを作成 (26 ページ) します。この例では、プロジェクト プロパテ
ィのみをテンプレートに追加します。

テンプレートにはどのプロパティでも追加できます。ただし、[オーガナイザ
ー] はそのプロパティに見つかった 初のランダムな値をレポートに追加する
ことに注意してください。そのため、テンプレートには、すべてのオブジェク
トに同じ値を持つプロパティだけを追加します。たとえば、レポートに含めよ
うとするすべてのオブジェクトが同じフェーズに属する場合に、テンプレート
に PHASE を追加することができます。

a. オーガナイザーの右上隅の  をクリックして [設定] を開き、[テンプレ
ート] をクリックします。

b. テンプレートに「W_Project_data」という名前を付けて、[空白のテン

プレート] を選択します。

c. [作成] をクリックします。

d. PROJECT.NAME、PROJECT.BUILDERと

PROJECT.USERDEFINED.PROJECT_COMMENTのプロジェクトプロパテ

ィを、プロパティ列にドラッグします。

e. [変更] をクリックして、テンプレートを保存します。

3. エクスポートで使用する Excel テンプレートにプロジェクト プロパティを追
加して、テンプレートを保存します。
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プロパティ テンプレートの列見出しをコピーして、Excel テンプレート内のど
こにでも追加できます。以下の例を参照してください。

注 Excel にプロパティの DATE タイプを追加する場合は、Excel のセルの形式

を [日付] に変更し、日付が正しく表示されるようにします。DATE タイ

プのプロパティは、名前に DATE が含まれるプロパティです。

注 現在の日付を追加するのに DATE プロパティをプロパティ テンプレート

に追加する場合、見出し行の名前を DATE とは異なるものに変更する必要

があります。たとえば、名前を DATE1 に変更し、Excel テンプレートで

同じテキスト (DATE1) を使用します。

4. オブジェクト プロパティとプロジェクト プロパティを [オーガナイザー] か
らエクスポートします。

a. オブジェクトをモデルまたはカテゴリー内で選択して、オブジェクトブラ
ウザーにオブジェクトを表示します。

b. エクスポートで使用したいプロパティテンプレート、たとえばデフォルト
や鉄筋を選択します。

c.  をクリックし、[エクスポート] を選択します。

d. 以前に変更した Excel テンプレートを選択し、[エクスポート] をクリック
します。

Excel テンプレートに追加されたプロジェクトプロパティの値が、エクスポー
トされた Excel ファイルに表示されます。

参照項目

オーガナイザーからのプロパティテンプレートのエクスポート (35 ページ)
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1.3 オーガナイザーでのプロパティ テンプレートの作成
オブジェクトブラウザーで選択したモデル オブジェクトのプロパティを表示する
ために、オーガナイザーでプロパティ テンプレートを作成できます。たとえば、
異なるオブジェクト タイプおよびオブジェクト グループのテンプレートを作成し
て、必要なオブジェクト プロパティをそのテンプレートに含めることができます。
テンプレートのプロパティはグループ化および並び替えできます。既存のテンプ
レートを変更することもできます。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. オーガナイザーの右上隅の  をクリックして、[設定] を開きます。

3. 現在のテンプレートに基づいて新しいプロパティ テンプレートを作成する場
合は、テンプレートのリストからテンプレートを選択します。 

既存のテンプレートは、テンプレートのリストから選択し、テンプレートに含
まれているプロパティを変更することで変更できます。

4.  をクリックします。

5. プロパティ テンプレートの一意の名前を入力します。 

既存のテンプレートの名前を入力すると、[作成] ボタンは単色表示になりま
す。

6. テンプレートを現在のテンプレートに基づいて作成するか、空白のテンプレー
トとして作成するかを選択します。

7. [作成] をクリックします。 

プロパティ テンプレートは、モデル フォルダー内の \ProjectOrganizer
フォルダーにある ProjOrg データベースに保存されます。保存したプロパ

ティ テンプレートは、プロパティ テンプレート リストに表示されます。

8. テンプレートに含まれているプロパティを定義するには、以下のいずれかを実
行します。 

オーガナイザー 26 オーガナイザーでのプロパティ テンプレートの作成



図のオプシ
ョン

説明

1 新しいプロパティ列を作成します。

2 新しいプロパティ列の名前を入力するか、プロパティ列の名前を変
更します。

3 1 つ以上のオブジェクト プロパティをプロパティのリストからプロ
パティ列にドラッグします。

プロパティは、モデル フォルダー内の environment.db ファイルから
読み込まれます。

参照モデル オブジェクト プロパティなど、リストに表示されないプ
ロパティが必要な場合は、オーガナイザーでカスタム プロパティ
(29 ページ) として作成できます。

検索ボックスを使用すると、関連するプロパティを容易に見つける
ことができます。

[グループ] リストで、特定のプロパティのみを表示するオプション
を選択できます。たとえば、次のとおりです。

• 近使用および作成したプロパティを表示するには、[ 近] を選
択します。
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図のオプシ
ョン

説明

• インポートしたプロパティとオーガナイザーで作成したプロパ
ティを表示するには、[カスタム] を選択します。

• モデルのプロパティ テンプレートで使用されているプロパティ
を表示するには、[プロパティ テンプレート] を選択します。

4 プロパティ列の並び替え順を変更するには、[昇順] または [降順] を
クリックします。

5 プロパティ列をグループ化の結果の行にドラッグします。グループ

化アイコン  がプロパティ列に表示されます。

6 プロパティ列を削除します。

7 オブジェクトブラウザーの集計行に表示するプロパティ値を選択し
ます。

• [-] (マイナス記号) を選択すると値が表示されません。

• [1 つの値] を選択すると、単一のプロパティ値が表示されます。
すべてのオブジェクトのプロパティ値が列内で同じ場合、単一の
値が表示されます。

• [結果] を選択すると、列内のすべてのプロパティ値の合計が表示
されます。

8 オブジェクトブラウザーの結合された行に表示するプロパティ値を
選択します。

• [1 つの値] を選択すると、単一のプロパティ値が表示されます。

• [結果] を選択すると、プロパティ値の合計が表示されます。

9  をクリックして、プロパティ列の単位と単位の精度を設定しま
す。

10 テンプレートの色セット (32 ページ)を選択します。

9. [変更] をクリックして、プロパティをテンプレートに保存します。

10. テンプレートとそこに加えた変更内容を永続的に保存するには、Tekla
Structures モデルを保存します。 

ヒ
ン
ト

プロパティ テンプレートをすべてのモデルで自動的に使用できるよう
にするには、テンプレートを \ProjectOrganizerData システム フォ

ルダーに保存します。オーガナイザーで企業、プロジェクト、およびシ
ステム フォルダーを使用する方法の詳細については、オーガナイザーの
カスタマイズされたデフォルト設定 (58 ページ) を参照してください。

複数のオブジェクト プロパティの使用例

1 つの列に複数のオブジェクト プロパティを含めると便利な場合があります。こ
れにより、異なるオブジェクト タイプの関連するプロパティ値も表示されるよう
になります。
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たとえば、[名前] 列にさまざまな名前プロパティを含めることができます。オブジ
ェクトブラウザーでは、部材に対して NAME が、製品に対して ASSEMBLY_NAME
が、またキャスト ユニットに対して CAST_UNIT_NAME がそれぞれ表示されます。

プロパティを検索する場合、オブジェクトブラウザーでは、プロパティが列に表示
される順序 (左から右) を使用します。値が見つかると、列の残りのプロパティは
無視されます。

参照項目

オーガナイザーでのカスタム式の作成 (30 ページ)

オーガナイザーでのカスタムプロパティの作成
オーガナイザーで独自のプロパティを作成し、他のプロパティと同じようにプロパ
ティ列で使用できます。モデルのプロパティを使用する場合、プロパティ カテゴ
リーのモデル オブジェクトに追加できます。

参照モデル オブジェクトのプロパティなどの一部のオブジェクト プロパティは、
オーガナイザーに自動的に表示されません。オーガナイザーでそれらのプロパテ
ィを使用するには、カスタム プロパティとして作成します。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. オーガナイザーの右上隅の  をクリックして、[設定] を開きます。

3. [カスタム] をクリックします。

4. [プロパティ] を選択します。

5. [名前] ボックスに、プロパティの名前を入力します。 

この名前がプロパティのリストに表示されます。名前の前後に空白文字がな
いことを確認します。

6. [プロパティ] ボックスにプロパティの正確な名前を入力します。 
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オーガナイザーでは、この名前を使用してプロパティ値を検索します。名前の
前後に空白文字がないことを確認します。[UDA] タイプ プロパティの 大長
は 19 文字です。

注 参照モデル オブジェクトのプロパティについては、プロパティ名の先頭
に EXTERNAL. を追加する必要があります (例: EXTERNAL.Tekla
Reinforcement.Rebar Mark)。[オブジェクト情報問合せ] ダイアロ

グ ボックスなどからプロパティの正確な名前をコピーできます。

7. プロパティの単位タイプを選択します。 

オーガナイザーによって自動的にユニット タイプのデフォルトの [データタ
イプ] 値が選択されます。データ タイプは変更できます。

8. プロパティのデータタイプを選択します。

9. プロパティのプロパティ タイプを選択します。 

モデルに書き込むプロパティを作成する場合、[UDA] を使用します。

10. [OK] をクリックします。

カスタム プロパティは [カスタム] グループのプロパティのリストに表示されま
す。[UDA] プロパティは [UDA] グループにも表示されます。カスタム プロパテ
ィを変更および削除するには、プロパティを右クリックします。

参照項目

オーガナイザーでのプロパティ テンプレートの作成 (26 ページ)

オーガナイザーでのカスタム式の作成
オーガナイザーで利用可能なオブジェクト プロパティを使用して、単純な数式を
作成できます。たとえば、特定のオブジェクト タイプの領域を計算できます。式
は、オブジェクト プロパティの場合と同じ方法でプロパティ列に追加できます。
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プロパティ カテゴリーを作成するときは、オブジェクト プロパティで式を使用す
ることもできます。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. オーガナイザーの右上隅の  をクリックして、[設定] を開きます。

3. [カスタム] をクリックします。

4. [式] を選択します。

5. 式の名前を入力します。 

名前の前後に空白文字がないことを確認します。

6. [設定] ダイアログ ボックスの検索ボックスにプロパティ名を入力し、プロパ
ティを探します。 

[グループ] リストからオプションを選択し、プロパティのリストに表示される
プロパティの選択範囲を絞り込むこともできます。

7. [式の作成] ダイアログ ボックスで、目的のプロパティを式ボックスにドラッ
グします。

8. 必要な数学演算子を式ボックスにドラッグして、プロパティの間に配置しま
す。 

• 。主要数学演算子を追加します。

• 。括弧を追加します。

• 。数字を入力するためのボックスを追加します。
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9. 必要に応じて、プロパティや演算子を式ボックス内にドラッグして式を変更し
ます。 

オーガナイザーでは、式が数学的に正しいかどうかを自動的にチェックしま
す。式に問題が見つかった場合、[作成] が淡色表示になり、不適切な箇所が赤
で表示されます。

10. 式で使用されるプロパティに適している単位タイプを選択します。

11. [作成] をクリックします。

この式は、[カスタム] グループのプロパティのリストに表示されます。プロパティ
のリストで式を右クリックすると、カスタム式を変更したり削除したりできます。
カスタム式をプロパティ テンプレートのプロパティ列にドラッグすれば、カスタ
ム式をプロパティ テンプレートで使用できます。

参照項目

オーガナイザーでのプロパティ テンプレートの作成 (26 ページ)

オーガナイザーでの色セットの作成
色を使用して、モデルのオブジェクトブラウザー グループの内容をビジュアル化
できます。色は、作成および変更可能な色セットに含まれています。プロパティ
テンプレートで常に特定の色が使用されるように、色セットをプロパティ テンプ
レートに含めることができます。カラー ビジュアル化は、表示目的で行います。
色をモデルまたはオブジェクトブラウザーに保存することはできません。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. オーガナイザーの右上隅の  をクリックして、[設定] を開きます。

3. [色の設定] タブに移動します。
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4. をクリックします。 

色セットは、現在選択されているセットに基づいて作成されます。

5. 色セットの一意の名前を入力します。

6. [作成] をクリックします。

7. 色セットに含まれる色を定義するには、以下のいずれかを実行します。 

• 色をダブルクリックして変更します。

• 色を並べ替えて順序を変更するには色をドラッグします。

オブジェクトブラウザーでは、色セットにリストされている順に色が使用
されます。オブジェクトブラウザーの 前面のグループから順番に 1 番目
の色から色が割り当てられます。

• 色を右クリックし、色を追加、削除、切り取り、またはコピーするかどう
か選択します。

• 追加された色を変更するにはダブルクリックします。

複数の色を選択するには、Ctrl キーと Shift キーを使用します。

• デフォルト セットの色を復元するには、[色のリセット] をクリックしま
す。

8. 必要に応じて、[既定値に設定] をクリックして、オーガナイザーでデフォルト
セットとして色セットを使用します。

9. [変更] をクリックします。 

オーガナイザーに、新しい色セットで定義した設定が維持されます。[変更] を
クリックせずに [設定] ダイアログ ボックスを閉じた場合、新しい色セットの
設定は、新しいセットのベースとして使用した色セットと同じになります。

ヒ
ン
ト

オーガナイザーから .xml 形式に色セットをエクスポートして、他のモデルでその

セットを使用できます。一度に 1 つのセットをエクスポートできます。色セット フ
ァイルの拡張子は .colorset です。

現在のモデルまたは他の Tekla Structures モデルからエクスポートされた色セット
を.xml形式としてインポートできます。一度に複数のファイルをインポートでき

ます。

参照項目

オーガナイザーでのプロパティ テンプレートの作成 (26 ページ)

オーガナイザーでのオブジェクト プロパティの表示 (8 ページ)

オーガナイザーでのプロパティテンプレートの削除
オーガナイザー設定でプロパティ テンプレートを削除できます。
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1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. オーガナイザーの右上隅の  をクリックして、[設定] を開きます。

3. テンプレートのリストからプロパティテンプレートを選択します。

4.  をクリックして、選択したプロパティテンプレートを削除します。

参照項目

オーガナイザーでのプロパティ テンプレートの作成 (26 ページ)

1.4 オーガナイザーへのプロパティテンプレートのインポート
現在のモデルまたは他の Tekla Structures モデルからエクスポートされたプロパテ
ィ テンプレートをオーガナイザーにインポートできます。プロパティ テンプレー
トは xml 形式です。一度に 1 つまたは複数のテンプレートをインポートできま

す。

プロパティ テンプレートをすべてのモデルで自動的に使用できるようにするに
は、テンプレートを \ProjectOrganizerData システム フォルダーに保存しま

す。オーガナイザーで企業、プロジェクト、およびシステム フォルダーを使用す
る方法の詳細については、オーガナイザーのカスタマイズされたデフォルト設定
(58 ページ) を参照してください。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. オーガナイザーの右上隅の  をクリックして、[設定] を開きます。

3. [インポート] をクリックします。

4. インポートするプロパティテンプレートファイルを選択します。 

プロパティテンプレートファイルの拡張子は.propertytemplateです。

5. [開く] をクリックします。 

ファイルがインポートされ、オーガナイザーのプロパティ テンプレート リス
トに表示されます。オーガナイザーでは、インポートされたファイルと同じ名
前を持つ既存のテンプレートが存在する場合、インポートされたファイルの名
前に連番を追加します。

選択したファイルが有効なプロパティ テンプレート ファイルでない場合は、オー
ガナイザーにエラー メッセージが表示され、ファイルはインポートされません。

インポートされたテンプレートに含まれているプロパティがオーガナイザーのプ
ロパティのリストにない場合、そのプロパティはカスタム プロパティとして追加
されます。
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参照項目

オーガナイザーからのプロパティテンプレートのエクスポート (35 ページ)

1.5 オーガナイザーからのプロパティテンプレートのエクスポ
ート
オーガナイザーから xml 形式のファイルにプロパティ テンプレートをエクスポー

トして、他のモデルで使用できます。一度に 1 つまたは複数のテンプレートをエク
スポートできます。テンプレートをエクスポートすると、作成したテンプレートの
バックアップ コピーが作成されます。

オーガナイザーで企業、プロジェクト、およびシステム フォルダーを使用する方
法の詳細については、オーガナイザーのカスタマイズされたデフォルト設定
(58 ページ) を参照してください。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. オーガナイザーの右上隅の  をクリックして、[設定] を開きます。

3. 特定のプロパティテンプレートをエクスポートする場合は、テンプレートのリ
ストからテンプレートを選択します。

4. [エクスポート] をクリックします。

5. 現在のプロパティテンプレートをエクスポートするか、すべてのプロパティテ
ンプレートをエクスポートするかを選択します。

6. [ブラウズ] をクリックして、エクスポート先フォルダーを選択します。 

デフォルトでは、テンプレートは現在のモデルフォルダの
\ProjectOrganizerフォルダにエクスポートされます。

7. [エクスポート] をクリックします。

エクスポートされたテンプレートごとに、個別の xml形式のファイルが作成され

ます。ファイル拡張子は.propertytemplateです。

参照項目

オーガナイザーからのオブジェクトプロパティ値のレポート作成 (20 ページ)

オーガナイザーへのプロパティテンプレートのインポート (34 ページ)

1.6 オーガナイザーのカテゴリー
配置カテゴリーや、ニーズに基づいてオブジェクトプロパティなどを使用して作成
できる他のタイプのカテゴリーにモデルを分類できます。
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• 配置カテゴリーを使用して配置分類構造を作成し、モデルをプロジェクト、現
場、建物、通り、および床に分割できます。プロジェクトには、カテゴリーの
プロパティで選択されたモデル(Tekla Structures モデル、参照モデル、またはそ
の両方)のすべてのオブジェクトが含まれています。プロジェクト内では、モデ
ルオブジェクトが属することのできる 下位の配置カテゴリは一度に 1 つに限
られます。

オーガナイザーでは、作成済みの配置定義に基づいてどのカテゴリーにも含め
ることができないオブジェクト用に、プロジェクト内に常に未分類カテゴリー
が作成されます。 オブジェクトを配置カテゴリーに含めるために定義を変更
できます。

• プロパティカテゴリーでは、モデルオブジェクトにユーザー定義情報(UDA)を
追加することができます。プロパティカテゴリー内では、モデルオブジェクト
が属することのできる 下位レベルのカテゴリーは一度に 1 つに限られます。

• カスタムカテゴリーは定義したルールに基づいて作成されます。オブジェクト
はルールに基づいてカテゴリーに追加されます。ルールを使用せずに、カテゴ
リーを手動で作成することもできます。

オーガナイザーのデフォルトのカテゴリーセットの例を次に示します。
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オブジェクトをカテゴリーに含めた場合、次のようになります。

• 配置カテゴリーとプロパティカテゴリー、および 下位レベルのカスタムカテ
ゴリーについては、カテゴリーのオブジェクト数が括弧内に表示されます。

• カスタムカテゴリーについては、カテゴリーのオブジェクト数、およびカテゴ
リーとそのサブカテゴリーに含まれているオブジェクトの総数が次の図のよう
に括弧内に表示されます。

参照項目

オーガナイザーでの配置カテゴリーの作成 (38 ページ)
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オーガナイザーでの配置カテゴリーの手動での作成 (43 ページ)

オーガナイザーでのプロパティカテゴリーの作成 (44 ページ)

オーガナイザーでのカスタムカテゴリーの作成 (48 ページ)

オーガナイザーでの自動サブカテゴリーの作成 (51 ページ)

オーガナイザーでのカテゴリーの変更 (52 ページ)

オーガナイザーでのカテゴリーの削除 (57 ページ)

オーガナイザーのカスタマイズされたデフォルト設定 (58 ページ)

オーガナイザーからのオブジェクトタイプの除外 (60 ページ)

オーガナイザーでの配置カテゴリーの作成
カテゴリーの境界ボックスを定義することによって配置カテゴリーを作成できま
す。 この機能により、モデルオブジェクトを通りと床に整理することができます。
配置と定義した境界に基づいて、カテゴリーに対してオブジェクトが自動的に更新
されます。 オブジェクトが境界ボックスの範囲内に含まれていない場合、そのオ
ブジェクトは自動的に作成される未分類カテゴリーに配置されます。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. カテゴリー ツリーで [建物] を選択します。

3. 右クリックして [各配置の境界ボックスの定義] を選択します。

4. [建物] タブで、建物の境界ボックスを定義します。

a. モデル内に複数の基準線が存在する場合は、[モデルのグリッド原点] リス
トからこの建物の基準線を選択します。 

基準線を選択できるのは、複数の基準線が存在する場合だけです。

基準線の選択には、基準線の原点の全体座標の x、y、z 座標と、モデル原
点座標と比較した基準線の回転が表示されます。

b. 必要に応じて、建物のデフォルトの名前を変更します。

c. 境界の座標をリストから選択するか、境界の座標ボックスに適切な座標を
入力して、建物の境界ボックスの x、y、z 座標を指定します。

d. 建物の前にあるアイコン  をクリックすると、モデル内に境界ボックス
が表示されます。 
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以下の図は、建物の座標の例を示しています。

e. モデル内で右クリックし、[ウィンドウの更新] を選択すると、モデル ビ
ューから境界ボックスが削除されます。

5. [通り] タブで、通りの境界ボックスを定義します。

a.  をクリックして、1 つまたは複数の通りを作成します。

b. 必要に応じて、通りのデフォルトの名前を変更します。

c. 境界の座標をリストから選択するか、境界の座標ボックスに適切な座標を
入力して、通りの境界ボックスの x、y、z 座標を指定します。 

通りが重なっておらず、建物の境界ボックス内にあることを確認します。
境界ボックスが重なっている場合、座標の前に赤の感嘆符が表示されま
す。境界ボックスが重なっていない場合は、配置定義を保存できます。

d. 通りの前にあるアイコン  をクリックすると、モデル内に境界ボックス
が表示されます。 
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以下の図は、通りの座標の例を示しています。

e. モデル内で右クリックし、[ウィンドウの更新] を選択すると、モデル ビ
ューから境界ボックスが削除されます。

6. [階] タブで、階の境界ボックスを定義します。

a. [階] ボタンをクリックします。 

階システムは必要な数だけ追加できます。追加した階システムはリスト
で使用できます。

b. 必要に応じて、階システムの名前を入力します。

c. 以下のいずれかの操作を行います。 

• 上階を階システムに追加する場合は、  をクリックします。

ボタンの横にあるボックスに、 上階の高さを入力できます。

• 基準線レベルに基づいて階を自動的に作成する場合は、

 をクリックします。

d. 必要に応じて、階のデフォルトの名前を変更します。

e. 境界の座標をリストから選択するか、境界の座標ボックスに適切な座標を
入力して、階の z 座標を指定します。

f. 階システムを使用する建物または通りを、右上のボックスのリストから選
択します。 
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通りを定義していない場合、建物が表示されます。建物または通りがボッ
クスに追加されます。

複数の建物や通りで階システムを使用できます。階システムが他の建物
で使用されていて、その建物から階システムを削除する場合、その建物の
境界ボックスを開いてそこで変更を加える必要があります。

g. 階の前にあるアイコン  をクリックすると、モデル内に境界ボックスが
表示されます。 

以下の図は、階の座標の例を示しています。

h. モデル内で右クリックし、[ウィンドウの更新] を選択すると、モデル ビ
ューから境界ボックスが削除されます。

7. [設定] タブで、カテゴリーでのオブジェクトの配置方法を定義します。 

オーガナイザー 41 オーガナイザーのカテゴリー



オーガナイザーでは、[設定] タブに表示されている順番 (上から下) に、選択し
たオプションがチェックされます。

デフォルト設定と選択したオプション設定に基づいてカテゴリーに含めるこ
とができないオブジェクトは、該当するレベルで自動的に作成される [未分類]
カテゴリーに配置されます。境界の座標を変更することも、オブジェクトを適
切な位置に手動で移動することもできます。

複数のプロジェクトがある場合、オブジェクトをプロジェクト間で移動するこ
とはできません。

8. [変更] および [閉じる] をクリックします。

9. プロジェクト内のいずれかのカテゴリーを右クリックし、[カテゴリーの同期]
を選択して、モデルのカテゴリーの内容を更新します。 

 をクリックして、オーガナイザーを同期することもできます。
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カテゴリーを作成すると、カテゴリーツリーでカテゴリーの前にあるアイコンが青
で表示されます。

プロパティカテゴリーまたはカスタムカテゴリーへのプロジェクトのコピー

配置カテゴリーからプロパティ カテゴリーまたはカスタム カテゴリーにプロジェ
クトをコピーできます。

1. コピーするプロジェクトを選択します。

2. そのプロジェクトをカテゴリー ツリー内のプロパティ カテゴリーまたはカス
タム カテゴリーにドラッグします。

オーガナイザーは、プロジェクトをコピーできる場所に太い線を表示します。

3. 適切なコピー オプションを選択します。

• [コピー] により、プロジェクト ツリー構造およびオブジェクトをコピーす
る

このオプションを使用してプロジェクトをコピーし、後で配置カテゴリー
内のプロジェクトに変更を加えると、その変更が、コピーされたプロジェ
クトに自動的に表示されます。

• [ツリー構造のみをコピーします] により、プロジェクト ツリー構造をコピ
ーする

注 カテゴリーのプロパティで Tekla Structures モデルを選択した場合、すべての製
品、キャスト ユニット、または現場打ちコンクリート ユニットが含まれます。

カテゴリーのプロパティでいずれかの参照モデルを選択した亜売、参照製品ま
たは参照オブジェクトが含められます。参照モデル内に製品がない場合は、参
照オブジェクトが含められます。

参照項目

オーガナイザーのカテゴリー (35 ページ)

オーガナイザーでのカテゴリーの変更 (52 ページ)

オーガナイザーでのカテゴリーの削除 (57 ページ)

オーガナイザーでの配置カテゴリーの手動での作成
カテゴリーの境界ボックスを定義せずに配置カテゴリーを手動で作成できます。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。
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2. [プロジェクト] を選択し、右クリックして [新しいサイト] を選択します。 

[新規プロジェクト]を選択して、オーガナイザーがプロジェクトの下にサイト
と建物を自動的に作成するようにすることもできます。

3. 作成した[現場]を右クリックし、[新しい建物]を選択します。

4. 作成した[建物]を右クリックし、[新しい通り]または[新しい階]を選択します。

5. 作成した[通り]を右クリックし、[新しい階]を選択します。 

プロジェクト、現場、建物、通り、および階は必要な数だけ作成できます。

6. オブジェクトをカテゴリーに追加します。 以下のいずれかの操作を行いま
す。 

• プロジェクトでカテゴリーを選択してオブジェクトブラウザーにモデルオ
ブジェクトを表示し、新しいカテゴリーに移動するオブジェクトを選択し
ます。 次に、オブジェクトを新しいカテゴリーにドラッグします。

• モデルで、移動するオブジェクトを選択し、新しいカテゴリーを右クリッ
クして[選択されたオブジェクトを移動する]を選択します。

注 オブジェクトを別のプロジェクトに移動することはできません。 プロジ
ェクト内では、 下位のカテゴリー間でモデルオブジェクトを移動できま
す。 1 つのオブジェクトが属することができる 下位の位置カテゴリー
は一度に 1 つだけです。

カテゴリーを手動で作成すると、カテゴリーツリーでカテゴリーの前にあるアイコ
ンが黒で表示されます。

参照項目

オーガナイザーのカテゴリー (35 ページ)

オーガナイザーでのカテゴリーの変更 (52 ページ)

オーガナイザーでのカテゴリーの削除 (57 ページ)

オーガナイザーでのプロパティカテゴリーの作成
プロパティカテゴリーを作成して、プロパティをモデルオブジェクトに追加するこ
とができます。カテゴリーの既存のユーザー定義情報(UDA)を使用してそれらに

オーガナイザー 44 オーガナイザーのカテゴリー



値を追加したり、オーガナイザーでカスタムプロパティとして UDA を作成してプ
ロパティカテゴリーでそれらを使用したりできます。

注 複数のプロパティカテゴリーがある場合、ルートレベルのプロパティカテゴリ
ー 1 つにのみ特定のユーザー定義情報を使用できます。これにより、他のカテ
ゴリーによってユーザー定義情報が上書きされないようになります。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. [カテゴリー] で、ルート カテゴリー レベルのプロパティ カテゴリーを選択
し、右クリックして [プロパティ] を選択します。 

3. カテゴリーに内容を追加します (48 ページ)。 

プロパティはカテゴリーにあるオブジェクトに追加されます。モデル内のオ
ブジェクトを選択してカテゴリーに挿入するか、オブジェクトをカテゴリーに
自動的に挿入するルールを定義することにより、カテゴリーの内容を手動
(52 ページ)で追加できます。

カテゴリーにサブカテゴリーを追加 (51 ページ)することもできます。サブ
カテゴリーは、プロパティに基づいて手動でまたは自動的に追加できます。プ
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ロパティ値は、 下位レベルのカテゴリーからオブジェクトに書き込まれま
す。

すべてのサブカテゴリーを同期した状態に維持するには、[空の自動サブカテ
ゴリーを削除しないでください]チェックボックスを選択します。チェックボ
ックスを選択せずに、モデルを変更して、一部またはすべてのサブカテゴリー
にオブジェクトがまったく含まれない状態になると、ルートカテゴリー、また
はオーガナイザー全体を同期させたときに、それらの空になったサブカテゴリ
ーは削除されます。

上位レベルの製品オブジェクトだけがカテゴリーに挿入されるようにする
場合は、[モデルに製品レベルの 上位を含めます]オプションを選択します。

4. [オブジェクトプロパティ]で、カスタムプロパティまたは既存のユーザー定義
情報を選択します。複数のプロパティを追加できます。

5. プロパティ設定を定義します。 

a. [タイプ] リストから値のタイプを選択し、[値] ボックスに値を定義しま
す。 

タイプにより、使用できる値の種類が決まります。

UDA
のタ
イプ

タイプ 値

文字
列

[テキスト] テキストまたは数値を入力します。

[カテゴリー名] オーガナイザーにより、カテゴリーの名前が[値]ボ
ックスに自動的に追加されます。

[結合されたカテゴリ
ー名]

オーガナイザーにより、カテゴリーの名前が[値]ボ
ックスに自動的に追加されます。

整数 [単位なし数値] 数値を入力します。

浮動
小数
点

[単位付き数値] 単位付き数値を入力します。

[式] [値]リストから式を選択します。式は、オーガナイ
ザーの[設定]で定義されます。

日付 [日付] 日付を入力するか、カレンダーから選択します。

b. [単位] リストから値の単位を選択します。 

プロパティに有効な単位オプションのみを使用できます。

• プロパティの単位は、contentattributes_userdefined.lstま

たは object.inpファイルで定義されます。
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• オーガナイザーで作成されたカスタムプロパティの単位は、プロパテ
ィの作成時に定義されます。

c. 同じプロパティのサブカテゴリーごとに、異なるプロパティ値を使用した
い場合は、それぞれのサブカテゴリーでプロパティを変更します。 

• 上位レベルのプロパティカテゴリーで定義されたプロパティ値を使
用する場合は、プロパティ名の後にある[値を継承]チェックボックス
をオンにします。

• [値を継承]チェックボックスがオンである場合に、[タイプ]ボックスで
タイプを選択したり、[値]ボックスに値を入力したりすると、[値を継
承]チェックボックスが自動的にオフになります。

注 プロパティ値は、 下位レベルのサブカテゴリーからオブジェクト
に書き込まれます。

[オーガナイザー]で作成したカスタムプロパティをモデルに書き込
むと、そのモデルで他のユーザー定義情報と同じようにそのプロパ
ティを使用できます。

プロパティがモデルに書き込まれると、そのプロパティをビジュアル化や
IFC エクスポートなどに使用できます。 また、オブジェクトのダイアロ
グ ボックスにプロパティを表示したり、Tekla Model Sharing により共有し
たりできます。

6. オーガナイザー全体をモデルと同期させるときにカテゴリーを更新したくな
い場合は、[同期時にカテゴリーを更新]チェックボックスをオフにします。

7. [変更]をクリックします。 

下位レベルのカテゴリーに含まれていないオブジェクトについては、オーガ
ナイザーによって[未分類]カテゴリーが作成されます。同じオブジェクトが
カテゴリールールに基づいて複数のサブカテゴリーに属すことになる場合は、
オーガナイザーによって、このようなオブジェクト用の[干渉]カテゴリーが作
成されます。[干渉]カテゴリーを空にするには、カテゴリールールを変更する
必要があります。

8.  をクリックしてオーガナイザーを同期するか、プロパティ カテゴリー ツ
リー内のカテゴリーのどれかを選択して、右クリックし、[カテゴリーの同期]
を選択します。 

オーガナイザーまたはカテゴリーを同期すると、プロパティとその値がモデル
オブジェクトに書き込まれます。[未分類]および[干渉]カテゴリーによって、
既存のユーザー定義情報の値が変更されることはありません。

モデルに書き込まれたプロパティの情報を表示したり、他のプロパティと同じ
ようにレポートを作成 (177 ページ)したりすることができます。

注 プロパティカテゴリーとそのサブカテゴリーを削除しても、モデルに既に書き込まれ
たプロパティは削除されません。
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オプションのある ユーザー定義情報 (UDA)
オブジェクトにプロパティを書き込む際に、オプションのあるユーザー定義情報を
プロパティ カテゴリーに追加する場合、UDA - <プロパティ名> 形式を使用する必

要があります。

[オブジェクトブラウザー]でレポートの正しい結果を得るには、名前に UDA - が
含まれていない同じプロパティを使用できます。

参照項目

オーガナイザーのカテゴリー (35 ページ)

例: プレキャストでのオーガナイザーの使用 (127 ページ)

オーガナイザーでのカスタムカテゴリーの作成
カスタムカテゴリーを作成して、オブジェクトプロパティなどに基づいてモデルオ
ブジェクトをグループ化できます。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2.  をクリックして、新しいカテゴリーを作成します。 

カテゴリーを選択している場合、選択したカテゴリーと同じレベルに新しいカ
テゴリーが作成されます。 複数のカテゴリーを選択している場合や、カテゴ
リーを選択していない場合は、カテゴリーのルートレベルに新しいカテゴリー
が作成されます。 カテゴリーは必要な数だけ追加できます。

3. 新しいカテゴリーを右クリックし、[プロパティ]を選択します。
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4. カテゴリーの名前を入力します。

5. カテゴリーの内容を設定するためのルールを定義します。

a. [自動オブジェクトの内容] で、オブジェクトをカテゴリーに自動追加する
のに使用されるモデル、フィルター、カテゴリーを選択します。以下のい
ずれかの操作を行います。 

• [モデルの選択]リストをクリックし、モデルを選択してそのオブジェ
クトをカテゴリーに追加します。

すべてのモデルオブジェクトをカテゴリーに含めるには、Tekla
Structures モデルを選択します。

• カテゴリーツリーからカテゴリーをカテゴリーおよびフィルタール
ールボックスにドラッグするか、ボックス内をクリックまたは入力し
てリストからフィルターを選択します。

• オブジェクトグループをクリックして、オーガナイザーのフィルター
を定義します。

[オブジェクトグループ - オーガナイザー]ダイアログボックスが Tekla
Structures メインビューに開きます。 フィルターを保存したら、もう
一度ルールボックス内をクリックするか入力し、フィルターを選択し
ます。

オーガナイザーフィルターは、モデルフォルダの\attributesフォ

ルダに、.OrgObjGrpファイル拡張子付きで保存されます。 オーガ

ナイザーでは、これらのフィルターのみ使用できます。

1 つのルールボックスに、フィルターとカテゴリーを必要な数だけ追加で
きます。

複数のカテゴリーまたはフィルターを 1 つのルールボックスに追加した
場合、カテゴリーの内容はすべてのオブジェクトの和集合になります。

カテゴリーまたはフィルターを個別のルールボックスに追加した場合、カ
テゴリーの内容をボックスの内容の共通集合にするか差集合にするかを
選択します。

注 また、カテゴリーを作成する前にオーガナイザーのフィルターを別
個に作成することもできます。 これらのフィルターは、Tekla
Structures の選択フィルターや表示フィルターと同じ方法で作成さ
れ、カテゴリールールで使用できます。 フィルターを作成するとき

は、フィルター設定で  をクリックし、オーガナイザーをフィル
タータイプとして設定します。 その後、フィルターで必要な設定を
定義します。

b. [自動サブカテゴリー] で、サブカテゴリーの作成に使用するプロパティを
選択します。次の操作を行います。 

• [オブジェクト ブラウザーのグループ化中] をクリックします。
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このオプションを使用するには、オブジェクト ブラウザーで 1 つ以上
のプロパティ列をグループ化 (16 ページ)の結果の行にドラッグしま
す。オーガナイザーは、サブカテゴリーの作成時に列に含まれていた
プロパティを使用します。

プロパティテンプレート列またはオブジェクトプロパティをルール
ボックスに追加することもできます。

• ルールボックスをクリックし、プロパティテンプレート列またはオブ
ジェクトプロパティを選択します。

初にプロパティテンプレート列またはオブジェクトプロパティを
ルールボックスに追加した場合、[オブジェクトブラウザーのグループ
化中]オプションを使用することはできません。

複数の列またはプロパティを同じルールボックスに追加することが
できます。

列またはプロパティをルールボックスに追加すると、オーガナイザー
により新しいサブカテゴリーレベルがプロパティダイアログボック
スに追加されます。カテゴリーに新しいサブカテゴリーレベルを追
加する場合、新しいサブカテゴリーのルールボックスに列またはプロ
パティを追加します。

• すべてのサブカテゴリーを同期した状態に維持するには、[空の自動サ
ブカテゴリーを削除しないでください]チェックボックスを選択しま
す。

チェックボックスを選択せずに、モデルを変更して、一部またはすべ
てのサブカテゴリーにオブジェクトがまったく含まれない状態にな
ると、ルートカテゴリー、またはオーガナイザー全体を同期させたと
きに、それらの空になったサブカテゴリーは削除されます。

c. 製品レベルのオブジェクトだけがカテゴリーに存在するようにする場合
は、[モデルに製品レベルの 上位を含めます]オプションを選択します。 

このオプションを選択し、カテゴリーにモデルオブジェクトを追加する
と、オブジェクトが属する製品がカテゴリーに追加されます。

6. オーガナイザーをモデルと同期するときにカテゴリーを更新しない場合は、
[同期時にカテゴリーを更新]チェックボックスをオフにします。

7. [プロパティテンプレート]リストから、カテゴリーのデフォルトのプロパティ
テンプレートを選択します。 

このプロパティテンプレートがオブジェクトブラウザーのプロパティテーブ
ルに表示されます。

8. [変更]をクリックします。

ヒ
ン
ト

自動カテゴリーに、カテゴリーやサブカテゴリーを手動で追加できます。 カテゴリ
ーを選択し、右クリックして [新しいカテゴリー] または [新しいサブカテゴリー] を
選択します。 手動で追加されたカテゴリーは同期時に削除されません。 手動で作
成されたサブカテゴリーを同期する場合、そのカテゴリーだけが同期されます。
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参照項目

オーガナイザーのカスタマイズされたデフォルト設定 (58 ページ)

オーガナイザーのカテゴリー (35 ページ)

オーガナイザーでのカテゴリーの変更 (52 ページ)

オーガナイザーでのカテゴリーの削除 (57 ページ)

オーガナイザーでの自動サブカテゴリーの作成

一度に 1 つまたは複数のカスタムカテゴリーの自動サブカテゴリーツリー構造を
作成できます。既にサブカテゴリーのあるカテゴリーには、自動サブカテゴリーを
作成できません。まだオブジェクトが含まれていない空のカテゴリーを使用する
場合、カテゴリールールのみが保存されます。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. カスタム カテゴリーを選択し、右クリックして [自動サブカテゴリーの作成]
を選択します。 

オーガナイザーのカテゴリーのプロパティダイアログボックスに[自動サブカ
テゴリー]セクションが開きます。

3. サブカテゴリーの作成に使用されるプロパティを選択するには、次の操作を実
行します。 

• [オブジェクトブラウザーのグループ化中]をクリックします。

このオプションを使用するには、オブジェクトブラウザーで 1 つ以上のプ
ロパティ列をグループ化 (16 ページ)の結果の行にドラッグします。たと
えば、次の図に示すように、オーガナイザーはサブカテゴリーの作成時に、
列に含まれているプロパティを使用します。

プロパティテンプレート列またはオブジェクトプロパティをルール ボッ
クスに追加することもできます。
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• ルール ボックスをクリックし、プロパティテンプレート列またはオブジェ
クトプロパティを選択します。

初にプロパティテンプレート列またはオブジェクトプロパティをルール
ボックスに追加した場合、[オブジェクトブラウザーのグループ化中]オプ
ションを使用することはできません。

ボックスにプロパティの名前(PROFILEなど)を入力して、Enter を押すこ

ともできます。複数の列またはプロパティを同じルールボックスに追加す
ることができます。

列またはプロパティをルールボックスに追加すると、オーガナイザーによ
り新しいサブカテゴリーレベルがプロパティダイアログボックスに追加さ
れます。

4. カテゴリーに新しいサブカテゴリーレベルを追加する場合、新しいサブカテゴ
リーレベルのルールボックスに、列またはプロパティを追加します。

5. すべてのサブカテゴリーを同期した状態に維持するには、[空の自動サブカテ
ゴリーを削除しないでください]チェックボックスを選択します。 

チェックボックスを選択せずに、モデルを変更して、一部またはすべてのサブ
カテゴリーにオブジェクトがまったく含まれない状態になると、ルートカテゴ
リー、またはオーガナイザー全体を同期させたときに、それらの空になったサ
ブカテゴリーは削除されます。

6. [変更]をクリックします。

ヒ
ン
ト

自動カテゴリーに、カテゴリーやサブカテゴリーを手動で追加できます。 カテゴリ
ーを選択し、右クリックして [新しいカテゴリー] または [新しいサブカテゴリー] を
選択します。 手動で追加されたカテゴリーは同期時に削除されません。 手動で作
成されたサブカテゴリーを同期する場合、そのカテゴリーだけが同期されます。

参照項目

オーガナイザーのカテゴリー (35 ページ)

オーガナイザーでのカスタムカテゴリーの作成 (48 ページ)

オーガナイザーでのカテゴリーの変更 (52 ページ)

オーガナイザーでのカテゴリーの削除 (57 ページ)

オーガナイザーでのカテゴリーの変更
カテゴリールールを変更し、カテゴリーの内容を手動で変更することができます。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. 以下のいずれかの操作を行います。
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目的 操作

カテゴリー名を変更す
る

カテゴリーを選択し、右クリックして [名前の変更] を選択し
ます。

オブジェクトをカテゴ
リーに追加する

オブジェクトをカテゴリーに手動で追加できます。

1. モデル内でオブジェクトを選択するか、カテゴリーを選
択します。

2. 行を選択することで、オブジェクトブラウザーでオブジ
ェクトを選択します。

3. 選択したオブジェクトをカテゴリーにドラッグします。

モデル内で選択したすべてのオブジェクトを追加する場合、
カテゴリーを右クリックして[選択オブジェクトの追加]を選
択することもできます。

オブジェクト ブラウザーでビューを保持するには、  ボタ
ンをクリックします。 ビューを保持すると、オブジェクト
ブラウザーに表示された内容を変更せずに、モデルまたはカ
テゴリーで選択を行うことができます。 オブジェクト ブラ
ウザーにオブジェクトをカテゴリーごとに表示するには、

 をクリックし、  [別のカテゴリー] を選択します。

配置カテゴリーで、カテゴリー内のオブジェクトを選択し、
それらのオブジェクトを別のカテゴリーに追加すると、オブ
ジェクトがそのカテゴリーに移動します。 プロジェクト内
でオブジェクトが属することのできる 下位の配置カテゴ
リーは 1 つだけです。

オブジェクトをカテゴ
リーから削除する

カテゴリーから手動でオブジェクトを削除できます。

1. カテゴリーを選択します。

2. オブジェクトブラウザーでオブジェクトを選択します。

3. 右クリックし、[選択オブジェクトを選択したカテゴリ
ーから削除します]を選択します。

カテゴリーでの手動変
更の管理

各オブジェクトがカテゴリーにどのように含まれているか、
または含まれていない理由をオブジェクトブラウザーで表
示できます。オブジェクトは、カテゴリールールに基づいて
自動的に含めるか、手動で追加または削除することができま
す。

1. カスタムカテゴリーを選択します。

2. カテゴリーを右クリックして[プロパティ]を選択し、カ
テゴリーで使用されるルールを表示します。

プロパティには、カテゴリー内のオブジェクトが手動で
追加および削除されたかどうかが示されます。オブジ
ェクトブラウザーでオブジェクトの状態を管理できま
す。
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目的 操作

3.
 をクリックし、  [手動変更の管理]を選択します。

オーガナイザーにより、オブジェクトブラウザーとカテ
ゴリーの周りに紫色のフレームが配置され、[状態]列が
オブジェクトブラウザーに追加されます。手動変更モ
ードでは、オーガナイザーの一部のコマンドのみを使用
できます。

各オブジェクトに状態アイコンが表示されます。

•

オブジェクトは、カテゴリールールに基づいてカテ
ゴリーに自動的に追加されます。

•

オブジェクトは自動的に追加され、カテゴリーから
手動で削除されました。

•

オブジェクトは、カテゴリーに自動的に追加され、
カテゴリーに手動で追加されました。

•

オブジェクトは、カテゴリーに手動で追加されまし
た。

•

オブジェクトは、カテゴリーから手動で削除されま
した。

状態は選択したカテゴリーで適用される点に注意して
ください。オブジェクトは、別のカテゴリーでは状態が
異なる可能性があります。

4. 状態を変更するには、オブジェクトブラウザーでオブジ
ェクトを右クリックします。

• [追加]を選択すると、オブジェクトがカテゴリーに手
動で追加されます。

• [削除]を選択すると、カテゴリーからオブジェクトが
手動で削除されます。

• [手動変更の削除]を選択すると、オブジェクトから手
動状態が削除されますが、オブジェクトが自動的に
含められた場合はカテゴリーに残ります。

カテゴリーのルールを
変更する

1. カテゴリーを選択し、右クリックして [プロパティ] を選
択します。

2. [自動オブジェクトの内容] で、カテゴリーの内容のルー
ルを変更します。
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目的 操作

[自動オブジェクトの内容] ボタンの  アイコンは、カ
テゴリーに自動オブジェクトの内容のルールが定義さ
れていることを示しています。

以下のいずれかの操作を行います。

• モデルのリストからモデルを選択します。

[モデルリスト]をクリックして、ルールで既に使用さ
れているモデルを表示します。

• カテゴリーツリーからルールボックスにカテゴリー
をドラッグします。

• ルールボックスをクリックするか入力し、リストか
らフィルターを選択します。

• オブジェクトグループをクリックして、オーガナイ
ザーのフィルターを定義します。フィルターを保存
したら、もう一度ボックス内をクリックするか入力
し、フィルターを選択します。

複数のカテゴリーとフィルターを追加し、それらの
和集合、共通集合、または差集合を作成できます。

3. [自動サブカテゴリー] で、サブカテゴリーのルールを変
更します。

[自動サブカテゴリー] ボタンの  アイコンは、カテゴ
リーに自動サブカテゴリーのルールが定義されている
ことを示しています。

以下のいずれかの操作を行います。

• ルールボックスをクリックし、プロパティテンプレ
ート列またはプロパティをさらにルールに追加しま
す。

既存のサブカテゴリー階層レベル、または既存のレ
ベルの下にある空の階層レベルに、プロパティをさ
らに追加できます。

• ルールからプロパティを削除します。

• ルールからサブカテゴリー階層レベル全体を削除し
ます。

4. [変更]をクリックします。

同じサブカテゴリールールがある場合、複数のサブカテゴリ
ーのサブカテゴリールールを同時に変更できます。「オーガ
ナイザーでの自動サブカテゴリーの作成 (51 ページ)」も参照
してください。

オーガナイザー 55 オーガナイザーのカテゴリー



目的 操作

カテゴリーのデフォル
トのプロパティテンプ
レートを変更する

1. カテゴリーを選択し、右クリックして [プロパティ] を選
択します。

2. [プロパティテンプレート]リストから、別のプロパティ
テンプレートを選択します。

3. [変更]をクリックします。

複数のカテゴリーのプ
ロパティを変更する

1. 変更するカテゴリーを選択します。

2. 右クリックして[プロパティ]を選択します。

変更できるプロパティは、選択したカテゴリーによって異な
ります。たとえば、デフォルトのプロパティテンプレートや
サブカテゴリーのルールを変更できます。

上位の製品レベルが
含まれるようにカテゴ
リーの内容を変更する

1. カテゴリーを選択し、右クリックして [プロパティ] を選
択します。

2. [モデルに製品レベルの 上位を含めます]チェックボッ
クスをオンにします。

3. [変更]をクリックします。

製品だけが含まれたカテゴリーに部材を追加すると、カテゴ
リーに製品情報が表示されます。

建物、通り、または階カ
テゴリーの境界ボック
スを変更する

1. 境界ボックスを使用して作成したカテゴリーを選択し
ます。

2. 右クリックし、[各配置の境界ボックスの定義] を選択し
ます。

3. 境界ボックスの定義を変更します。

建物の座標を変更し、通りに同じ座標がある場合、通り
の座標は変更された建物の座標に変更されます。

境界ボックスを使用して作成したカテゴリーには、カテゴリ
ーツリーに青いアイコンが表示されます。

自動 Location
Breakdown Structure
(LBS)を持つ建物に階を
手動で追加する

建物内の特殊構造のオブジェクトを別のカテゴリーに収集
する場合などには、自動化された建物に階を手動で追加でき
ます。手動で追加した階には、自動オブジェクト収集の境界
ボックスはありません。建物のどの部材からもオブジェク
トを追加できます。

エレベータシャフトを建物の他の部分と区別する場合など
には、手動階カテゴリーを使用できます。

1. 自動 Location Breakdown Structure (LBS)を持つ建物で通
りを選択します。

2. 右クリックして、[新しい階]を選択します。

3. オブジェクトを階に追加します。
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目的 操作

4. [プロジェクト] ルート カテゴリーを選択して右クリッ
クし、[モデルへの書き込み (レポート用)] を選択して、
新しい配置情報をモデル オブジェクトに書き込みます。

自動カテゴリーにカテ
ゴリーを手動で追加す
る

自動カテゴリーに、カテゴリーを手動で追加できます。手動
で追加されたカテゴリーは、オブジェクトをまったく含んで
いなくても、同期時に削除されません。

1. 自動カテゴリーを選択します。

2. [新しいカテゴリー]または[新しいサブカテゴリー]を右
クリックして選択します。

カテゴリーをコピーま
たは移動する

一度に 1 つのカテゴリーとそのサブカテゴリーをコピーま
たは移動できます。

1. カテゴリーを選択し、カテゴリーツリーの適切な場所
(カテゴリーの上または 2 つのカテゴリーの間)にドラッ
グします。

2. リストから適切なオプションを選択します。

• [コピー]: カテゴリーのプロパティとカテゴリー内の
オブジェクトを対象のカテゴリーにコピーします。

• [ツリー構造のみをコピーします]: オブジェクトとそ
のプロパティを含めずにツリー構造をコピーしま
す。

• [移動]: カテゴリーをオブジェクトおよびそのプロパ
ティと共に新しい場所に移動します。

参照項目

オーガナイザーをモデルと同期する (61 ページ)

オーガナイザーのカテゴリー (35 ページ)

オーガナイザーでのカテゴリーの削除
オーガナイザーでカテゴリーを削除できます。オーガナイザーのカテゴリーツリ
ーには、配置カテゴリー、プロパティカテゴリー、およびカスタムカテゴリーが少
なくとも 1 つずつ存在する必要がある点に注意してください。 後のカテゴリー
を削除することはできません。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. カテゴリーを選択します。 

複数のカテゴリーを選択できます。
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3. 右クリックし、[削除]を選択します。 

選択したカテゴリーを他のカテゴリーのプロパティルールで使用している場
合、オーガナイザーにそれらのカテゴリーを示すダイアログボックスが表示さ
れます。

4. [はい]をクリックして削除します。 

注 [自動サブカテゴリーの作成]コマンドを使用して作成されたカテゴリーツリーからサ
ブカテゴリーを完全に削除するには、メインカテゴリーからサブカテゴリーのオブジ
ェクトを削除する必要があります。メインカテゴリーからオブジェクトを削除してい
ない場合、オーガナイザーを同期したときに、メインカテゴリーのルールに基づいて
サブカテゴリーが再度作成されます。

参照項目

オーガナイザーのカテゴリー (35 ページ)

オーガナイザーのカスタマイズされたデフォルト設定
すべての新しいモデルで同じテンプレートとカテゴリーを開く設定を作成して、オ
ーガナイザーをカスタマイズできます。 カスタマイズした設定は、すべてのモデ
ルで使用するテンプレートとカテゴリーがある場合に役立ちます。 モデルごとに
テンプレートとカテゴリーを個別に作成またはインポートする必要はありませ
ん。 モデルでオーガナイザーを初めて開いたときに、カスタマイズした設定が使
用されます。

ExcludedTypesFromOrganizer.xaml ファイルを使用して Organizer から一

部のオブジェクト タイプを除外する (60 ページ)こともできます。除外されたオ
ブジェクト タイプは、Object Browser に表示されず、カテゴリーにも含まれませ
ん。

カスタマイズしたプロパティテンプレートとカテゴリーをすべてのモデルで使用
できるようにするには、テンプレートを\ProjectOrganizerData
\PropertyTemplatesフォルダに、カテゴリーを\ProjectOrganizerData
\DefaultCategoryTreesフォルダにそれぞれ保存します。テンプレートとカ

テゴリーは xml形式で保存されます。プロパティテンプレートファイルの拡張子

は.propertytemplate、カテゴリーファイルの拡張子は.categoryです。

注 定義した配置カテゴリーは自動的にインポートされますが、手動で作成したカテゴリ
ーと同様に機能します。 自動カテゴリーは、モデルごとに個別に定義する必要があり
ます。

各フォルダは、次のいずれかまたはすべてのフォルダの下に作成できます。

• 現在のモデルフォルダ

• 詳細オプション XS_PROJECTで定義したプロジェクトフォルダ

• 詳細オプション XS_FIRMで定義した企業フォルダ
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• 詳細設定 XS_SYSTEM に定義されているフォルダー

フォルダーの例:

モデルでオーガナイザーを初めて開いたときに、これらのフォルダ内のすべてのテ
ンプレートとカテゴリーが読み込まれます。 複数の異なるフォルダに同じファイ
ル名のファイルが多数ある場合は、 初に見つかったファイルが読み込まれ、同じ
ファイル名のその他のファイルは無視されます。 検索は常に、 モデル、プロジェ
クト、企業、システムの順に行われます。 roles.iniはこの順番には影響を及ぼ

しません。

たとえば、システム フォルダーの \ProjectOrganizerData
\DefaultCategoryTrees フォルダーに rebar.category、
category.category、material.category がある場合、これらのファイルは

すべてカテゴリーに自動的に読み込まれます。\PROJECT
\ProjectOrganizerData\DefaultCategoryTrees フォルダーと \model
\ProjectOrganizerData\DefaultCategoryTrees フォルダーにも

rebar.category ファイルがある場合は、 初に見つかった rebar.category
ファイルだけが使用されます。この場合、モデル フォルダーの下のファイルが
初に見つかるファイルになります。

注 roles.iniファイルを使用して、複数の設定を制御できます。たとえば、企業フォ

ルダの下に、\Concrete\ProjectOrganizerDataフォルダと\Steel
\ProjectOrganizerDataフォルダを作成します。次に、読み取るフォルダやフォ

ルダを読み取る順番を roles.iniファイルで定義します。これにより、\Concrete
フォルダのファイルだけを読み取ったり、\Concreteフォルダを 初に読み取った

りできます。この場合、Steel フォルダ内の同じ名前のファイルは無視されます。

読み込まれたテンプレートとカテゴリーは、モデルフォルダの下の
\ProjectOrganizerフォルダにある ProjOrg.dbに保存されます。オーガナ

イザーを初めて開いたときに、ProjOrg.dbが作成され、モデル、プロジェクト、

企業、システムの各フォルダからファイルが読み込まれます。ProjOrg.dbデー

タベースには、モデルで使用するすべてのテンプレートとカテゴリーの情報が格納
されます。フォルダ内のテンプレートやカテゴリーに変更を加えても、
ProjOrg.db内で自動的に更新されるわけではありません。データベースがテン

プレートとカテゴリーの xmlファイルを再度読み込むことはないので、ファイル

の更新は自動的には適用されません。

変更したテンプレートとカテゴリーを ProjOrgデータベースに適用する場合、次

の 2 つのオプションがあります。

• オーガナイザーで古いテンプレートとカテゴリーを削除し、変更したテンプレ
ートとカテゴリーをインポートします。 このオプションを使用することをお
勧めします。
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• 保持する必要があるすべてのテンプレートとカテゴリーを Organizer からエク
スポートし、モデルを閉じます。モデル フォルダーの下の
\ProjectOrganizer フォルダーから ProjOrg.db データベースを削除し、

モデルを再度開きます。エクスポートしたテンプレートとカテゴリーを
Organizer にインポートし直します。

注 2 番目のオプションでは、オーガナイザーが完全にリセットされます。 エ
クスポートしていない場合、すべてのデータが失われます。

参照項目

オーガナイザーのカテゴリー (35 ページ)

オーガナイザーへのカテゴリーのインポート (66 ページ)

オーガナイザーへのプロパティテンプレートのインポート (34 ページ)

オーガナイザーからのカテゴリーのエクスポート (65 ページ)

オーガナイザーからのプロパティテンプレートのエクスポート (35 ページ)

オーガナイザーからのオブジェクトタイプの除外
一部のオブジェクトタイプは、オーガナイザーから除外することができます。これ
らのオブジェクトタイプは、ExcludedTypesFromOrganizer.xamlファイルに

リストされています。このファイルは、共通環境ではデフォルトで\system
\ProjectOrganizerDataフォルダにあります。場所は環境によって異なるこ

とがあります。除外されたオブジェクトタイプは、モデルとそのすべてのオブジェ
クトをカテゴリーに含めることをカテゴリールールで選択した場合でも、オブジェ
クトブラウザーには表示されず、カテゴリーに含められません。たとえば、荷重、
カット、フィッティングは ExcludedTypesFromOrganizer.xamlファイルにリ

ストされ、オーガナイザーから除外されます。

ExcludedTypesFromOrganizer.xamlファイルを変更して、オブジェクトタイ

プを含めるか除外することができます。 ファイルを変更する前に、モデルフォル
ダの下の\ProjectOrganizerDataフォルダにコピーすることをお勧めしま

す。 \ProjectOrganizerDataフォルダは、デフォルトではモデルフォルダに存

在しないため、場合によっては作成する必要があります。

たとえば、フィッティングを除外するには、値を以下のように変更します。

<Fitting>true</Fitting> -> <Fitting>false</Fitting>
フィッティングをもう一度含めるには、値 falseを trueに戻します。

変更を適用するには、[カテゴリー]で  をクリックし、オーガナイザーをモデル
と完全に同期させます。
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注 ExcludedTypesFromOrganizer.xamlファイルに行を追加したり削除したりしな

いでください。オーガナイザーがファイルを使用できなくなります。

すべての新しいモデルで同じテンプレートとカテゴリーを開く設定を作成して、オ
ーガナイザーをカスタマイズする (58 ページ)こともできます。 カスタマイズした
設定は、すべてのモデルで使用するテンプレートとカテゴリーがある場合に役立ち
ます。

1.7 オーガナイザーをモデルと同期する
オーガナイザーをモデルと同期すると、カテゴリーが 新の状態になり、オブジェ
クトブラウザーにモデルの 新のオブジェクト プロパティ値を表示することがで
きます。個々のカテゴリーの同期や、[オブジェクトブラウザー] ビューの再読み込
みも可能です。

同期により、モデル オブジェクトのプロパティに配置情報 (63 ページ)が追加され
ます。 配置情報はレポートの作成時や照会時に使用できます。

オーガナイザーを同期する

オーガナイザーを同期する  と、オーガナイザー データベース内の変更された
オブジェクトのすべてのプロパティが更新されます。モデルで選択内容を変更し
たり、別のカテゴリーやプロパティ テンプレートを選択しても、オブジェクトブ
ラウザーを再読み込みする必要はありません。オーガナイザーを同期すると、モデ
ルに変更を加えるまでオブジェクト プロパティは 新の状態になります。

次の場合、オーガナイザーは同期されます。

•  [モデルと同期します。] をクリックした場合。

• オーガナイザーを開き、同期することを選択した場合。

同期を高速化するには、XS_COLLECT_MODEL_HISTORY 詳細設定を TRUE に設定

します。 XS_COLLECT_MODEL_HISTORY を FALSE に設定すると、同期時に、す

べてのオブジェクトが読み込まれ、モデルで何が削除されたか確認されます。

オーガナイザーを同期するとき、 後の操作を元に戻すのに使用される Tekla

Structures の操作履歴は削除されます。つまり、[元に戻す] (Ctrl+Z)  コマンドは
使用できなくなります。それ以外の場合は、[元に戻す] は正常に機能します。

オーガナイザーを同期すると、[元に戻すの履歴] リスト  がクリアされることに
注意してください。[元に戻すの履歴] リストには、実行したすべてのコマンドおよ
びモデルに加えた変更が表示されます。モデルを保存すると、リストはクリアされ
ます。

オーガナイザー 61 オーガナイザーをモデルと同期する



オーガナイザー を開いたときに常に同期されるように、オーガナイザーの [設定]

 で定義できます。[同期] タブに移動し、[オーガナイザーを開いたときにモデ
ルと常に同期します。] チェック ボックスをオンにします。

オーガナイザーを開き、[同期] ダイアログ ボックスの [次回このダイアログを表示
しない。] チェック ボックスを選択すると、オーガナイザーを使用するどのモデル
でも、オーガナイザーの [同期] ダイアログ ボックスが表示されなくなります。[同
期] ダイアログ ボックスを元に戻すには、\users\<user>\AppData\Local
\Trimble_Solutions_Corpora フォルダーに移動し、ObjectBrowser で始ま

るすべてのファイルを削除します。これらのファイルを削除すると、オーガナイザ
ーのデフォルトの単位設定が削除されることに注意してください。オーガナイザ
ーの [設定] で単位設定を確認してください。

オーガナイザー データベース全体を更新する
オーガナイザー データベース全体を更新することによって、オブジェクトブラウ
ザーに表示したプロパティまたはカテゴリーで使用したプロパティをオーガナイ
ザー データベースのすべてのモデル オブジェクトに対して更新できます。

次の場合、オーガナイザー データベースは更新されます。

• Ctrl キーを押しながら  [モデルと同期します。] をクリックした場合。

• 古いバージョンの Tekla Structures で保存したモデルを開き、  [モデルと同期
します。] をクリックした場合。

• XS_ENABLE_POUR_MANAGEMENT 詳細設定の値を変更し、オーガナイザーを開

いた場合。現場打ちオブジェクトの階層は、現場打ちコンクリート ユニットの
階層に置き換えられます。

• モデル固有の詳細設定を変更して、  [モデルと同期します。] を次回クリック
した場合。

• [名前を付けて保存] でモデルを保存し、  [モデルと同期します。] を次回クリ
ックした場合。

• 材質カタログを変更し、  [モデルと同期します。] を次回クリックした場合。

オブジェクト ブラウザーを再読み込みする
モデルの 新のプロパティ値を表示する場合、オブジェクトブラウザーの再読み込

みボタン  をクリックします。オーガナイザーで一度オブジェクトのプロパテ
ィを確認すると、そのプロパティは同期時にオーガナイザー データベース内で更
新されます。
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オブジェクトの表示中にモデルに変更を加えた場合は、オブジェクトブラウザーを
再読み込みします。

注 モデルまたはカテゴリー内のオブジェクトを選択すると、オーガナイザー データベー
スに既にあるプロパティがオブジェクトブラウザーに表示され、オーガナイザー デー
タベースに存在しないプロパティにモデルから新しい値が読み込まれます。

オブジェクトブラウザーでビューの再読み込み  を行い、新しい値でビューを更新
する必要があります。

カテゴリーを同期する

次の場合、オーガナイザーは部分的に同期されます。

• カテゴリーを選択し、右クリックして [カテゴリーの同期] を選択した場合。

同期の日時を表示するには、カテゴリーをもう一度右クリックします。

• エクスポート時にカテゴリーを同期する場合。

部分的な同期では、次のことが実行されます。

• [階] などの配置カテゴリーを同期する場合、プロジェクト全体を更新する。

• 他のカテゴリーを同期する場合、他のカテゴリーのカテゴリー ルールで使用さ
れているカテゴリーを同期する。

• カテゴリー ツリーの 1 つのサブカテゴリーを同期する場合、自動サブカテゴリ
ー ルールによって作成されたカテゴリー ツリー全体を同期する。

• カテゴリー ツリー全体を同期する場合、プロパティ カテゴリー ツリー内の手
動で作成されたすべてのサブカテゴリーを同期する。

注 部分的な同期では、オブジェクトブラウザーに表示されるプロパティは更新されませ
ん。カテゴリーの 新の内容を表示するには、オブジェクトブラウザーを再読み込み

 する必要があります。

同期からカテゴリーを除外する

1. カテゴリーを選択し、右クリックして [プロパティ] を選択します。

2. [同期時にカテゴリーを更新] チェック ボックスをオフにします。

[同期時にカテゴリーを更新] オプションを選択していなくても、モデルから削除さ
れたオブジェクトはカテゴリーから削除されます。

1.8 オーガナイザーの配置カテゴリーのレポート作成
配置カテゴリーのプロパティをレポートで使用できます。モデルに複数のプロジ
ェクトがある場合、プロジェクト内のサブカテゴリーも含め、レポートに使用する
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プロジェクトを選択する必要があります。一度に使用できるプロジェクトは 1 つ
だけです。レポート プロパティをモデルに書き込むことができます。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. [プロジェクト] を選択します。

3. 右クリックし、[レポートに使用] を選択します。 

レポートに選択された [プロジェクト] の前にあるアイコンは、黒  で表示さ
れます。

4. [プロジェクト] をもう一度右クリックし、[モデルへの書き込み (レポート用)]
を選択します。 

レポートのプロパティがモデルに反映されます。

モデル内の製品レベルのオブジェクトの配置プロパティは次のとおりです。

• LBS_PROJECT
• LBS_BUILDING
• LBS_SECTION
• LBS_SITE
• LBS_FLOOR
• LBS_FLOOR_ELEVATION
• LBS_HIERARCHY_LEVEL_NUMBER
• LBS_HIERARCHY

5. レポートに使用するプロジェクトを変更するには、別の [プロジェクト] を選
択し、右クリックして [レポートに使用] を選択します。

6. [プロジェクト] をもう一度右クリックし、[モデルへの書き込み (レポート用)]
を選択します。 

レポートのプロパティがモデルに反映されます。

 [オーガナイザー] をモデルと同期したときも、レポート プロパティが必ず
モデルに書き込まれます。

注 レポート テンプレートで配置プロパティを使用するときは、

LOCATION_BREAKDOWN_STRUCTURE.LBS_FLOOR のように、プロパティ名に 
LOCATION_BREAKDOWN_STRUCTURE を追加する必要があります。

参照項目

オーガナイザーのカテゴリー (35 ページ)

オーガナイザーをモデルと同期する (61 ページ)
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1.9 オーガナイザーからのカテゴリーのエクスポート
オーガナイザーから xml 形式のファイルにカテゴリーをエクスポートして他のモ

デルで使用できます。選択したカテゴリーをエクスポートすることも、すべての配
置カテゴリー、カスタム カテゴリー、およびプロパティ カテゴリーを一度にエク
スポートすることもできます。一度に複数のカテゴリーをエクスポートした場合
でも、オーガナイザーで作成される .category エクスポート ファイルは 1 つだけ

です。カテゴリーをエクスポートすることで、作成したカテゴリーのバックアップ
コピーを確保できます。

オーガナイザーで企業、プロジェクト、およびシステム フォルダーを使用する方
法の詳細については、オーガナイザーのカスタマイズされたデフォルト設定 (58 ペ
ージ) を参照してください。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. 1 つまたは複数のカテゴリーを選択します。

3.  をクリックし、[オーガナイザーのカテゴリーのエクスポート] を選択しま
す。

4. エクスポート設定を定義します。

a. [すべてのカテゴリー] または [選択したカテゴリー] を選択します。 

• 配置カテゴリーのエクスポート: プロジェクトで床などのサブカテゴ
リーだけを選択した場合でも、プロジェクト全体がエクスポートされ
ます。

• ルールを使用して作成されたカテゴリーのエクスポート: カテゴリー
ツリー全体がエクスポートされます。サブカテゴリーを選択すると、
カテゴリー ツリーのメイン カテゴリーとその他のサブカテゴリーも
エクスポートされます。

• プロパティ カテゴリーのエクスポート: カテゴリー ツリー全体がエ
クスポートされます。サブカテゴリーを選択すると、カテゴリー ツリ
ーのメイン カテゴリーとその他のサブカテゴリーもエクスポートさ
れます。

• 手動で作成したカテゴリーのエクスポート: 選択したカテゴリーだけ
がエクスポートされます。

b. エクスポートにカテゴリーのプロパティを含めるには、[カテゴリーのプ
ロパティを含める] チェック ボックスをオンにします。 

• カテゴリーのプロパティのルールにフィルターが含まれているとき
に、カテゴリーを別のモデルで使用する場合、フィルターをそのモデ
ルで使用できる必要があります。そうでない場合、カテゴリーは正し
い内容にはなりません。

• [カテゴリーのプロパティを含める] を選択していない場合は、カテゴ
リー名だけがエクスポートされます。プロパティ テンプレートがエ
クスポートのデフォルトのテンプレートに設定されます。
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c. エクスポートにオブジェクト GUID を含めるには、[オブジェクトを含め
る] チェック ボックスをオンにします。 

エクスポートされたカテゴリーを他のモデルで使用する場合は、カテゴリ
ーが空になります。

d. エクスポートにモデルの 新の変更が確実に含まれるようにするには、
[エクスポートの前にカテゴリーを同期] チェック ボックスをオンにしま
す。

5. [ブラウズ] をクリックして、エクスポート先フォルダーを選択します。 

デフォルトでは、カテゴリーは現在のモデル フォルダーの
\ProjectOrganizer フォルダーにエクスポートされます。

6. [エクスポート] をクリックします。 

エクスポートするカテゴリーにカテゴリーのプロパティのルールで使用され
ている他のカテゴリーが含まれているときに、それらのカテゴリーをエクスポ
ートの対象として選択していない場合、[カテゴリー構造参照のエクスポート]
ダイアログ ボックスが表示されます。

a. [有効な参照のエクスポート] では、カテゴリーで定義されているルールも
含めてカテゴリーがエクスポートされます。 

エクスポートの対象としてルールで定義されたカテゴリーを選択してい
ない場合、このオプションは淡色表示されます。[キャンセル] をクリック
し、エクスポートするカテゴリーとルールで使用されているカテゴリーを
選択します。これを行うと、[カテゴリー構造参照のエクスポート] ダイア
ログ ボックスは表示されなくなります。インポートでは、エクスポート
されたすべてのカテゴリーがインポートされるようになります。

b. [カテゴリー構造のエクスポート] ダイアログ ボックスで [オブジェクト
を含める] チェック ボックスをオンにしている場合、[参照以外をエクス
ポート] ではカテゴリーのオブジェクトの GUID がエクスポートされま
す。 

[オブジェクトを含める] を選択していない場合は、カテゴリー名だけがエ
クスポートされます。インポートでは、このカテゴリーは手動で作成され
たカテゴリーとして処理されます。

7. [OK] をクリックします。

参照項目

オーガナイザーへのカテゴリーのインポート (66 ページ)

オーガナイザーのカテゴリー (35 ページ)

1.10 オーガナイザーへのカテゴリーのインポート
オーガナイザーからエクスポートされたカテゴリーを、現在のモデルまたは他の
Tekla Structures モデルにインポートできます。カテゴリーのインポート ファイル
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は xml 形式であり、拡張子は .category です。インポートできる .category フ
ァイルは一度に 1 つに限られます。ファイルには多数のカテゴリーを含めること
ができます。

オーガナイザーで企業、プロジェクト、およびシステム フォルダーを使用する方
法の詳細については、オーガナイザーのカスタマイズされたデフォルト設定 (58 ペ
ージ) を参照してください。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2.  をクリックし、[オーガナイザーのカテゴリーのインポート] を選択しま
す。

3. [ブラウズ] をクリックします。

4. インポートする .category ファイルを選択します。

5. [開く]をクリックします。

6. [インポート] をクリックします。 

インポートするカテゴリーの名前が既存のカテゴリーと同じである場合、次の
オプションがあります。

• カテゴリーをインポートし、既存のカテゴリーを置き換えることができま
す。

• カテゴリーをインポートしないことを選択できます。

• カテゴリーをインポートしながら、既存のカテゴリーを保持できます。既
存のカテゴリーと同じ名前のカテゴリーをインポートした場合は、カテゴ
リー名に連番が追加されます。

配置カテゴリーは配置カテゴリーの末尾、プロパティカテゴリーはプロパティカテ
ゴリーの末尾、カスタムカテゴリーはカスタムカテゴリーの末尾に追加されます。

注 インポートされたカテゴリーにオブジェクトが含まれていない場合、カテゴリ
ーのプロパティのルールでモデルに存在しないフィルターが使用されていな
いかどうかを確認します。 フィルターをモデルに追加すると、カテゴリーの
内容が更新されます。 別の理由として、ルールに一致するオブジェクトがモ
デル内に存在しないことが考えられます。

カテゴリーに手動で追加された内容しかなく、オブジェクトがエクスポートに
含まれていなかった場合、カテゴリーは空白の可能性があります。 別のモデ
ルからカテゴリーをインポートした場合、手動で追加された内容はインポート
されません。

参照項目

以前のバージョンの Tekla Structures で作成されたカテゴリー (68 ページ)

オーガナイザーからのカテゴリーのエクスポート (65 ページ)

オーガナイザーのカテゴリー (35 ページ)
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以前のバージョンの Tekla Structures で作成されたカテゴリー
以前のバージョンの Tekla Structures の同じモデルでモデルオーガナイザーツール
を使用していた場合、モデルオーガナイザーで作成されたカテゴリーはオーガナイ
ザーに自動的に転送されます。モデルオーガナイザーのカテゴリーは、オーガナイ
ザーのカスタムカテゴリーに表示されます。

以前のバージョンの Tekla Structures で作成されたモデルでオーガナイザーを使用
するときは、次のようになります。

• 以前のバージョンの Tekla Structures モデルでモデルオーガナイザーを開いたこ
とがない場合、カテゴリーはインポートされません。

• 以前のバージョンの Tekla Structures モデルでモデルオーガナイザーを開いて閉
じたことがある場合は、プロジェクトと現場の各論理領域カテゴリーがオーガ
ナイザーにインポートされます。

• モデルオーガナイザーの論理領域カテゴリーに 1 つ以上のオブジェクトを追加
している場合は、論理領域カテゴリーがオーガナイザーにインポートされます。

• モデルオーガナイザーのオブジェクトタイプカテゴリーに 1 つ以上のオブジェ
クトを追加している場合は、すべてのカテゴリーがオーガナイザーにインポー
トされます。

モデルオーガナイザーのプロパティセットは、カテゴリーの後にオーガナイザーに
インポートされ、プロパティテンプレートに変換されて、名前が付けられます。 複
数のカテゴリーの名前が同じである場合、プロパティテンプレート名に連番が追加
されます。

参照項目

オーガナイザーへのカテゴリーのインポート (66 ページ)

オーガナイザーのカテゴリー (35 ページ)

1.11 IFC カテゴリーのオーガナイザーへのインポート
オーガナイザーでは、IFC モデルの Location Breakdown Structure (LBS)を配置カテゴ
リーにインポートできます。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. [プロジェクト] を選択し、右クリックして [新規 IFC プロジェクト] を選択し
ます。

3. IFC モデルを選択します。

4. [インポート]をクリックします。 

IFC カテゴリーは、配置カテゴリーの下部にインポートされます。 インポート
された IFC モデルのオブジェクトは、自動的に IFC カテゴリーに含められま
す。

オーガナイザー 68 IFC カテゴリーのオーガナイザーへのインポート



5. IFC モデルが変更された場合、モデルの 新バージョンをカテゴリーに反映で
きます。 カテゴリー ツリーで 上位の IFC カテゴリー レベルを選択し、右ク
リックして [更新] を選択します。

ヒン
ト

既存の IFC カテゴリーと同じ名前の IFC カテゴリーをインポートした場合、カテ
ゴリー名に連番が追加されます。カテゴリーの名前を変更できます。

参照項目

オーガナイザーのカテゴリー (35 ページ)

1.12 マルチユーザーモードのオーガナイザー
オーガナイザーをマルチユーザー モードで使用している場合、変更を保存できる
ユーザーは一度に 1 人に限られます。オーガナイザーを 初に開いたユーザーが
メイン ユーザーになり、変更を保存できる唯一のユーザーとなります。メイン ユ
ーザーがオーガナイザーを閉じてモデルを保存したときに、別のユーザーが変更を
保存できるようにするには、変更を保存する必要があるユーザーがオーガナイザー
を閉じて開き直す必要があります。

既にオーガナイザーにメイン ユーザーがいる場合に別のユーザーがオーガナイザ
ーを開くと、データベースがロックされており変更を永続的に保存できないことを
示すメッセージが、開いたユーザーに表示されます。変更を保存できるユーザーは
一度に 1 人だけですが、カテゴリーとプロパティ テンプレートの選択、作成、お
よび変更は他のユーザーも行うことができます。他のユーザーは変更したカテゴ
リーとプロパティ テンプレートをエクスポートし、保存のためにオーガナイザー
にインポートすることもできます。

注 オーガナイザーのデータは、Tekla Model Sharing では共有されません。

参照項目

オーガナイザー (7 ページ)

1.13 例: モデルを配置カテゴリーとカスタムカテゴリーに整理
し、数量を表示する
この例では、オーガナイザーを設定し、コンクリートと鉄筋の見積もりを作成する
基本的なワークフローを順を追って説明します。

オーガナイザーを使用して、モデル内の配置に基づいてモデルを建物、通り、およ
び床に整理します。カテゴリーのツリー構造とカスタムカテゴリーを作成します。
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そして配置カテゴリーとカスタムカテゴリーを作成すると、オブジェクトブラウザ
ーで迅速かつ簡単に数量を表示させ、レポートを作成できます。

この例では、デフォルト環境でモデル テンプレートとして使用できる現場打ちサ

ンプル モデルを使用して設定を行います。 既存の設定を削除することも、新しい

プロジェクトを作成してプロジェクトの設定を開始することもできます。

例: モデルを建物、通り、階に整理する

ここでは、モデルを配置カテゴリー (38 ページ)に整理します。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. [プロジェクト] で [建物] カテゴリーを選択し、右クリックして [各配置の境界
ボックスの定義] を選択します。

3. 座標を選択または入力して、建物の境界ボックスを調整します。 
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4. [通り]タブに移動し、次の図に示す値を使用して建物に 2 つの通りを追加しま
す。 

オーガナイザー 71 例: モデルを配置カテゴリーとカスタムカテゴリー
に整理し、数量を表示する



通り名の前にある青のボックスをクリックすると、モデルに通りを表示できま
す。以下の図は、[枠]セクションを示しています。

5. [階]タブに移動し、基準線に基づいて[枠]セクションの階システムを作成しま
す。 
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6. [変更]をクリックし、[閉じる]をクリックします。 

配置に基づいてモデルが通りと階に整理されました。

7. [枠] セクションの地階には、3 つの傾斜路オブジェクトが配置されています。
これらのオブジェクトを [傾斜路] セクションに手動で移動する必要がありま
す。

a. [地階] カテゴリーを選択し、右クリックして [モデル内から選択] を選択
してモデル内のオブジェクトを表示します。 

b. モデル内の 3 つの傾斜路オブジェクトを選択します。

c. [傾斜路]カテゴリーを右クリックし、[選択されたオブジェクトを移動す
る]を選択します。
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例: オーガナイザーで、オブジェクト名に基づいてカスタムカテゴ
リーと自動サブカテゴリーを作成する

ここでは、製品用のカスタムカテゴリーを作成し (48 ページ)、製品名に基づいて
カテゴリーをサブカテゴリーに分割します。

1.  をクリックして、新しいカスタムカテゴリーを作成します。

2. [カスタムカテゴリー]を右クリックし、[プロパティ]を選択します。カテゴリ
ー名を「オブジェクト」に変更します。

3. [自動オブジェクトの内容]で、Material - Concreteおよび Material -
Steelの材質フィルターをルールに追加します。Tekla Structures モデルを選

択して、カテゴリーの内容に Tekla Structures オブジェクトを含めることもでき
ます。 

4. [変更]をクリックして、オブジェクトをカテゴリーに追加します。

5. 次に、オブジェクトブラウザーのオブジェクトをグループ化します。  をク
リックし、[グループ]を選択して[名前]列に基づいてグループ化を作成します。
オブジェクトブラウザーに表示されるグループは、自動サブカテゴリーのプレ
ビューです。 
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6. オブジェクト名に基づいてカテゴリーの自動サブカテゴリーを作成します。
新しいカテゴリーを右クリックして[プロパティ]を選択し、[自動サブカテゴリ
ー]で、[オブジェクトブラウザーのグループ化中]をクリックします。これによ
り、カテゴリープロパティへのグループ化に使用されるオブジェクトプロパテ
ィが追加されます。

7. [モデルに製品レベルの 上位を含めます]チェックボックスをオンにしま
す。 

[モデルに製品レベルの 上位を含めます]をオンにすると、製品とキャストユ
ニットだけをカテゴリーに含めることができます。このオプションを選択し
ない場合、カテゴリーには部材と製品の両方が含まれます。後で複数の異なる
カテゴリーを選択して表示するときに、オブジェクトの階層依存関係を使用す
る必要があるため、カテゴリーで製品を使用することが重要です。また、オー
ガナイザーは製品と連携するように構築されています。

8. オブジェクトブラウザーの[デフォルト]プロパティテンプレートを選択しま
す。

9. [変更]をクリックします。

[オブジェクト]カテゴリーの下にサブカテゴリーが作成されます。モデルに変更
を加えると、カテゴリーとサブカテゴリーが更新されます。たとえば、モデル内で
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見つかった名前に基づいて新しいサブカテゴリーが作成され、古いサブカテゴリー
は削除されます。

次に、鉄筋のカスタムカテゴリーを作成します。

例: オーガナイザーで、鉄筋のカスタムカテゴリーを作成する

ここでは、鉄筋のカスタムカテゴリー (48 ページ)を作成します。

1. 新しいカテゴリーを作成し、「鉄筋」という名前を付けます。カテゴリープロ
パティのルールで Object type - Reinforcementフィルターを使用す

ることを選択します。 
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鉄筋のフィルターがない場合、[オブジェクトグループ]をクリックし、下の図
のようにフィルターを作成します。

2. オブジェクトブラウザーのプロパティテンプレートを選択します。この例で
は、[鉄筋]テンプレートを選択します。このカテゴリーでは、[モデルに製品レ
ベルの 上位を含めます]チェックボックスをオンにしないでください。[製
品のみ含める]をオンにすると、鉄筋が含まれたすべての製品が取得されます。
鉄筋の 上位の製品レベルは、キャストユニットです。公称径に基づいてサブ
カテゴリーを作成します。

3. [変更]をクリックして、カテゴリーを作成します。

必要なカテゴリーが作成されたので、レポートの作成を開始できます。

次に、特定の配置に含まれる特定のオブジェクトのコンクリートと鉄筋の数量見積
もりを作成します。

注 デフォルトのカテゴリーセットで開くように[カテゴリー]をカスタマイズす
ると、使用頻度の高いカテゴリーをプロジェクトごとに作成しなくて済むよう
になります。xml形式で.categoryファイルとして、必要なカテゴリーをエ

クスポートします (65 ページ)。\ProjectOrganizerDataの下の企業フォ

ルダにファイルを保存します。

例: オーガナイザーを使用してコンクリートの数量見積もりを作成
する

ここでは、1 階部分の柱の数量 (8 ページ)と型枠面積を取得します。材質(型枠の合
板とコンクリート)を注文したり、作業の計画を立てたりするために、正確な数量
が必要となります。

1. カテゴリーツリーで[階 1]カテゴリーと[柱]カテゴリーを選択します。

2. 数量見積もりのプロパティテンプレートを選択します。オブジェクトブラウ
ザーに 1 階部分の柱の数量が表示されます。 
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この例では 19 本の柱があり、総体積は 8.7 m3 です。エクスポートしてレポー
トを作成することも、個々のオブジェクトを確認することもできます。また、
総体積を使用し、コンクリート供給業者に連絡して現場に必要なコンクリート
を注文することもできます。

3. 型枠のプロパティテンプレートを選択します。別のプロパティテンプレート
を使用すると、選択内容に関する別の情報を取得できます。 
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柱の型枠総面積を取得しました。型枠面積は式 (30 ページ)を使用して計算さ
れます。各柱の個々の型枠面積も確認できます。

4. 不一致がないかどうかを確認するために、柱を選択し、モデル内に配置して視
覚的にチェックできます。

a. オブジェクトブラウザーで柱を選択します。

b. 選択された行を右クリックし、[モデル内から選択]を選択します。

c. 選択した柱のみを表示するには、Ctrl+5 を押します。その他のオブジェ
クトは、ほぼ完全に透明に表示されます。

d. オブジェクト表面を再度表示するには、Ctrl+4 を押します。
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次に、1 階部分の柱の鉄筋の数量見積もりを作成します。

例: オーガナイザーを使用して鉄筋の数量見積もりを作成する

ここでは、1 階部分の柱の鉄筋の数量を取得 (8 ページ)します。

1. [階 1]カテゴリー、[鉄筋]カテゴリー、および[柱]サブカテゴリーを選択しま
す。

2. 次の図に示すように、  をクリックして、カテゴリーを、統合と交点として
選択パネルに表示します。この例では、カテゴリーの交点が必要です。 
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オブジェクトブラウザーには、選択したすべてのカテゴリーのプロパティテン
プレートの組み合わせを使用して、[階 1]の柱に属する鉄筋が表示されます。
別のプロパティテンプレートを選択して他のプロパティを表示し、プロパティ
のグループ化と並び替えを変更することができます。

統合と交点の別の組み合わせが必要な場合は、カテゴリーの選択を変更できま
す。たとえば、カテゴリーの統合を取得するために、複数の階カテゴリーを作
成できます。
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3. [エクスポート]  をクリックして、選択内容の Excel ファイルを作成 (65 ペ
ージ)します。

同じレポートを必要とすることが多い場合は、選択内容を新しいカテゴリーとして
保存し、目的のテンプレートをデフォルトのプロパティテンプレートとして設定で
きます。ルールでカテゴリーを使用して、新しいカテゴリーの内容を定義できま
す。これは、モデルの作成中に、モデルの変更をカテゴリーに自動的に含める場合
に特に役立ちます。

1.14 例: オーガナイザーを使用してモデリングおよび計画を追跡
する
オーガナイザーを使用して、特定のプロパティが設定されたオブジェクトをハイラ
イトできます。この機能は、詳細設計者や建設業者など、モデリング時や計画時に
異常をチェックする必要があるユーザーにとって役立ちます。

例: オーガナイザーを使用した鉄筋の長さの追跡
この例では、ストックの鉄筋の 大長が 12 m です。したがって、モデル内のすべ
ての鉄筋が 12 m 以下であることが必要です。オーガナイザーを使用して、長さが
12 m を超える鉄筋を追跡できます。

1. 新しいカテゴリーを作成し、[カテゴリーのプロパティ]で「Rebar length over
12 m (長さが 12 m を超える鉄筋)」という名前を付けます。[オブジェクトグル
ープ]をクリックしてカテゴリーのフィルターを作成し、以下の図のように設
定します。値はミリメートル単位で示されています。 
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2. [名前を付けて保存]を使用して、一意の名前でフィルターを保存します。

3. [カテゴリーのプロパティ]で、作成したフィルターをルールボックスと、必要
に応じてオブジェクトブラウザーに追加します。[モデルに製品レベルの 上
位を含めます]チェックボックスをオンにすると、12 m を超える鉄筋が含まれ
た製品とキャストユニットを取得できます。

4. [変更]をクリックします。 これで、12 m を超える鉄筋がカテゴリーに含まれ
ました。この例では、12 m を超える鉄筋が 208 本あります。

5. カテゴリーを選択し、オブジェクトブラウザーで内容を表示します。 たとえ
ば、長さまたは配置に基づいてカテゴリー内の鉄筋をグループ化できます。カ
テゴリーからモデル内の鉄筋を選択することも、オブジェクトブラウザーのリ
ストで鉄筋を選択し、右クリックしてモデル内の鉄筋を選択することもできま
す。
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6. 階の製作に進む前に、 終チェックを行うことができます。[階 2]カテゴリー
と[Rebar length over 12 m (長さが 12 ｍを超える鉄筋)]カテゴリーを選択する
と、その階に長すぎる鉄筋がないかどうかを確認できます。この例では、この
ような鉄筋が 9 本あります。 
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考えられる他の使用例

鉄筋が含まれた参照モデルをチェックすることもできます。この例では、Tekla
Structures で IFC モデルが作成されています。

1. まず、次の図のようにフィルターを作成します。  をクリックしてフィル
タータイプをオーガナイザーに設定します。

2. 次に、このフィルターを使用して新しいカテゴリーを作成します。

3. カテゴリーに参照オブジェクトを含めることができるように、参照モデルが再
分割されていることを確認します。
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ヒ
ン
ト

他のソフトウェアで作成された参照モデルがある場合、フィルター用の文字列を簡
単に見つけるには、[情報]コマンドを使用します。オブジェクトを選択し、右クリッ
クします。[情報]ダイアログボックスで目的の文字列値を見つけます。値をコピー
し、フィルターダイアログボックスにプロパティとして貼り付け、プロパティ名の
前に EXTERNAL.を追加します。

例: オーガナイザーを使用した参照モデルからの重すぎるプレキャ
スト要素の追跡
選択フィルターを作成して、オーガナイザーのプレキャスト要素の重量を追跡でき
ます。

1. 新しいカテゴリーを作成します。

2. プレキャスト要素の重量を追跡するフィルターを作成します。

a. 10 トンを超える重量を追跡するフィルターを作成します。 

b. 1 トン未満の重量を追跡するフィルターを作成します。 

c. 特定の制限内の重量を追跡するフィルターを作成します。 
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3. カテゴリーとフィルターを作成したら、カテゴリープロパティのルールに適切
なフィルターを追加し、カテゴリーを保存します。

注 これと同様のプロセスを Tekla Structures オブジェクトに使用して、たとえば、1 つの
フィルターを使用して鉄骨製品とキャストユニットの重要の両方を追跡することもで
きます。そのようなフィルターの例を示します。

このフィルターでは、13 トン未満の鉄骨製品とコンクリートキャストユニットがすべ
て選択されます。メイン製品の重量を取得するには、階層レベル属性が必要です。

例: オーガナイザーを使用したさまざまな重量を追跡するための重
量グループカテゴリーの作成
オーガナイザーでさまざまな重量を追跡する選択フィルターを作成できます。

1. 重量のカテゴリーを作成するための適切なフィルターを作成します。たとえ
ば、次の図では、「Weight 5 - 10t (重量 5～10t)」というフィルターを

作成しています。  をクリックしてフィルタータイプをオーガナイザーに
設定します。 
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2. 重量の間隔のカテゴリーを作成し、位置を追跡できるようになりました。他の
カテゴリーと同様のカテゴリーを使用できます(たとえば、1 階の重量を追跡で
きます)。体積、長さ、面積など、他のプロパティでも同じロジックを使用で
きます。追跡対象に応じて、フィルタールールを調整します。 

例: オーガナイザーを使用したコンクリートの大きい体積の追跡
モデル内の体積が誤って特定の上限を超えている場合があります。このような上
限として、1 日の現場打ちコンクリート部材の割合や搬入率などがあります。オー
ガナイザーを使用して上限を追跡できます。

1. 新しいカテゴリーを作成し、カテゴリー名を「Pour volume over 140m3 (体積
が 140m3 を超える現場打ちコンクリート部材)」に変更します。

2. [カテゴリーのプロパティ]で、[オブジェクトグループ]をクリックし、1 日の搬
入の 大値を超える体積を選択するフィルターを作成して、以下の図のように

設定します。この例では、1 日の搬入の上限は 140 m3 です。単位は mm3 です。
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3. カテゴリーのルーで作成したフィルターを追加し、[モデルに製品レベルの
上位を含めます]チェックボックスをオンにします。カテゴリーのプロパティ
を保存します。 

以下の図に示すように、現場打ちコンクリート部材オブジェクトでこれを行う
場合、現場打ちコンクリート部材フィルターを使用し、[モデルに製品レベル
の 上位を含めます]チェックボックスはオンにしないでください。

この結果に基づいて計画を開始できるようになりました。たとえば、大型のクレー
ンが必要な場合もあれば、要素を小さくすることが必要な場合もあります。場合に
よっては、4 つの現場打ちコンクリート部材を小さな現場打ちコンクリート部材に
分割しておく必要があります。また、現場に搬入するコンクリートを増やすことが
必要になる場合もあります。
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1.15 例: オーガナイザーでオブジェクト グループに基づいた面積
をレポートする
この例では、プロパティのカテゴリーを使用して、選択したオブジェクト グルー
プにさまざまな面積計算のレポートを作成します。

初に、異なる領域の計算を必要とするオブジェクトのグループを定義するための
プロパティ カテゴリーを作成します。次に面積計算の式を作成し、 後にそれら
の計算式を対応するカテゴリーに追加して、計算結果をモデル オブジェクトに書
き込みます。この結果、レポートで、異なるカテゴリーのオブジェクトに異なる面
積値が得られます。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. プロパティ カテゴリー (44 ページ)を作成します。 

すべてのモデル オブジェクトをプロパティ カテゴリーに追加して、必要な異
なる面積計算のサブカテゴリーを作成します。必要に応じて、オブジェクト

 または製品  タイプのカテゴリーを使用できます。製品を使用するに
は、カテゴリー プロパティで [モデルに製品レベルの 上位を含めます] オプ
ションを選択します。

オーガナイザー 90 例: オーガナイザーでオブジェクト グループに基づ
いた面積をレポートする



3. 計算された面積をレポートするプロパティを作成 (29 ページ)します。 

[オーガナイザー] で [設定] ダイアログ ボックスを開きます。

次の設定を使用してプロパティを作成します。

• 名前: Area_calculated
• プロパティ: Area_calculated
• 単位タイプ: 面積

• データ タイプ: 単位付き数値

• プロパティ タイプ: ユーザー定義情報
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4. 使用するプロパティ テンプレートにプロパティを追加して、[オブジェクトブ
ラウザー] でプロパティが列としても表示されるようにし、[変更] をクリック
します。 

5. カテゴリーに個別の式を作成 (30 ページ)します。 
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6. プロパティと作成した式を [面積定義] カテゴリーに追加して、ユーザー定義
情報の値をモデル オブジェクトに書き込みます。

a. [Area_calculated] プロパティを、ルートレベルの [面積定義] カテゴ

リーのカテゴリー プロパティに追加します。 

[オブジェクトプロパティ] のプロパティを検索して、プロパティを選択
し、[変更] をクリックします。
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b. それぞれの 下位サブカテゴリーのカテゴリー プロパティで、プロパテ
ィに値を追加します。 

• タイプ: 式

• 値: 前に作成した式を選択します。
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7. [オーガナイザー] を同期し、新しいユーザー属性値を計算してモデル オブジ
ェクトに書き込みます。 
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8. [オブジェクトブラウザー] でレポートを参照してください。 
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[オブジェクトブラウザー] の [Area_calculated] 列には、オブジェクトの面積
が、オブジェクトが属するカテゴリーに基づいて示されます。

1.16 例: オーガナイザーで、オブジェクト タイプおよびプロジェ
クト ステータスに基づいて面積を計算し、レポートする
この例では、プロジェクト ステータスに基づいてプロパティ カテゴリーを作成し
ます。プロジェクト進行中に、オブジェクトをカテゴリー間で移動させて、オブジ
ェクトの現在の状態を反映するようにします。選択したオブジェクト グループの
面積計算をレポートする、プロパティ カテゴリーを作成します。

プロジェクト ステータスと面積計算のプロパティ カテゴリーがオブジェクトに追
加する、プロパティを結合します。レポートは、デリバリー チェーンの早いフェ
ーズにあるオブジェクトの面積については値を示さず、デリバリー チェーンの後
のフェーズにある残りのオブジェクトのオブジェクト タイプ固有の面積を示しま
す。

面積値をレポートするには、特殊な面積のレポートの 2 つの条件を設定します。

オーガナイザー 98 例: オーガナイザーで、オブジェクト タイプおよびプ
ロジェクト ステータスに基づいて面積を計算し、レ
ポートする



• プロジェクト ステータスが [製作を承認された] である場合はオブジェクトの

面積を表示しないが、プロジェクト ステータスがそれ以外であれば面積を表示
する。

• オブジェクトの事前定義されたカテゴリー設定に基づいて、面積を計算する。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. プロジェクト ステータスのルールを設定します。 

初に、オブジェクトのプロジェクト ステータスを定義する、プロパティ カ
テゴリーを作成します。次に、これらのカテゴリーに追加する、特定のレポー
ト フィールドに値を入力するかどうかを定義するプロパティを、作成します。

a. プロジェクト ステータスのプロパティ カテゴリーを作成 (44 ページ)し
ます。 

オーガナイザー 99 例: オーガナイザーで、オブジェクト タイプおよびプ
ロジェクト ステータスに基づいて面積を計算し、レ
ポートする



すべてのモデル オブジェクト、またはオブジェクトの小さいセットを、
ルートレベルのカテゴリーに追加して、プロジェクト ステータスに基づ
いてサブカテゴリーを作成します。

必要に応じて、オブジェクト  または製品  タイプのカテゴリーを
使用できます。製品を使用するには、カテゴリー プロパティで [モデルに
製品レベルの 上位を含めます] オプションを選択します。

b. 計算用のプロパティを作成 (29 ページ)します。 

[オーガナイザー] で [設定] ダイアログ ボックスを開きます。

次の設定を使用してプロパティを作成します。

• 名前: Quantity_output
• プロパティ: Quantity_output
• 単位タイプ: 単位なし

• データ タイプ: 単位なし数値

• プロパティ タイプ: ユーザー定義情報

オーガナイザー 100 例: オーガナイザーで、オブジェクト タイプおよびプ
ロジェクト ステータスに基づいて面積を計算し、レ
ポートする



c. 作成したプロパティを [プロジェクト ステータス] カテゴリーに追加し
て、値をモデル オブジェクトに書き込みます。これらの値は、さらなる
計算で使用できます。 

• [Quantity_output] プロパティを、ルートレベルの [プロジェクト

ステータス] カテゴリーのカテゴリー プロパティに追加します。

[オブジェクトプロパティ] のプロパティを検索して、プロパティを選
択し、[変更] をクリックします。

オーガナイザー 101 例: オーガナイザーで、オブジェクト タイプおよびプ
ロジェクト ステータスに基づいて面積を計算し、レ
ポートする



• それぞれの 下位サブカテゴリーのカテゴリー プロパティの、プロパ
ティ値を追加します。

オーガナイザー 102 例: オーガナイザーで、オブジェクト タイプおよびプ
ロジェクト ステータスに基づいて面積を計算し、レ
ポートする



[値] ボックスで、出力の必要がないものに 0 の値を、出力の必要があ

るものに 1 の値を追加します。それぞれの 下位サブカテゴリーの

値を設定する必要があります。

3. 面積計算のルールを設定します。 

初に、異なる領域の計算を必要とするオブジェクトのグループを定義するた
めのプロパティ カテゴリーを作成します。次に面積計算の式を作成し、 後

オーガナイザー 103 例: オーガナイザーで、オブジェクト タイプおよびプ
ロジェクト ステータスに基づいて面積を計算し、レ
ポートする



にそれらの計算式を対応するカテゴリーに追加して、計算結果をモデル オブ
ジェクトに書き込みます。

a. 面積計算のプロパティ カテゴリーを作成します。 

カテゴリーに、[プロジェクト ステータス] カテゴリーに追加したのと同
じモデル オブジェクトを追加します。面積計算タイプに基づいてサブカ
テゴリーを作成します。[プロジェクト ステータス] カテゴリーになら

い、同じタイプのカテゴリー、オブジェクト  または製品  を使用
します。

b. 計算された面積をレポートするプロパティを作成します。 

[オーガナイザー] で [設定] ダイアログ ボックスを開きます。

次の設定を使用してプロパティを作成します。

• 名前: Area_calculated
• プロパティ: Area_calculated
• 単位タイプ: 面積

• データ タイプ: 単位付き数値

• プロパティ タイプ: ユーザー定義情報

オーガナイザー 104 例: オーガナイザーで、オブジェクト タイプおよびプ
ロジェクト ステータスに基づいて面積を計算し、レ
ポートする



使用するプロパティ テンプレートにプロパティを追加して、[オブジェク
トブラウザー] でプロパティが列としても表示されるようにし、[変更] を
クリックします。

c. すべての異なる面積計算に個別の式を作成 (30 ページ)します。 

オーガナイザー 105 例: オーガナイザーで、オブジェクト タイプおよびプ
ロジェクト ステータスに基づいて面積を計算し、レ
ポートする



すべてのオブジェクト タイプに特殊な計算を必要とするわけでない場
合、オブジェクトのデフォルトの面積プロパティを使用して、簡単な式を
作成する必要があります。

オーガナイザー 106 例: オーガナイザーで、オブジェクト タイプおよびプ
ロジェクト ステータスに基づいて面積を計算し、レ
ポートする



d. Area_calculated プロパティと式を、[面積定義] カテゴリーに追加し

て、値をモデル オブジェクトに書き込みます。 

• ルートレベルの [面積定義] カテゴリーのカテゴリー プロパティの、プ
ロパティを追加します。

[オブジェクトプロパティ] のプロパティを検索して、プロパティを選
択し、[変更] をクリックします。

オーガナイザー 107 例: オーガナイザーで、オブジェクト タイプおよびプ
ロジェクト ステータスに基づいて面積を計算し、レ
ポートする



• それぞれの 下位サブカテゴリーのカテゴリー プロパティで、プロパ
ティに値を追加します。

• タイプ: 式

• 値: 前に作成した式を選択します。

オーガナイザー 108 例: オーガナイザーで、オブジェクト タイプおよびプ
ロジェクト ステータスに基づいて面積を計算し、レ
ポートする



4. 面積計算を [プロジェクト ステータス] カテゴリーに追加します。 

[面積定義] カテゴリーからオブジェクトに書き込まれた Area_calculated
プロパティと、[プロジェクト ステータス] カテゴリーからオブジェクトに書
き込まれた Quantity_output プロパティを使用する式を作成します。

使用するプロパティ テンプレートに新しい式を追加して、[オブジェクトブラ
ウザー] で式が列として表示されるようにし、[変更] をクリックします。

オーガナイザー 109 例: オーガナイザーで、オブジェクト タイプおよびプ
ロジェクト ステータスに基づいて面積を計算し、レ
ポートする



式は、[オブジェクトブラウザー] の Area_for_project_status 列に表示されるプ
ロパティ値を計算します。式の Quantity_output が 1 の場合、[オブジェク

トブラウザー] にプロパティ値が表示されます。Quantity_output が 0 の
場合、[オーガナイザー] はオブジェクト プロパティに値を追加しません。
Quantity_output の値が 0 の場合、Area_for_project_status の式は 
Area_calculated/0 と同じになります。

5. [オーガナイザー] を同期し、新しいユーザー属性値を計算してモデル オブジ
ェクトに書き込みます。 

オーガナイザー 110 例: オーガナイザーで、オブジェクト タイプおよびプ
ロジェクト ステータスに基づいて面積を計算し、レ
ポートする



[オーガナイザー]を同期するか、プロパティ カテゴリーのツリーだけを同期す
ることができます。

6. [オブジェクトブラウザー] でレポートを参照してください。 

オーガナイザー 111 例: オーガナイザーで、オブジェクト タイプおよびプ
ロジェクト ステータスに基づいて面積を計算し、レ
ポートする



次の図では、[オブジェクトブラウザー] で選択された 5 つのオブジェクトに、
[構造領域] カテゴリーでの定義に基づいて計算された面積値が表示されてい
ます。

[製作を承認された] カテゴリーでは、オブジェクトが
[Area_for_project_status] 列に面積値を持たないため、合計は 0 です。

注 カテゴリーをグループとして表示するには、[オブジェクトブラウザー] メ
ニューの [別のカテゴリー] オプションを選択します。

オーガナイザー 112 例: オーガナイザーで、オブジェクト タイプおよびプ
ロジェクト ステータスに基づいて面積を計算し、レ
ポートする



[オーガナイザー] によって追加されたユーザー定義情報も、[オブジェクト情
報] ダイアログ ボックスに表示されます。

1.17 例: オーガナイザーで分類コードをオブジェクトに追加して
IFC にエクスポートする
オーガナイザーでプロパティ カテゴリーを通じて、分類コードをオブジェクトの
ユーザー定義情報に追加し、そのコードとオブジェクトを IFC ファイルにエクスポ
ートできます。

オーガナイザー 113 例: オーガナイザーで分類コードをオブジェクトに
追加して IFC にエクスポートする



1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. 必要な分類カテゴリーをプロパティカテゴリー (44 ページ)として作成しま
す。 

プロパティカテゴリーは、カテゴリーツリーに丸いアイコンで表示されます。

3. 分類に使用するカスタム プロパティを作成します。

a. オーガナイザーの右上隅の  をクリックして [設定] を開き、[ カスタム
--> プロパティ ] をクリックします。 

b. 下の図のように、カスタム プロパティを定義します。プロパティ タイプ
を [UDA] に設定します。

オーガナイザー 114 例: オーガナイザーで分類コードをオブジェクトに
追加して IFC にエクスポートする



必要に応じて、プロパティを objects.inp ファイルに追加して、そのプロ

パティをユーザー定義情報ダイアログ ボックスに表示させることができま
す。

4. カスタム プロパティをプロパティ テンプレートに追加します。 

適切なプロパティテンプレートがない場合は、新しいテンプレートを作成しま
す (26 ページ)。

a. 作成したカスタムプロパティを見つけて、選択したテンプレートにドラッ
グします。 

b. [変更] をクリックしてテンプレートを保存し、設定を閉じます。

オーガナイザー 115 例: オーガナイザーで分類コードをオブジェクトに
追加して IFC にエクスポートする



5. カスタム プロパティを、前の手順で作成したプロパティ カテゴリーに追加し
ます。

a. プロパティカテゴリーをダブルクリックして、カテゴリープロパティを開
きます。

b. [オブジェクトプロパティ] で、作成したカスタム プロパティを選択しま
す。 

c. [変更] をクリックして変更を保存します。

これで、プロパティカテゴリー下のすべてのサブカテゴリーに、同じカスタム
プロパティが存在します。一番下のサブカテゴリーは、次に値を定義するオブ
ジェクトにカスタムプロパティを追加します。

6. サブカテゴリーのカスタム プロパティ値を設定することで、その値をオブジ
ェクトに追加します。 

すべてのサブカテゴリーに、異なるプロパティ値を追加できます。

a. 一番下のレベルのサブカテゴリーをダブルクリックして、カテゴリープロ
パティを開きます。

b. オブジェクトに書き込むカスタムプロパティ値を、選択したサブカテゴリ
ーに挿入します。 

オーガナイザー 116 例: オーガナイザーで分類コードをオブジェクトに
追加して IFC にエクスポートする



c. [変更] をクリックして変更を保存します。

7. プロパティ カテゴリーを同期させて、プロパティの値をモデル オブジェクト
に書き込みます。 

プロパティ カテゴリー内のサブカテゴリーのどれかを選択し、右クリックし
て [カテゴリーの同期] を選択します。

カテゴリーツリー全体が同期されます。

オブジェクトブラウザーで、またはオブジェクトを照会することで、結果を確
認できます。

8. 分類コードをプロジェクト プロパティに追加します。

a. [ファイル] メニューで、[ プロジェクトプロパティ --> ユーザー定義情報 ]
をクリックします。

オーガナイザー 117 例: オーガナイザーで分類コードをオブジェクトに
追加して IFC にエクスポートする



b. 分類コードを[分類システム]ボックスに追加します。 

カスタムプロパティを作成したときに[プロパティ]オプションに追加し
た名前を使用します。

このようにして、一度に 1 つの分類コードを追加できます。

9. 分類コードを IFC ファイルにエクスポートします。

a. [ファイル] メニューで、[ エクスポート --> IFC ] をクリックします。 

分類コードは、部材に追加された場合でも、製品と共にエクスポートされ
ます。

b. エクスポートされたモデルで結果を確認します。 

オーガナイザー 118 例: オーガナイザーで分類コードをオブジェクトに
追加して IFC にエクスポートする



1.18 例: オーガナイザーでの構造設計の状況のカスタムカテゴリ
ーの作成

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. 新しいカテゴリーを作成し、カテゴリーを右クリックして[プロパティ]を選択
します。 カテゴリーの名前として「Design Status (User Defined Attribute) (設
計の状況 (ユーザー定義情報))」と入力します。

3. UDA で各モデル部材に割り当てられた設計の状況に基づいて、[オブジェクト
ブラウザーのグループ化中]を使用して自動サブカテゴリーが作成されるよう
に、カテゴリーのルールを設定します。 

オーガナイザー 119 例: オーガナイザーでの構造設計の状況のカスタム
カテゴリーの作成



オーガナイザー 120 例: オーガナイザーでの構造設計の状況のカスタム
カテゴリーの作成



プロジェクトの構造設計の状況を管理する際にカテゴリーを使用できるようにな
りました。

参照項目

例: オーガナイザーでの建築設計の状況のカスタムカテゴリーの作成 (121 ページ)

オーガナイザー (7 ページ)

1.19 例: オーガナイザーでの建築設計の状況のカスタムカテゴリ
ーの作成
設計チームは、他のプロジェクトメンバーが、設計が完成した領域だけに注力でき
るようにモデル内の部材の設計の状況を伝えることができます。

1. 建築チームが各オブジェクト(建築チームが共有する IFC ファイルに含めるこ
とができる Architectural_Statusなどのオブジェクト)に IFC 属性を配

置していることを確認します。 ArchiCAD で IFC 属性を配置するには、たとえ
ば Statusというオブジェクトに IFC プロパティを追加します。 Revit では、

各 Revit ファミリーインスタンスの Revit コメント属性を使用します。

2. Tekla Structures で、[モデルの追加] コマンドを使用して、建築 IFC モデルを適
切な位置に配置し、モデルが再分割されることを確認します。

3. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

4. 新しいカテゴリーを作成し、カテゴリーを右クリックして [プロパティ] を選
択します。カテゴリー名として「Architectural_Status」と入力します。

オーガナイザー 121 例: オーガナイザーでの建築設計の状況のカスタム
カテゴリーの作成



5. カテゴリーとフィルターのルールボックスに Object type - Reference
Objectフィルターを追加するか、モデル内のすべての参照オブジェクトを検

索するためにローカルで設定されたフィルターを追加します。 

6. Tekla Structures で ArchiCAD/Revit IFC ファイルからコメントを読み取ること
ができるようにするための新しいプロパティを作成します。IFC ファイルで
使用されている名前を見つけるには、IFC オブジェクトを選択し、右クリック
して [情報] コマンドを選択します。[オブジェクト情報問合せ] ダイアログ ボ
ックスでプロパティ名を見つけてコピーします。

7. 新しいプロパティ テンプレートを作成します。オーガナイザーの右上隅の

 をクリックして [設定] を開き、[テンプレート] をクリックします。空白の
テンプレートの作成を選択し、新しいテンプレートの名前として
「Arch_Comments_attribute」と入力します。テンプレートを保存します。

8. [設定] で、新しいプロパティを作成します。

a. [グループ] リストから [カスタム] を選択します。

b. 次に、[カスタム] ボタンをクリックし、[プロパティ] を選択します。 

この例では、Revit_Comments プロパティを追加します。

c. [プロパティ] ボックスのプロパティ名の先頭に大文字で「EXTERNAL.」と

いう語を入力し、[オブジェクト情報問合せ] ダイアログ ボックスでコピ
ーしたプロパティを貼り付けるか、入力します。 

たとえば、正しい表記は「EXTERNAL.Identity Data.Comments」に

なります。

オーガナイザー 122 例: オーガナイザーでの建築設計の状況のカスタム
カテゴリーの作成



d. [OK] をクリックして、新しいテンプレートに新しいプロパティを追加し、
[変更] をクリックして [設定] を閉じます。

9. [Architectural_Status] カテゴリーを選択します。オブジェクトブラウザーに、
[Arch_Comments_attribute] のグループ化情報が表示されていることを確認し
ます。[Architectural_Status] カテゴリーを右クリックし、[自動サブカテゴリ
ーの作成] を選択して、プロパティ値を使用してサブカテゴリーを作成します。
[オブジェクトブラウザーのグループ化中] を使用してサブカテゴリーを作成
し、[変更] をクリックします。 

カテゴリーは次のようになります。

これで、Tekla Structures モデル内の建築 IFC オブジェクトの状況を自動的に追跡で
きるようになりました。

参照項目

オーガナイザー (7 ページ)

例: オーガナイザーでの構造設計の状況のカスタムカテゴリーの作成 (119 ページ)

1.20 例: 鋼材でのオーガナイザーの使用 - ボルトの管理
オーガナイザーを使用して、プロジェクトに必要なボルトの数量をすばやく取得で
きます。未処理の数量だけでなく、オブジェクトブラウザーを使用して、ボルトセ
ット名、直径、および長さや、ボルトを使用する場所 (工場または現場) でグルー
プ化し、小計を出すこともできます。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. オーガナイザーの右上隅の  をクリックして、[設定] を開きます。

3. [テンプレート] をクリックして、新しいテンプレートを作成します。テンプレ
ート名として「Bolt summary (ボルト集計)」と入力します。[空白のテンプレ
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ート] オプションを選択し、[作成] をクリックして新しいテンプレートを作成
します。

4. [グループ] リストから [ボルト/BOLT] を選択し、リストの使用可能なプロパテ
ィの中から次のプロパティを [コラム] にドラッグします。 

• TYPE - ボルトセット名(例: 7990、A325、F10T)。

• DIAMETER - ボルトの公称径

• LENGTH - ボルトの公称長さ

• SITE_WORKSHOP - ボルトを使用する場所。

• NUMBER - ボルトグループのボルト数

集計行に結果が表示されないように DIAMETER と LENGTH について [集計行

に表示] オプションを [-] に設定します。

CONTENTTYPE を追加して、報告されるオブジェクトのタイプを行に表示する

こともできます。これは、結果を確認し、ボルト以外のものが報告されている
状況を特定する場合に役立ちます。

5. [変更] をクリックして変更を保存し、[設定] ダイアログ ボックスを閉じます。

6. モデル内でボルトを選択します(必要に応じて他のオブジェクトも選択しま
す)。

7.  をクリックし、オブジェクトブラウザーでビューを再読み込みして 新情
報を表示し、ボルト情報が正しく報告されていることを確認します。この時点
で、[Bolt summary (ボルト集計)] テンプレートをさらに編集してメイン部材フ
ェーズなどの他の情報を追加したり、ボルト グループのボルト、ナット、お
よびワッシャーの重量を計算してレポートを作成するためのカスタム プロパ
ティを作成することもできます。 

次に、オブジェクトブラウザーを使用して、選択対象のボルトの数量を集計し
ます。

8. オブジェクトブラウザーで  をクリックし、[グループ] を選択します。

a. [タイプ] 列をグループ化の結果の行にドラッグします。 

選択対象で使用されている各種ボルトが集計されます。

b. グループ化の結果の行の [タイプ] の右側に、[直径] 列をドラッグし、次
に [長さ] 列をドラッグします。 

オブジェクトブラウザーに、タイプ、直径、長さの順に分類されたボルト
の数が表示されます。

[SITE_WORKSHOP] 列をグループ化の結果の行の末尾にドラッグすると、ボ
ルトを場所でさらに分類できます。また、グループ化の結果の行の先頭にドラ
ッグすると、ボルトをまず場所で分類してから、タイプ、直径、長さで分類で
きます。他のプロパティを使用してボルトをグループ化し、集計することもで
きます。
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9. テンプレートとグループ化をニーズに合わせてカスタマイズし、[変更] をクリ
ックしてテンプレートを保存します。これで、テンプレートのグループ化を使
用してモデル内のすべてのボルトを分類できます。

10. 次に、新しいカスタム カテゴリーを作成し、カテゴリーを右クリックして [プ
ロパティ] を選択します。カテゴリーの名前として「Bolts (ボルト)」と入力し
ます。

11. カテゴリーのプロパティを次のように定義します。

a. [モデルの 上位の製品レベルを含める] チェック ボックスが選択されて
いないことを確認します。

b. [自動オブジェクトの内容] で、カテゴリーとフィルターのルール ボック
ス内をクリックし、フィルター リストから Object type - Bolt フィ

ルターを選択します。 

Object type – Bolt フィルターでは、ボルト孔とスタッドだけを作

成するオブジェクトも含め、ボルト グループのすべてのオブジェクトが
選択されます。

c. [同期時にカテゴリーを更新] チェック ボックスが選択されていることを
確認します。

d. [プロパティテンプレート] リストから、[Bolt summary (ボルト集計)] プロ
パティ テンプレートを選択します。

e. [変更] をクリックします。

これで、モデル内のすべてのボルト オブジェクトがカテゴリーに追加されま
す。オブジェクトブラウザーには、[Bolt summary (ボルト集計)] テンプレート
を使用してボルトのプロパティが表示されます。

Bolt summary (ボルト集計)と同じ分類を使用して、モデル内のすべてのボルト
を自動的に分類できるようになりました。

12. [ボルト] カテゴリーを右クリックし、[自動サブカテゴリーの作成] を選択しま
す。

13. [オブジェクトブラウザーのグループ化中] をクリックします。

14. [変更] をクリックします。

[Bolt summary (ボルト集計)]テンプレートでのグループ化に基づいて、[Bolts (ボル
ト)]カテゴリーがツリーに分類されます。 モデルに変更を加えた場合、このカテゴ
リーを同期するだけで分類を自動的に更新できます。 新しいボルトが見つかる
と、適切なサブカテゴリーに追加されるか、必要に応じて新しいサブカテゴリーが
作成されます。 たとえば、新しいボルトセット名または直径をモデルに追加した
場合、[Bolts (ボルト)]カテゴリーをモデルと同期すると、そのボルトセット名また
は直径の新しいサブカテゴリーがツリーに自動的に作成されます。

[Bolt summary (ボルト集計)]プロパティテンプレートと、[Bolts (ボルト)]カテゴリ
ーをエクスポートして、他のプロジェクトで使用できます。

参照項目

例: 鋼材でのオーガナイザーの使用 - 製品の管理 (126 ページ)
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オーガナイザー (7 ページ)

1.21 例: 鋼材でのオーガナイザーの使用 - 製品の管理
オーガナイザーのカテゴリーで製品をフェーズと製品タイプで分類して、プロジェ
クトの作業量を管理できます。 これにより、モデルの詳細設計を行う前でも、プ
ロジェクトの詳細設計や製作に必要な作業量を見積もることができます。

この例では、[フェーズ管理]を使用して、モデルが複数のフェーズに分割されてい
ることを前提としています。 モデルは、ディテールのない設計モデルでも、完全
に詳細設計されたモデルでもかまいません。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. 新しいカスタムカテゴリーを作成し、カテゴリーを右クリックして[プロパテ
ィ]を選択します。 カテゴリーの名前として「Assemblies by phase (フェーズ別
製品)」と入力します。

3. カテゴリーのプロパティを次のように定義します。

a. [モデルに製品レベルの 上位を含めます]チェックボックスがオンにな
っていることを確認します。

b. [自動オブジェクトの内容]で、[モデルの選択]リストをクリックし、Tekla
Structures モデルを選択して、参照モデル製品がカテゴリーに追加されな
いようにします。

c. [同期時にカテゴリーを更新]チェックボックスがオンになっていること
を確認します。

d. [プロパティテンプレート]リストから、[架設]プロパティテンプレートを
選択します。

e. [変更]をクリックします。 

モデル内の鉄骨製品がカテゴリーに追加され、オブジェクトブラウザーに
架設情報が表示されます。

4. 次に、オブジェクトブラウザーで  をクリックし、[グループ]を選択しま
す。

a. [フェーズ](または[フェーズ名])列をグループ化の結果の行にドラッグし
ます。

b. [名前]列をグループ化の結果の行にドラッグします。

各フェーズの作業の分類に使用する他のプロパティでさらにグループ化する
こともできます。

5. [Assemblies by phase (フェーズ別製品)]カテゴリーを右クリックし、[自動サブ
カテゴリーの作成]を選択します。

6. [オブジェクトブラウザーのグループ化中]をクリックします。
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7. [変更]をクリックします。 

[Assemblies by phase (フェーズ別製品)]カテゴリーがフェーズ、名前の順にサ
ブカテゴリーに分類されます。

フェーズごとに製品が番号と種類で分類されるため、各フェーズの作業量をすばや
く見積もることができます。 モデルの詳細設計を行ったり、プロジェクトに変更
を加えたりしたときに、このカテゴリーを同期するだけで分類を自動的に更新でき
ます。 これを使用して、プロジェクトの進行に従って、製作能力や使用可能なリ
ソースに照らし合わせて各フェーズの工数を追跡し、チェックできます。

詳細設計を開始したら、オブジェクトブラウザーの DrawingsFromModel プロパテ
ィテンプレートを使用して、フェーズごとに製品の図面の使用可能状況や状態を確
認できます。

参照項目

例: 鋼材でのオーガナイザーの使用 - ボルトの管理 (123 ページ)

オーガナイザー (7 ページ)

1.22 例: プレキャストでのオーガナイザーの使用
オーガナイザーを使用して、カスタム プロパティ タイプや標準プロパティ タイプ
などに基づいてモデル オブジェクトのプロパティを表示できます。

1. [オーガナイザー] を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[オーガナイザ
ー] をクリックします。

2. 搬入ロットカテゴリー(DeliveryLot_1…n)を作成します。

3. [タスク管理] または [シーケンサー] ツールを使用して、キャスト ユニットの
オブジェクトにシーケンスを追加します。 

たとえば、シーケンサー ツールを使用する場合は、シーケンス名をシーケン

ス プロパティとして入力します。インストール シーケンスもシーケンスに含
まれます。プロパティが存在することを確認するには、[オブジェクト情報を
表示] コマンドを使用します。

4. オーガナイザーの右上隅の  をクリックして、[設定] を開きます。

5. 新しいプロパティテンプレートをキャストユニット用に作成します。

6. シーケンス プロパティのカスタム プロパティを作成します。

a. [データタイプ] を [単位なし数値] に設定します。

b. [プロパティタイプ] を [ユーザー定義情報] に設定します。

[オブジェクト情報を表示] コマンドを使用すると、シーケンス プロパティを
検索できます。プロパティをコピーして、プロパティの作成の [オーガナイザ
ー] ダイアログ ボックスに貼り付けます。
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7. カスタムプロパティを新しいプロパティ列として新しいプロパティテンプレ
ートに追加します。

8. カスタムプロパティ列の並べ替えを設定します。

9. テンプレートを保存します。

10. [設定] を閉じます。

11. オブジェクトブラウザーのシーケンス プロパティに基づいて、キャスト ユニ
ットを並べ替えます。

12. 同じシーケンスプロパティを持つキャストユニットを選択します。

13. 選択対象の下部にある [行] リストから [オブジェクトブラウザー] を選択しま
す。

14. [結果] リストからオプションを選択します。たとえば、選択したキャスト ユ
ニットの総重量または平均重量を表示するように選択します。

15. [カテゴリー] で搬入ロット カテゴリーを選択し、選択したキャスト ユニット
をカテゴリーに追加します。

16. [モデル内のオブジェクトを選択] の下部にあるリストから [カテゴリー] オプ
ションを選択します。

17. 選択したキャスト ユニットを [設定] から Excel ファイルにエクスポートしま
す。

18. プロパティカテゴリーを作成して、オブジェクトのプロパティデータを簡単に
管理することもできます。新しいプロパティカテゴリーを作成し、カテゴリー
プロパティを開きます。

19. カテゴリー プロパティを定義します。

a. カテゴリー名として「Fabrication Status (製作の状況)」と入力します。

b. モデルのリストから Tekla Structures モデルを選択します。

c. オーガナイザー フィルターで自動オブジェクトの内容を設定し、搬入ロ
ット カテゴリーのプレキャスト コンクリート製品をすべて選択します。

d. 事前に作成したプロパティテンプレートを選択します。

e. [オブジェクトプロパティ] で、UDA - FABRICATION_STATUS プロパテ

ィを選択します。
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20. UDA - FABRICATION_STATUS に基づいて自動サブカテゴリーを作成しま

す。オーガナイザーによって、オブジェクトのユーザー定義情報に既にあるプ
ロパティに基づいてカテゴリーが自動的に作成されます。 

サブカテゴリーも手動で作成できます。[Scheduled for fabrication (製作日決
定)]、[In storage (保管中)]、[Delivered (搬入済み)]、[On hold (保留中)] を作成
します。

21. サブカテゴリーのプロパティを開き、UDA - FABRICATION_STATUS のプロ

パティのタイプを [カテゴリー名] に設定します。 
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22. 新しいサブカテゴリー間で未分類の搬入ロット オブジェクトを移動すること
で、オブジェクトに簡単に状態を割り当てることができます。カテゴリーをモ
デルと同期します。 

オブジェクトブラウザーを使用して、カテゴリーとオブジェクト プロパティ
ダイアログ ボックスの両方で割り当てた状態を簡単に確認することもできま
す。

参照項目

オーガナイザー (7 ページ)

シーケンサー (166 ページ)
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2 建物の階層

建築階層を定義することで、モデルに Location Breakdown Structure (LBS) を作成で
きます。1 つの建物の建築階層を定義できます。階層内の建築階層定義とオブジ
ェクトの位置は、モデルのすべてのユーザーに共通です。建築階層を共有するに
は、Tekla Model Sharing を使用します。

モデル内に建築階層を作成するには、
XS_USE_INTEGRATED_BUILDING_HIERARCHIES 詳細設定を TRUE に設定し、モ

デルを開き直します。

ファイル --> プロジェクトプロパティ --> レベルと階層 をクリックし、[建物の階
層] ダイアログ ボックスを開きます。建築階層構造が表示されます。[オーガナイ
ザー] では階層構造、IFC エクスポートでは建物階層データを使用できます。

2.1 建築階層ダイアログ ボックスの使用方法

 説明

1 これは、デフォルトの階層構造です。ダイアログ ボックスから削除
することはできません。

• プロジェクトのプロパティでプロジェクトの名前を定義できま
す。
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 説明

• 建物は、実際の世界とプロジェクトの IFC における建物の位置を
定義するエンティティです。

• 建物は、現場に属するエンティティです。建物には 1 つまたは複
数の床があります。

• 床は建物の中にある範囲です。建築の製品は、1 つの床にのみ属
することができます。床には、多くの場合、設計者が定義する高
さがありますが、仕上げの床面レベルが定義されることがよくあ
ります。

床は、IFC では階として表示されます。

2 高さは、設計者が定義した床面レベルです。

高さは、多くの場合、仕上げの床面レベルであり、MEP (機械、電
気、配管) 設計者によっても使用されます。構造レベルを定義する場
合や、建築 IFC モデルが使用できない場合にも、高さを使用できま
す。

モデル ビューでは、高さが赤色で表示されます。

3 位置オフセットでは、床のモデリング レベルを表す設計レベルが定
義されます。鋼構造の場合、通常は鋼材の上部 (TOS) になります。

モデル ビューでは、設計レベルが緑色で表示されます。

4 下部のオフセットでは、製品の床が自動的に設定される場合に、床
の下部レベルが定義されます。下部のオフセットは、高さを基準と
するオフセットです。

モデル ビューでは、下部レベルが青色で表示されます。

5 選択した床面高さをモデル ビューに表示します。

6 選択した IFC 参照モデルから床の高さを更新します。

名前と高さを持つ床が、現在のレベル オフセット、下部のオフセッ
ト、レベル情報の設定と共に [建物の階層] ダイアログ ボックスに追
加されます。

7 床データに基づいて、選択した基準線のレベルを調整します。

8 床の高さ、下部のオフセット、位置オフセット、およびレベル情報
を定義します。

データをテーブルに追加します。

9 床データを更新します。

テーブルで床を選択し、テーブルの上にあるボックスの情報を変更
します。

10 テーブルの上のボックスで定義した設定の名前を入力し、[保存する]
をクリックします。

設定は、\<model>\attributes フォルダーにある *.bhuistd フ
ァイルに保存されます。
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2.2 例: 床の作成および更新

1. ファイル --> プロジェクトプロパティ --> レベルと階層 をクリックして、[建物
の階層] ダイアログ ボックスを開きます。

2. 必要に応じて、現場または建物を選択して、階層構造における現場および建物
の名前を変更します。次に、名前を示すボックスをクリックし、新しい名前を
入力します。

3. 選択した床面高さをモデル ビューに表示するには、[ソリッドビューアのレベ
ル] チェック ボックスをオンにします。

4. テーブルの上のボックスに、床の高さ、下部のオフセット、および位置オフセ
ットを入力します。

5. 追加 をクリックします。

床の高さを追加のエレベーションに追加し、[追加] を必要な回数クリックする
ことで、同じ高さの複数の床を追加できます。

6. [変更] をクリックして、モデル内の床に変更を適用します。

モデル オブジェクトは、モデル内の高さに基づいて床を取得します。

7. テーブルの上のボックスで定義した設定を保存します。上部のリスト ボック
スに設定の名前を入力し、[保存する] をクリックします。

*.bhuistd ファイルは、\<model>\attributes フォルダー内にあります。

床情報を更新できます。テーブルで 1 つまたは複数の床を選択し、テーブルの上の
ボックスで情報を更新して、[更新] をクリックします。

テーブルから床を削除するには、テーブルで行を選択し、[削除] をクリックしま
す。

モデル オブジェクトを表示すると、結果に建物の階層情報が表示されます。

[Location Breakdown Structure (LBS)] カテゴリーを使用して、位置に基づいて建物
の階層オブジェクトをフィルター処理できます。

2.3 例: オーガナイザーにおける建物の階層

オーガナイザー (7 ページ)を使用して、[建物の階層] ダイアログ ボックスで定義し
た建物の階層を表示できます。

1. ファイル --> プロジェクトプロパティ --> レベルと階層 で建物の階層を定義
します。

2. [管理] タブで [オーガナイザー] をクリックします。
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3. ダイアログ ボックスで [同期] を選択すると、建物の階層が [オーガナイザー]
に表示されます。

建物の階層は [カテゴリー] セクションの上部に表示され、緑色のアイコン 
が付いています。

[建物の階層] ダイアログ ボックスで変更を行うときは、[オーガナイザー] を同
期してに変更を [オーガナイザー] に反映する必要があります。

4. 必要に応じて、床に変更を手動で加えることができます。たとえば、製品を別
の床に移動することができます。

モデル内の製品を選択し、[オーガナイザー] で目的の床を右クリックして、[選
択されたオブジェクトを移動する] コマンドをクリックします。[オーガナイ
ザー] を同期します。

手動で行った変更を削除できます。カテゴリーを選択し、[ ] をクリックし

て [手動変更の管理] を選択します。  または  のマークが付いている、手
動で追加したオブジェクトを選択し、右クリックして [手動変更の削除] を選
択します。[オーガナイザー] を同期します。

注 [オーガナイザーの空間階層] 設定が選択されている場合、IFC2x3 エクスポートでは、
建物の階層の床が使用されます。これは、[オーガナイザー] で作成された階層を同時
に使用できないことを意味します。[オーガナイザー] で作成された階層を使用するに
は、XS_USE_INTEGRATED_BUILDING_HIERARCHIES を FALSE に設定します。

2.4 例: IFC 参照モデルを使用して床を作成および更新する

たとえば、IFC 参照モデルから床の高さを更新できます。

1. モデルに建築 IFC モデルを挿入するには、ファイル --> インポート --> 参照モ
デルの挿入 をクリックします。

2. リストから参照モデルを選択するか、適切な選択スイッチを使用してモデルか
ら選択します。

3. ファイル --> プロジェクトプロパティ --> レベルと階層 をクリックします。

4. 参照モデルから更新する をクリックします。

Tekla Structures には、現在の階層レベルの置き換えに関するダイアログ ボック
スが表示されます。[はい] を選択した場合、既存の床データが削除されます。

名前と高さを持つ床が、現在のレベル オフセット、下部のオフセット、レベ
ル情報の設定と共に [建物の階層] ダイアログ ボックスに追加されます。

5. 必要に応じて、レベルが更新されます。

6. [変更] をクリックして、床に変更を適用します。

参照モデルの垂直位置とプロジェクト基準点の相対高さは、[建物の階層] ダイアロ
グ ボックスとモデル内の高さに影響を与える点に注意してください。
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3 タスク管理

タスク管理は、建設業者、下請業者、およびプロジェクト管理者向けのツールで
す。タスク管理を使用すると、時間限定のデータを Tekla Structures 3D モデルに組
み込み、プロジェクト全体を通じて、各段階および詳細レベルでスケジュールを管
理できます。

タスク管理を使用すると、スケジュールされたタスクを作成、保存、および管理
し、タスクを対応するモデル オブジェクトにリンクできます。 タスクに基づいて、
カスタマイズ可能なモデルビュー、およびプロジェクトの進行状況の包括的な 4D
シミュレーションを作成できます。

タスクはタスク管理で作成することも、外部プロジェクト管理ツール (Microsoft
Office Project、Primavera P6 など) からインポートして作成することもできます。 イ
ンポート機能により、モデル環境の外部で作成したスケジュールを保存できるた
め、スケジュールのインテリジェンスと構成を維持できます。 タスク管理を使用
して、インポートされたスケジュールをより詳細に補うこともできます。

上記のワークフローは、より高位のプロジェクト目標とマイルストーンに貢献する
活動への意識が高まっている、一般的なプロジェクト遂行の現状に対応するもので
す。タスク管理では、この情報に対する論理的な保存領域を獲得し、スケジュール
管理を強力な 3D 表示で行うことができます。

参照項目

タスク管理のユーザー インターフェイス (135 ページ)

タスク管理でのタスクの作成 (139 ページ)

タスク管理でのタスクの表示およびフィルター (151 ページ)

タスク管理でのタスクおよびタスク タイプのインポートおよびエクスポート
(155 ページ)

タスク管理からのタスク スケジュールの印刷 (157 ページ)

例: モデルにタスク管理スケジュールを表示する (158 ページ)
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3.1 タスク管理のユーザー インターフェイス
タスク管理には、現在の Tekla Structures モデルに含まれるすべてのタスクがリスト
され、プロジェクトのタイムスケールが表示されます。

タスク管理を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[タスク] をクリックしま
す。

タスクとタスク プロパティは、タスク リストとしてテーブルに表示されます。タ
スク管理には、Tekla Structures 環境によって異なる一連のデフォルト タスクが含ま
れています。 デフォルト タスクには、推奨設定が含まれています。 デフォルト タ
スクを変更および削除できます。

ガント チャートには、以下のシンボルを使用してプロジェクトのタイムスケール
が表示されます。

シンボル 説明

タスクは、モデル オブジェクトにリンクされてい
ません。

タスクには開始予定日と終了予定日があります。

タスクには実際の開始日と実際の終了日がありま
す。

タスクの達成度を示します。

タスクはサマリー タスクです。

サマリー タスクには、他のサマリー タスクがサブ
タスクとして含まれる場合があります。

タスク間の依存関係を示します。

マイルストーンを示します。

タスクがロックされています。

タスク リストで、該当するタスクにはロックのマ

ーク  が表示されます。

タスク管理ビューの変更
タスク管理ビューを変更して、関連タスクのプロパティとタイムスケールを表示で
きます。
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タスク管理を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[タスク] をクリックしま
す。

目的 操作

タスクの表示/
非表示を切り
替える

 > [タスクリスト] をクリックします。

[タスクリスト] の前のチェック マーク  は、タスク リストが
表示されることを示しています。

ガント チャー
トの表示/非表
示を切り替え
る

 > [ガントチャート] をクリックします。

[ガントチャート] の前のチェック マーク  は、ガント チャー
トが表示されることを示しています。

タスク リスト
でタスク プロ
パティの表示/
非表示を切り
替える

1.
 > [タスクリストの項目] をクリックします。

2. 表示または非表示にするタスク プロパティを選択します。

プロパティの前のチェック マーク  は、そのプロパティが表示
されることを示しています。

タスク管理を次回開くと、前回のタスク管理セッションで行った
選択内容が使用中になります。

ガント チャー
トでタスク プ
ロパティの表
示/非表示を切
り替える

1.
 > [ガントチャートの設定] をクリックします。

2. 表示または非表示にするタスク プロパティを選択します。

実際の開始日と終了日をガント チャートに表示するには、
それらを定義する必要があります。

プロパティの前のチェック マーク  は、そのプロパティがガン
ト チャートに表示されることを示しています。

[タスク管理] で
日付と時刻の
表示を変更す
る

1.
 > [日付と時刻のフォーマット] をクリックします。

2. 使用する形式を選択します。

[タスク管理] のデフォルトの形式では、Windows の地域と言語の
設定に従って、日付と時刻が表示されます。

ガント チャー
トのタイムス
ケールを変更
する

1.
 をクリックします。

2. タイムスケール オプションを選択します。

[プロジェクトに合わせる] を選択すると、適切なタイムスケール
オプションが自動的に選択され、プロジェクト スケジュール全
体がガント チャートに表示されます。

ガント チャートでマウスをドラッグすることで、タイムスケー
ルを変更することもできます。 マウスの右ボタンを押したま
ま、マウスを左にドラッグしてタイムスケールを縮小するか、右
にドラッグしてタイムスケールを拡大します。
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目的 操作

ガント チャー
トをズームイ
ンする

• ガント チャートのタスクにズームするには、タスク リストで
タスクを選択し、Ctrl+1 キーを押します。

• シナリオ全体にズームするには、Ctrl+2 キーを押します。

• 選択したタスクのガント チャートのシンボルをチャートの
中央に配置するには、Ctrl+3 キーを押します。

タスク管理で
ボタンのサイ
ズを変更する

 > [大きなアイコン] をクリックします。

ガント チャー
トのシンボル
の色を変更す
る

1.
 > [色の設定] をクリックします。

2. 変更する色をクリックします。

3. 色を選択します。

4. [OK] をクリックします。

[タスク管理] ダ
イアログ ボッ
クスを画面上
の他のウィン
ドウより前面
に維持する

 > [常に前面に表示します] をクリックします。

タスク管理のカレンダーの変更
[タスク管理] には、タスクの期間を計算するときに使用されるカレンダーがありま
す。祝日や非稼働日を追加、変更、削除することで、カレンダーを変更できます。

非稼働日を追加するとタスクの期間が自動的に変更されますが、タスクの終了予定
日と実際の終了日は変更されません。 つまり、タスクの工数が変化する可能性が
あることを意味します。 たとえば、1 週間のタスクに 1 日の非稼働日を追加する
と、タスクの期間が 5 日から 4 日に変わり、1 日の作業単位が増えます。 週末は既
定で非稼働日に設定されています。

タスク管理を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[タスク] をクリックしま
す。

目的 操作

作業日の長さを設定
する

1.
 > [非稼働日...] をクリックします。

2. [開始] ボックスと [終了] ボックスに作業時間を入力し
ます。

3. [作業日を設定] をクリックします。

4. [OK] をクリックします。
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目的 操作

カレンダーに非稼働
日を追加する

1.
 > [非稼働日...] をクリックします。

2. [追加] をクリックします。

3. [名前] ボックスにわかりやすい名前を入力します。

4. [開始] と [参照点 2] の日付を選択します。

5. [繰り返し] の頻度を繰り返しなし、毎週、または毎年
に設定します。

6. 繰り返される非稼働日の [繰り返しの範囲] を設定しま
す。

7. [OK] をクリックします。

非稼働日を変更するには、[非稼働日] ダイアログ ボックス
で期間を選択し、[変更] をクリックします。

非稼働日を削除するには、[非稼働日] ダイアログ ボックス
で期間を選択し、[削除] をクリックします。

Microsoft Outlook か
ら祝日ファイルをイ
ンポートする

1.
 > [非稼働日...] をクリックします。

2. [休日のインポート...] をクリックします。

3. 祝日ファイルを参照します。

4. リストから国を選択します。

5. [OK] をクリックします。

カレンダーをインポ
ートする

Microsoft Project などからカレンダーをインポートできま
す。

注 インポートしたカレンダーにより、タスク管理の既存
のカレンダーが上書きされます。

1.
 > [インポート...] をクリックします。

2. インポートするファイルを参照します。

3. [カレンダーのインポート] オプションを選択します。

4. [OK] をクリックします。

3.2 タスク管理でのタスクの作成
タスク管理でスケジュールされたタスクを作成し、関連するモデル オブジェクト
にタスクをリンクできます。 各タスクには、少なくとも名前、開始予定日、終了
予定日が必要です。 タスク管理のタスクは、Tekla Structures モデルを保存すると保
存されます。
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タスクは、モデルおよびタスク管理のいずれでも作成できます。 タスク管理を開
くには、リボンの [管理] をクリックし、[タスク] をクリックします。

• モデルで、1 つ以上のモデル オブジェクトを選択し、右クリックして [タスク --
> タスクの作成 ] を選択します。

タスクは、自動的に選択したモデル オブジェクトにリンクされます。

• タスク管理で、  をクリックします。

タスク管理で既存のタスクが選択されている場合、選択されたタスクのプロパ
ティが新しいタスクに使用されます。 プロパティは変更することができます。
新しいタスクは、モデル オブジェクトにリンクされていません。

 をクリックし、タスクのサブタスクを作成することができます。

作成したタスクがタスク管理に表示されない場合は、タスク上の任意の場所をクリ
ックしてビューを更新してください。

タスクを作成したら、オブジェクトをタスクに追加してタスクをモデルにリンク
し、タスク プロパティを定義することができます。 タスク プロパティは、タスク
リストまたは [タスク情報] ダイアログ ボックスのいずれかで変更することができ
ます。 一部のプロパティは、[タスク情報] ダイアログ ボックスでのみ変更できる
点に注目してください。

ヒ
ン
ト

タスクのプロパティが誤って変更されないようにする場合、タスクをロック
できます。 タスクを選択し、右クリックして [タスクのロック] を選択しま

す。 ロックされたタスクは、タスク リストでロック  によりマークされ
ます。

一度に 1 つ以上のタスクをロックできます。 複数のタスクを選択した場合
で、すべてではないが 1 つ以上のタスクが既にロックされている場合、タス

ク管理の [タスクのロック] コマンドの前に  が表示されます。

モデルへのタスクのリンク
タスクは、タスクに含まれているオブジェクトを通じて、モデルにリンクされま
す。 タスクへのオブジェクトの追加、あるタスクから別のタスクへのオブジェク
トのコピー、タスクからのオブジェクトの削除を行うことができます。

タスク管理を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[タスク] をクリックしま
す。

目的 操作

オブジェクト
をタスクに追
加する

1. モデルで、タスクに追加するオブジェクトを選択します。

2. 以下のいずれかの操作を行います。

• 右クリックして [タスク --> 選択タスクに追加 ] を選択し
ます。
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目的 操作

• タスク管理で、選択したタスクを右クリックし、[選択オ
ブジェクトの追加] をクリックします。

オブジェクトをタスクに追加すると、タスク管理によって、ガン
ト チャート内のタスク バーの色が青色に変更され、タスク リス

トの [モデルにリンクされたタスク] チェック ボックス  がオ
ンになります。

あるタスクか
ら別のタスク
にオブジェク
トをコピーす
る

タスク管理で、オブジェクトをあるタスクから別のタスクにコピ
ーできます。 あるタスクから別のタスクにすべてのオブジェク
トを移動する場合は、コピー後に元のタスクから手動でオブジェ
クトを削除する必要があります。

1. オブジェクトのコピー元のタスクを選択します。

2.
 をクリックし、モデル内のオブジェクトを自動的に選択

して、タスクにリンクされているオブジェクトを確認しま
す。

ボタンがアクティブになると、  に変わります。

3. 選択したタスクを右クリックし、[選択を固定] を選択しま
す。

そのタスクにリンクされているすべてのオブジェクトの選
択が維持されます。

4. オブジェクトのコピー先のタスクを選択します。

5. 右クリックして [選択オブジェクトの追加] を選択します。

タスクからオ
ブジェクトを
削除する

1. オブジェクトを削除するタスクを選択します。

2.
 をクリックし、モデル内のオブジェクトを自動的に選択

します。

タスクからすべてのオブジェクトを削除するか、削除するオ
ブジェクトを選択することができます。 オブジェクトをま
ったく選択していないと、すべてのオブジェクトがタスクか
ら削除されます。

3. すべてのオブジェクトをタスクから削除するには、次のよう
にします。

• モデルで、右クリックして [タスク --> 選択のタスクの削
除 ] を選択します。

• タスク管理で、選択したタスクを右クリックし、[選択オ
ブジェクトの除外] をクリックします。

4. 一部のオブジェクトをタスクから削除するには、次のように
します。
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目的 操作

• タスク管理で、選択したタスクを右クリックし、[タスク
情報... --> オブジェクト ] を選択します。 削除するオブ
ジェクトを選択して、Delete キーを押します。

• モデルで、削除するオブジェクトを選択し、右クリック
して [タスク --> 選択のタスクの削除 ] を選択します。

5. モデルでビューをクリックし、タスク管理でタスクを再度ク
リックして、オブジェクトが正しく削除されていることを確
認します。

タスク タイプの定義
さまざまなタイプのタスクのタスク タイプを定義できます。 タスク タイプでは、
タスク内のオブジェクトにリンクされた生産効率とユーザー定義情報を定義でき
ます。 タスクを作成する前に事前にタスク タイプを定義しておき、タスク プロパ
ティを定義するときに適切なタスク タイプを選択することができます。

1. タスク管理を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[タスク] をクリックし
ます。

2.  > [タスクのタイプ...] をクリックします。

3. [追加] をクリックします。

4. タスク タイプの名前を入力します。

5. タスク タイプに生産効率を定義します。 

生産効率は、タスクの期間を計算するときに使用されます。 生産効率を使用
すると、1 時間あたりの個数や 1 時間あたりの面積 (1.50 pcs/hour または 
8.00 m2/hour) など、一定の期間内に生産される単位数を定義できます。単

位、数量、時間を定義すると、タスク管理により生産効率が自動的に計算され
ます。

a. [単位] リストで単位を選択します。 

デフォルトの単位は PIECES です。

デフォルトのタスク タイプの単位は、WorkTypeProperties.xml ファ

イルにリストされたレポートのプロパティです。 このファイルはモデル
フォルダーにあり、 初にタスク管理を開いたときに作成されます。
Tekla Structures 環境によっては、レポートのプロパティがこのファイルに
含まれています。 タスク タイプの単位を変更するか新しいタスク タイ
プを追加するには、WorkTypeProperties.xml ファイルを編集します。

このファイルには、Tekla Structures レポートのプロパティ、参照モデルの
プロパティと計算を追加できます。 ファイルで定義された表示名は、[単
位] 列に表示され、レポート プロパティ名の値はタスク管理で使用されま
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す。 計算を追加する場合、プロパティ タイプは calc である必要があり

ます。

タスク タイプ単位のデフォルトの単位は、[ファイル --> 設定 --> オプシ
ョン --> 単位と小数点 ] の設定によって異なります。

b. [数量] ボックスに数量を入力します。

c. [時刻] ボックスに時間を入力します。

6. タスクのオブジェクトにリンクされている予定日のユーザー定義情報を選択
します。

7. [OK] をクリックします。

タスク管理での建設業者の定義
建設業者を定義し、タスクに 1 つの建設業者を割り当てることができます。

1. タスク管理を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[タスク] をクリックし
ます。

2.  > [建設業者...] をクリックします。

3. [追加] をクリックします。

4. 建設業者名を入力します。

5. [OK] をクリックします。

一般的なタスク プロパティの定義
名前、タスク タイプ、建設業者など、タスクの一般的なプロパティを定義できま
す。

1. タスク管理を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[タスク] をクリックし
ます。

2. タスク リストでタスクを選択します。

3. 右クリックして [タスク情報...] を選択します。

4. [一般] タブが表示されていることを確認します。

5. [タスク名] ボックスにタスク名を入力します。

6. タスクをマイルストーンとしてマークする場合は、[マイルストーン] チェック
ボックスをオンにします。 

タスクの期間をゼロに設定すると、このチェックボックスはタスク管理によっ
て自動的にオンになります。

7. 別のタスクとの依存関係がある場合は、タスクをガント チャートに移動する
方法を選択します。 
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• [前方のみ] を選択すると、先行タスクが前方に移動した場合に、後続タス
クは前方にのみ移動します。 先行タスクを以前の日付に戻しても、後続タ
スクは移動しません。

• [前方と後方] を選択すると、後続タスクは、依存関係のタイプと遅延時間
に従って、先行タスクと同じ方向に移動します。

8. [タスクのタイプ] リストからタスク タイプを選択します。 

新しいタスク タイプを追加する必要がある場合は、リストの横の  をクリ
ックし、[追加] をクリックします。 タスク タイプのプロパティを定義し、
[OK] をクリックします。

9. [建設業者] リストから建設業者を選択します。 

新しい建設業者を追加する必要がある場合は、リストの横の  をクリック
し、[追加] をクリックします。 建設業者名を入力し、[OK] をクリックしま
す。

10. [OK] をクリックします。

ヒ
ン
ト

• タスク リストのプロパティ値をコピーできます。 プロパティを右クリックし、
[値のコピー] を選択します。 次に、別のプロパティを選択し、右クリックして
[値の貼り付け] を選択します。 コピーした値を複数のタスクに貼り付けること
ができます。

• 一度に複数のタスクをマイルストーン タスクとしてマークできます。 タスク
リストでタスクを選択し、右クリックして [マイルストーンタスク] を選択しま

す。 マイルストーン タスクは、マイルストーン シンボル  付きでガント チ
ャートに表示されます。

複数のタスクを選択した場合で、すべてではないが 1 つ以上のタスクが既にマ
イルストーン タスクになっている場合、タスク管理の [マイルストーンタスク]
コマンドの前に  が表示されます。

ヒン
ト

後続タスクの移動方法についてデフォルト値を設定できます。  > [タスク設
定...] をクリックし、値を選択します。 デフォルト値がすべての新しいタスクで使
用されます。

タスク スケジュールの定義
タスクのスケジュールを計画できます。 タスクの開始日と終了日の両方を定義す
るか、開始日とタスク期間を入力すると、タスク管理により終了日が計算されま
す。

1. タスク管理を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[タスク] をクリックし
ます。

2. タスク リストでタスクを選択します。

3. 右クリックして [タスク情報...] を選択します。
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4. [スケジュール] タブに移動します。

5. [スケジュールモード] を選択します。 

• 確定した開始および終了

タスクにオブジェクトを追加したり、タスクからオブジェクトを削除した
りした場合、生産効率が変化しますが、タスクの期間は変わりません。

• 確定した開始

タスクにオブジェクトを追加したり、タスクからオブジェクトを削除した
りした場合、タスクの期間が変更されます。

6. [開始予定日] を選択します。

7. [終了予定日] を選択するか、タスクの予定の長さを入力します。 

予定の長さがシフトで表示されます。それらのシフトを作業日などにするこ

とができます。  > [非稼働日...] に移動し、作業日を定義します。 予定の
長さを入力すると、タスク管理により、タスクの終了日が計算されます。

[確定した開始] スケジュール モードを使用している場合は、[予定作業期間] に
タスクの長さを入力できます。

タスク管理により、合計工数、生産効率、タスクの作業期間が自動的に計算さ
れます。

8. [OK] をクリックします。

ヒン
ト

スケジュール モードのデフォルト値を設定できます。  > [タスク設定...] を
クリックし、値を選択します。 デフォルト値がすべての新しいタスクで使用され
ます。

ヒ
ン
ト

ガント チャートでタスクの長さを変更することもできます。 ガント チャート内の
タスク バーの端にマウス ポインタを合わせます。 マウス ポインタの形状が、双方
向矢印の形に変わります。 マウスの左ボタンを押したまま、端を左右にドラッグし
ます。

サブタスクの日付がサマリー タスクの日付内にあることを確認するには、  >
[日付の確認] をクリックします。 競合する日付は赤で表示されます。

タスクに含まれるオブジェクトの予定日の管理
タスクの各オブジェクトに関連する作業の予定日期間を管理できます。

1. タスク管理を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[タスク] をクリックし
ます。
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2. タスク リストでタスクを選択します。 

タスクにオブジェクトがあることと、予定日に関する適切なユーザー定義情報
にリンクされたタスク タイプを定義していることを確認します。

3. 右クリックして [タスク情報...] を選択します。

4. [オブジェクト] タブに移動します。

5.  ファンクション ボタンをクリックして、タスクのオブジェクトの予定日
を計算します。 

計算された日付は、オブジェクト プロパティの対応するユーザー定義情報に
書き込まれます。

6. [OK] をクリックします。

ヒント 複数のタスクの日付を一度に計算するには、タスク リストでタスクを選択し、

 をクリックします。

タスク スケジュールのトラッキング
実際のスケジュールとタスクの達成度情報を定義して、タスクの進行状況をトラッ
キングできます。
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1. タスク管理を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[タスク] をクリックし
ます。

2. タスク リストでタスクを選択します。

3. 右クリックして [タスク情報...] を選択します。

4. [トラッキング] タブに移動します。

5. [トラッキングの達成度] モードを選択します。 

• 自動

タスクにオブジェクトがない場合、[自動] は [タスクレベル] トラッキング
モードと同じように機能します。

タスクにオブジェクトがある場合、[自動] は [オブジェクトレベル] トラッ
キング モードと同じように機能します。

• タスクレベル

タスク管理のタスクの実際のスケジュールとタスクの達成度を定義しま
す。

• オブジェクトレベル

モデルのオブジェクト プロパティで個別のオブジェクトの実際の開始日
と終了日を定義します。タスク管理により、タスクの期間とタスクの達成
度が計算されます。

モデル内のオブジェクトの日付を変更した場合は、タスク管理でタスクを
更新して、変更後の日付がタスク管理に表示されていることを確認します。

6. [OK] をクリックします。

ヒン
ト

達成度トラッキング プロパティのデフォルト値を設定できます。  > [タス
ク設定...] をクリックし、値を選択します。 デフォルト値がすべての新しいタスク
で使用されます。

タスクに含まれるオブジェクトの順序の定義
タスクに保存されているオブジェクトの順序を定義して保存できます。

1. タスク管理を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[タスク] をクリックし
ます。

2. タスク リストでタスクを選択します。

3. 右クリックして [タスク情報...] を選択します。

4. [オブジェクト] タブに移動します。

5. オブジェクトのシーケンス順序を設定します。
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a.  をクリックしてテーブル内のすべてのオブジェクトを選択するか、変
更するオブジェクトを個別に選択します。

b.  をクリックします。

[シーケンス順序] 列に、保存されたオブジェクトの順序が表示されます。

またモデル内のオブジェクトを目的の順序で選択してシーケンス順序を設定

することもできます。 これには、テーブルでオブジェクトを選択し、  をク
リックした後、モデル内のオブジェクトを目的の順序で選択します。

6. 必要に応じて、テーブル内のオブジェクトの順序を変更します。 

• テーブル内のオブジェクト行を手動でドラッグして目的の順序にします。

一度に複数のオブジェクト行をドラッグできます。

• テーブルの列見出しをクリックして、オブジェクトを並べ替えます。

複数の列を基準にオブジェクトを並べ替えるには、Ctrl キーを押して複数
の列見出しを選択します。

7. [OK] をクリックします。

ヒ
ン
ト

モデル内のシーケンスを表示できます。

1. テーブルでオブジェクトを選択します。

2. 再生  ボタンの横にあるボックスに、オブジェクトの選択速度を秒単位で入
力します。

たとえば、2 と入力すると、2 秒経過した後で Tekla Structures によってシーケン
スの次のオブジェクトが選択されます。
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3. をクリックします。

オブジェクトは、[オブジェクト] タブ上での順序と同じ順序でモデル内に選択され
ます。 モデル内のいずれかの場所をクリックするまで、オブジェクトはモデル内で
選択されたままになります。

ヒ
ン
ト

モデルに順序情報を表示するには、テーブルで 1 つ以上のオブジェクトを選択し、

 をクリックするか、Ctrl+D キーを押します。 モデル内で、選択したオブジェク
トに順序の情報が表示されます。 たとえば、2-1 は、オブジェクトがタスク リスト
の 2 番目のタスクに属していて、そのタスクの 1 番目のオブジェクトであることを
意味します。

モデルからこれらの数値を消すには、右クリックして [ウィンドウの更新] を選択し
ます。

現場打ちの作業順序または作業グループをタスク内で定義する場合は、[オーガナイ
ザー] を使用して、各グループまたはロットに適切な数量を計画する (69 ページ)こと
ができます。

タスク間の依存関係の定義
タスク管理で、さまざまなタイプの依存関係をタスク間に定義できます。 一度に 1
つのタスクの依存関係を定義できます。

ガント チャートでは、依存関係は矢印で表現されます。 依存関係に応じて、矢印
は他のタスクの開始または終了部分を指します。 タスクは、マイルストーンとも
依存関係があります。

先行タスクは、後続タスクの前に完了している必要があるタスクです。 タスクの
遅延を定義することもできます。たとえば、タスク 1 が 5 日前に完了していない
と、タスク 2 を開始できないことを定義できます。 タスク管理では、循環型の依
存関係を作成することはできません。

タスク間の依存関係を定義するには、次のようにします。

1. タスク管理を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[タスク] をクリックし
ます。

2. タスク リストでタスクを選択します。

3. 右クリックして [タスク情報...] を選択します。

4. [先行タスク] タブに移動します。 

複数のタスクを選択すると、[タスク情報...] タブは表示されません。

5. [タスク名] リストから先行タスクを選択します。 

現在のタスクのサマリー タスク、または、現在のタスクと既に依存関係のあ
るタスクを選択することはできません。
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6. [タイプ] リストから依存関係のタイプを選択します。 次のオプションがあり
ます。 

• 終了-開始（FS）: 前のタスクを完了してから、依存関係を持つタスクを開
始します。

ガント チャートでタスク バーを別のタスク バーにドラッグして、タスク
間に遅延日数のない基本的な [終了-開始（FS）] 依存関係を作成します。

• 開始-開始（SS）: 前のタスクを開始してから、依存関係を持つタスクを開
始します。

• 終了-終了（FF）: 前のタスクを完了してから、依存関係を持つタスクを終
了します。

• 開始-終了（SF）: 前のタスクを開始してから、依存関係を持つタスクを終
了します。

7. タスク間に遅延を追加する場合は、[遅延] リストに値を入力します。 

この値は 1 ～ 100 の間で定義します。遅延の時間の単位は、必ず [日数] にな
ります。

8. 必要に応じて、[一般] タブに移動し、ガント チャートでのタスクの移動方法
に対して [先行タスクに移動] 設定が適切であることを確認します。

9. [OK] をクリックします。

ヒ
ン
ト

ガント チャート上で依存関係を変更することもできます。 依存関係の矢印を右ク
リックして、以下のいずれかを実行します。

• リストから依存関係を選択します。

• 新しい遅延の値を入力し、Enter キーを押します。

変更内容は、すぐにガント チャートに表示されます。

タスクの詳細の定義
ウェブページへのリンク、関連するドキュメント、プロジェクトのスケジュール、
契約など、タスクについての詳細をタスク管理で定義できます。

1. タスク管理を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[タスク] をクリックし
ます。

2. タスク リストでタスクを選択します。

3. 右クリックして [タスク情報...] を選択します。

4. [詳細] タブに移動します。

5. [追加] をクリックします。

6. ファイルを選択し、[開く] をクリックします。

7. [メモ] ボックスに追加のメモを入力します。

8. [OK] をクリックします。
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シナリオの作成
タスクは、シナリオに含まれています。 設計、製作、架設スケジュールなど、さ
まざまなシナリオを作成して別のワークフローを定義し、プロジェクトの計画に役
立てることができます。 また、プロジェクトのフォローアップを容易にするため、
週別のシナリオを作成することもできます。

1. タスク管理を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[タスク] をクリックし
ます。

2.  をクリックします。

3. [追加] をクリックします。 

タスク管理により、新しいシナリオの名前が「シナリオ」に設定され、名前に
連番が追加されます (「シナリオ 1」など)。 シナリオの名前を変更できます。

4. [開く] をクリックして、タスクを新しいシナリオに追加します。

5.  をクリックしてタスクを作成します。

6. 必要に応じて、他のシナリオからタスクをコピーします。

a. シナリオのリストでシナリオを選択して、[開く] をクリックします。

b. コピーするタスクを選択します。 

選択されたタスクのサブタスクもコピーされます。

c. 右クリックして [コピー] または [オブジェクトなしでコピー] を選択しま
す。

d. 新しいシナリオに戻って、タスク リストでコピーされたタスクの位置を
選択し、右クリックして [貼り付け] を選択します。 

位置を選択した場合、コピーされたタスクは、選択したタスクと同じレベ
ルに配置されます。 位置を選択しない場合、コピーされたタスクはすべ
ての既存のタスクの後に配置されます。

ヒン
ト

シナリオ全体の開始日を一度に変更するには、  > [プロジェクト開始日の変
更] をクリックし、新しい開始日を選択します。

シナリオを削除するには、シナリオのリストでシナリオを右クリックして [削除] を
クリックします。
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3.3 タスク管理でのタスクの表示およびフィルター
タスク管理では、さまざまな方法でタスクを表示、選択、ハイライト、およびフィ
ルターできます。

タスク管理を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[タスク] をクリックしま
す。

タスクの選択

目的 操作

複数のタスクを
選択する

以下のいずれかの操作を行います。

• Ctrl キーを押したままタスクを選択します。

• 初のタスクを選択し、Shift キーを押しながら 後のタス
クを選択します。

• 初のタスクを選択し、選択するタスクの上をドラッグしま
す。

ガントチャート
で複数のタスク
を選択する

以下のいずれかの操作を行います。

• ガントチャートで領域を選択します。

• ガントチャートのヘッダー行でマウスをドラッグして、期間
を選択します。

タスク管理で、選択した領域内のタスクがハイライトされます。

タスクリストで
選択したタスク
のみを表示する

1. タスクリスト内で 1 つ以上のタスクを選択します。

2.
をクリックします。

3.
すべてのタスクを再度表示するには、 をクリックしま
す。

タスクリストでのタスクの整理

目的 操作

タスクの順序を
変更する タスクを選択し、 または をクリックして、タスクを目

的の位置に移動します。

複数のタスクを同時に移動できます。タスクを移動すると、関
連するサブタスクも移動されます。

タスクの順序を
保存する  をクリックし、[現在の順序を保存] を選択します。

保存したタスクの順序を変更した後、保存した順序で再度タス

ク管理に表示するには、  をクリックし、[保存した順序に
戻る] を選択します。
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目的 操作

タスクの階層を
変更する

タスクを選択し、次のいずれかを実行します。

•

階層を上げるには、  をクリックします。

タスクをサブタスクに変更できます。

•
階層を下げるには、  をクリックします。

サブタスクをタスクに変更できます。

複数のタスクの階層を同時に変更します。

タスクの階層を
展開および折り
たたむ

タスクを選択し、次のいずれかを実行します。

• 選択したタスクの階層を折りたたむには、  をクリックしま
す。

選択したタスクと同じレベルにあるすべてのタスクの階層

を折りたたむには、  をクリックします。

すべてのタスクの階層を折りたたむには、Ctrl を押しながら

 を押します。

• 選択したタスクの階層を展開するには、  をクリックしま
す。

選択したタスクと同じレベルにあるすべてのタスクの階層

を展開するには、  をクリックします。

すべてのタスクの階層を展開するには、Ctrl を押しながら

 を押します。

並び替え方向を
変更する

列見出しをクリックして、並び替え方向を変更します。方向を
逆にするには、列の見出しを再度クリックします。

モデル内のタスクの表示

目的 操作

モデル内のタス
クのモデル オブ
ジェクトを選択
する

タスク管理の場合:

1. タスクリストでタスクを選択します。

2.
をクリックします。

モデル内のタス
クをハイライト
する

モデルの場合:

1.
[タスクの選択] 選択スイッチ  をアクティブにします。
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目的 操作

2. マウスポインタをモデルオブジェクトの上に合わせます。
オブジェクトがタスクに属している場合は、Tekla Structures
によってタスクがハイライトされます。

緑色の枠は、モデルでタスクの境界を示します。

モデルオブジェ
クトに関連する
タスクの表示

モデルの場合:

1.
[タスクの選択] 選択スイッチ  がオンになっていない
ことを確認します。

2. モデルオブジェクトを選択します。

3. 右クリックして [タスク --> 関連のタスクの表示 ] を選択し
ます。

タスク管理で、タスク リスト内の関連するタスクが選択されま
す。 関連タスクに属するモデル オブジェクトがハイライトさ
れますが、モデルでは選択されません。

タスクのフィルター

目的 操作

タスクリストで
タスクをフィル
ターする

状態、建設業者、タスクのタイプ、名前、および開始日と終了
日に基づいてタスクをフィルターできます。 フィルターによ
り、モデル内の選択範囲に収まるタスクのみが表示されるよう
に設定できます。

1.
をクリックします。

2. 使用するフィルターを選択します。

3. [フィルター] をクリックします。

4. すべてのタスクを表示するには、[すべて表示] をクリック
します。

タスク管理の検索ボックスに検索条件を入力して、タスクをフ
ィルターすることもできます。 検索は、タスク リストに表示さ
れているすべてのタスクのプロパティが対象となります。

ヒ
ン
ト

Tekla Structures 選択フィルター機能と表示フィルター機能
を使用して、タスクのフィルターを作成できます。 フィル
ターによって、モデル内で表示されるオブジェクトと選択
できるオブジェクトが制御されます。 選択フィルターと
表示フィルターを使用すると、現在のシナリオのタスクが
フィルターで使用されます。

参照項目

タスク管理でのタスクの作成 (139 ページ)
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タスク管理のユーザー インターフェイス (135 ページ)

3.4 タスク管理でのタスクおよびタスク タイプのインポートお
よびエクスポート
タスク管理で、タスクおよびタスク タイプ定義を .xml ファイルとしてインポート

およびエクスポートできます。

タスクおよびタスク タイプのインポート
外部プロジェクト管理ソフトウェアからタスク管理にタスクとタスク タイプをイ
ンポートできます。 たとえば、Microsoft Project から全般的な建築スケジュールを
インポートし、タスク管理でさらに変更を加えることができます。

タスク管理を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[タスク] をクリックしま
す。

目的 操作

タスク (139 ペ
ージ)をインポ
ートする

インポートできるタスク ファイルは一度に 1 つに限られます。
ファイルには、複数のタスクを含めることができます。

1.
 > [インポート...] をクリックします。

2. インポートするファイルを参照します。

3. タスクのベースライン日を予定日としてインポートするに
は、[ベースライン日を予定日にインポート] を選択します。

デフォルトでは、スケジュール済みの日は、予定日としてタ
スク管理にインポートされます。

4. タスクをタスク管理にインポートする方法を選択します。

• [インポートしたタスクをシナリオに追加] を選択する
と、インポートされたタスクがタスク リストの 後に追
加されます。

• [既存のタスクを上書きします] を選択すると、既存のタ
スクがインポートされたタスクによって置き換えられま
す。

既存のタスクとモデル オブジェクト間のリンクは変更さ
れません。 タスク依存関係がインポートされます。

• [既存のタスクの選択したプロパティを上書き] を選択す
ると、タスク プロパティがインポートされます。
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目的 操作

このオプションを選択すると、タスク管理により、プロ
パティを選択できる場所にリストが表示されます。

既存のタスクとモデル オブジェクト間のリンクは変更さ
れません。 タスク依存関係がインポートされます。

5. [OK] をクリックします。

インポートされたタスクは、タスク管理でインポート済み  お
よびロック済み  とマークされます。

タスク タイプ
(139 ページ)を
インポートす
る

インポートできるタスク タイプ ファイルは一度に 1 つに限られ
ます。 ファイルには、複数のタスク タイプを含めることができ
ます。

1.
 > [タスクのタイプ...] をクリックします。

2. [インポート...] をクリックします。

3. インポートするファイルを参照します。

4. タスク タイプをタスク管理にインポートする方法を選択し
ます。

• [同名のタスクタイプを上書きします] を選択すると、イ
ンポートされるタスク タイプと名前が同じ既存のタスク
タイプは置き換えられます。

• [インポートしたタスクタイプを追加] を選択すると、イ
ンポートされたタスク タイプがタスク タイプのリスト
の 後に追加されます。

5. [OK] をクリックします。

タスクおよびタスク タイプのエクスポート
タスク管理から外部プロジェクト管理ソフトウェアにタスクとタスク タイプをエ
クスポートできます。

タスク管理を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[タスク] をクリックしま
す。

目的 操作

タスクをエク
スポートする

1.
 > [エクスポート...] をクリックします。

2. エクスポートするファイルを参照します。

3. [上書き保存] をクリックします。

タスク依存関係がエクスポートされます。

タスクに予定日しか含まれていない場合は、スケジュール済
みの日としてエクスポートされます。 タスクに予定日と実
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目的 操作

施日が含まれている場合は、予定日はベースライン日とし
て、実施日はスケジュール済みの日としてエクスポートされ
ます。

タスク タイプ
をエクスポー
トする

1.
 > [タスクのタイプ...] をクリックします。

2. [エクスポート...] をクリックします。

3. エクスポートするファイルを参照します。

4. [上書き保存] をクリックします。

3.5 タスク管理からのタスク スケジュールの印刷
タスク管理からタスク スケジュールを印刷できます。 デフォルトでは、スケジュ
ールはガント チャートに表示されている 初の日付から 後の日付まで印刷され
ます。

1. タスク管理を開くには、リボンの [管理] をクリックし、[タスク] をクリックし
ます。

2. をクリックします。

3. 適切な印刷オプションを選択します。 

• [ページ設定...] をクリックし、ページ設定を変更します。

• 終了日がガントチャートに表示されていない場合でも、[プロジェクト終了
日に出力] を選択すると、スケジュール全体が印刷されます。

• 必要に応じて、[パーセント調整] または [ページにフィット] を選択しま
す。

4. 必要に応じて、[印刷プレビュー...] をクリックしてスケジュールの印刷方法を
表示します。 

[印刷プレビュー...] ダイアログ ボックスからスケジュールを印刷できます。

5. [印刷...] をクリックしスケジュールを印刷します。

6. 必要に応じて、プリンタの設定を変更します。

7. [印刷] をクリックします。

ヒン
ト

タスク管理のタスク情報からレポートを作成し、タスク名、タスクのタイプ、予定
日と実際の日付、タスクの進捗率など、タスクについてのさまざまな詳細情報をリ
ストできます。

参照項目

タスク管理でのタスクの作成 (139 ページ)
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3.6 例: モデルにタスク管理スケジュールを表示する
[進捗状況の表示] ツールを使用すると、タスク管理で作成されたタスク スケジュ
ールを確認できます。

この例では、まずモデル内で表示されるタスクを定義するオブジェクト グループ
を作成します。 オブジェクト グループは、タスク管理の現在のシナリオに関連付
けられます。 次に、モデル内でタスクがどのように表示されるかを定義するオブ
ジェクト表示設定を作成します。 後に、[進捗状況の表示] ツールを使用してタ
スク スケジュールを確認します。

1. タスクのオブジェクト グループを作成します。

a. Tekla Structures で [表示] タブに移動し、[オブジェクトの表示設定] をクリ
ックします。

b. [オブジェクトグループ...] をクリックします。

c. [オブジェクトグループ - 表現] ダイアログ ボックスで、以下の設定を使用
してオブジェクト グループを作成します。 

d. [名前を付けて保存] ボタンの横にあるボックスにグループの名前 (たとえ
ば、「完了」など) を入力し、[名前を付けて保存] をクリックします。

e. 手順 1c ～ d を繰り返して、「着工」という名前のオブジェクト グループ

を作成します。 以下の設定を使用します。 

f. 手順 1c ～ d を繰り返して、「未着工」という名前のオブジェクト グルー

プを作成します。 以下の設定を使用します。 

g. 手順 1c ～ d を繰り返して、「すべて」という名前のオブジェクト グルー

プを作成します。 以下の設定を使用します。 

h. [閉じる] をクリックします。
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2. タスクのオブジェクト表現設定を作成します。

a. [オブジェクト表示] ダイアログ ボックスで、[オブジェクトグループ] 列
のリストから [完了] オブジェクト グループを選択します。

b. [色] 列で、このオブジェクト グループの色を選択します。たとえば、青
を選択します。

c. [透明性] 列で、このオブジェクト グループの透明性設定を選択します。
たとえば、[表示] を選択します。

d. [行の追加] をクリックし、新しい行を追加します。

e. 手順 2a ～ d を繰り返して、他のオブジェクト グループ ([着工]、[未着

工]、および [すべて]) の色と透明性設定を定義します。 

たとえば次のような設定を使用できます。

オブジェクト表示設定の名前を入力します。たとえば、「タスク」と入力

して、[名前を付けて保存] をクリックします。

f. [OK] をクリックします。

3. [進捗状況の表示] を使用してタスク スケジュールを確認します。

a. Tekla Structures で [管理] タブに移動し、[進捗状況の表示] をクリックしま
す。

b. [オブジェクト表示] リストから [タスク] を選択します。

c. ステップ ボタンをクリックして [レビュー日] を変更し、モデルで変更を
確認します。

参照項目

タスク管理でのタスクの作成 (139 ページ)
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4 フェーズ管理

フェーズ管理を使用してモデルをセクションに分解します。

フェーズは、建方の順序を示すのにもよく使用されます。フェーズ番号に基づい
て、レポートおよびビューの作成、オブジェクトの非表示およびロック、他のモデ
ルからのオブジェクトのコピー などを行うことができます。

たとえば、大規模なプロジェクトで数人のユーザーがシングル ユーザー モードで
同時に作業しているとします。このような場合、まず 初に、柱などを含む基本的
なモデルを作成します。これがフェーズ 1 です。次に、この基本モデルをすべての
ユーザーにコピーします。

各ユーザーは、建物の部材ごとに作業を開始します。モデルの部材が完成すると、
完成した部材をフェーズ 2、3 など別のフェーズとして基本モデルにコピーして戻
します。

注 フェーズを使用してモデル間でオブジェクトをコピーする場合、コピー先のモデルは、
コピー元のモデルが作成されたものと同じか、それより新しいバージョンの Tekla
Structures を使用して作成されている必要があります。新しいバージョンから古いバ
ージョンへのコピーはできません。

4.1 フェーズへのモデルの分割

1. [管理] タブで、[フェーズ] をクリックします。 

[フェーズ管理] ダイアログ ボックスが表示されます。

2. [追加] をクリックして新しいフェーズを作成します。

3. [現在のフェーズに設定(S)] をクリックして、選択したフェーズを現在のフェ
ーズに設定します。 

これ以降、Tekla Structures は、作成するすべてのオブジェクトを現在のフェー
ズに割り当てます。フェーズ番号の横の ＠ (アットマーク) は、現在のフェー
ズであることを示します。

4. モデルをフェーズに分割します。
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a. オブジェクトのフェーズを識別するには、オブジェクトを選択して [オブ
ジェクト→フェーズ] をクリックします。 

Tekla Structures でオブジェクトのフェーズが選択されます。

b. 特定のフェーズに属するオブジェクトを参照するには、リストからフェー
ズを選択して [フェーズ→オブジェクト(O)] をクリックします。 

Tekla Structures によりモデル内で該当するオブジェクトがハイライトさ
れます。

c. 1 つまたは複数のオブジェクトのフェーズを変更するには、オブジェクト
を選択し、リストからフェーズを選択して、[フェーズ変更(M)] をクリッ
クします。

5. [OK] をクリックして変更を保存します。

4.2 特定のフェーズのオブジェクトのロックとロック解除
誤って変更されたり削除されたりしないようにオブジェクトを保護するため、オブ
ジェクトをロックすることができます。たとえば、フェーズに基づいて、Tekla
Structures モデルの部材、ボルト、溶接、および参照モデルをロックすることがで
きます。

オブジェクトをロックすると、そのプロパティを変更したりオブジェクトを削除し
たりすることはできません。オブジェクトの、ナンバリングに影響しないユーザー
定義情報のみを変更できます。ロックされたオブジェクトを変更または削除しよ
うとした場合、Tekla Structures は次の警告メッセージを表示します。

"ロックされているオブジェクトがあるため、この操作を実行できませんでした。"

1. [管理] タブで、[フェーズ] をクリックします。

2. [フェーズ管理] ダイアログ ボックスで、ロックまたはロック解除するオブジ
ェクトが含まれるフェーズを選択します。

3. 以下のいずれかの操作を行います。 

• オブジェクトをロックするには、[オブジェクトのロック] をクリックしま
す。

Tekla Structures によって、選択されたフェーズに含まれるオブジェクトの
ユーザー定義情報 [ﾛｯｸ] が [はい] に設定されます。

• オブジェクトのロックを解除するには、[オブジェクトのロック解除] をク
リックします。

Tekla Structures によって、選択されたフェーズに含まれるオブジェクトの
ユーザー定義情報 [ﾛｯｸ] が [いいえ] に設定されます。

マルチユーザー モード時に誤って変更されないようにオブジェクトを保護する方
法については、「マルチユーザー モードのアクセス権」を参照してください。
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4.3 カスタム フェーズ プロパティの定義
カスタム フェーズのプロパティは追加できます。追加したプロパティは、[フェー
ズ管理] ダイアログ ボックスに列が追加され、そこに表示されます。

objects.inp ファイルでフェーズ プロパティの名前を定義します。フェーズの

プロパティをレポートやテンプレートで使用するには、フェーズ プロパティのフ
ィールド名に PHASE.ATTRIBUTE_NAME の構文を使用してください。

デフォルトの objects.inp ファイルには、構文の例が記載された「フェーズ属

性」セクションがあります。詳細については、「objects.inp ファイルのプロパティ」
と「ユーザー定義情報 (UDA) の定義と更新」を参照してください。

フェーズ管理 162 カスタム フェーズ プロパティの定義



5 ロット管理

ロットを使用すると、建築現場に運ぶ製品をグループ化できます。ロット管理は、
輸送車両によって運ぶことができる単位の数値に基づいて特定のモデル部材を評
価することを意味します。

たとえば、モデルの特定部分のフーチングまたはスラブに流し込む必要のあるコン
クリートのトラック輸送回数を計算することができます。この情報により、領域の
必要条件を判断し、架設スケジュールを作成することが簡単になります。

ロットを定義する際には、車両の荷重容量を考慮する必要があります。これは、ロ
ットは 大積載量を上回ることができないためです。材質の重量およびモデルの
数量から、トラックの積載量を計算することができます。ほとんどのモデル部材の
場合、重量は部材のサイズ、長さ、および材質に基づいています。

ヒン
ト

部材のプロパティを表示するには、部材をダブルクリックするか、[オブジェクト

情報を表示]  をクリックして、部材を選択します。

ロット管理は、[シーケンサー] ツールと連動させることができます。たとえば、部
材の建て方手順に基づいて、モデルの各部材を特定のトラックに読み込むことがで
きます。

基本的なロット管理プロセスは、鋼材およびコンクリート部材で同じです。ただ
し、現場打ちコンクリートを使用する場合は、コンクリートが容積のコンテナ (10
立方ヤード トラックなど) で運送されることに注意してください。この場合は、ロ
ットの数を定義する前に、コンクリート車両の重量積載量を計算する必要がありま
す。

5.1 ロットの作成
建築現場に運ぶ製品をグループ化するためのロットを作成します。

1. [管理] タブで、[ロット管理] をクリックします。

2. [プロパティ...] をクリックして、[ロットプロパティ] ダイアログ ボックスを表
示します。

3. [番号] ボックスにロット番号を入力します。
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4. ダイアログ ボックスの下部にあるボックスに名前を入力します。

5. [ 大重量] ボックスにロットの 大重量を入力します。 単位は、 ファイル メ
ニュー --> 設定 --> オプション --> 単位と小数点 の設定によって異なります。

6. [追加(D)] をクリックします。 

Tekla Structures で、定義されたプロパティを持つ空のロットが作成されます。

7. 手順 3 から 6 までを繰り返して、ロットを追加します。

ヒン
ト

ロット名は、必要に応じて後で変更できます。[ロット管理] ダイアログ ボ
ックスで、[プロパティ...] をクリックします。変更するロットを選択しま
す。次に、ロットのリストの下のボックスで名前を変更し、[変更] をクリッ
クします。

5.2 ロットへの部材の追加
必要なロットを作成した後、ロットの合計荷重が指定した値に到達するまで、モデ
ルの各部材を選択してロットに割り当てる必要があります。

1. [管理] タブで、[ロット管理] をクリックします。

2. 既存のロットをリストから選択します。 

Tekla Structures によりロットに含まれる部材がハイライトされます。ロット
の合計重量およびロットに含まれる製品数が [ 現在の設定 ] に表示されます。

3. Shift キーを押しながら、ロットに追加する部材を選択します。

4. [適用(A)] をクリックします。 

追加した部材の重量と数量が [適用後] に表示されます。ロットの重量が 大
重量を超過すると、Tekla Structures に警告メッセージが表示されます。

5. [OK] をクリックして、ダイアログ ボックスを閉じます。 

ダイアログ ボックスを再び開くと、[ 現在の設定 ] には追加した部材の重量と
数量が含まれています。

警告 部材が属することができるロットは一度に 1 つに限られます。既に別のロットに属
する部材を追加すると、そのロットから部材が削除されます。

5.3 ロットからの部材の削除

1. [管理] タブで、[ロット管理] をクリックします。

2. 既存のロットをリストから選択します。 

Tekla Structures によりロットに含まれる部材がハイライトされます。

3. Ctrl キーを押しながら、ロットから削除する部材を選択します。 

ロット管理 164 ロットへの部材の追加



ロットからすべての部材を削除する場合は、Ctrl キーを押さずに、モデルの任
意の場所をクリックします。

Tekla Structures で、部材が選択解除されます。

4. [適用(A)] をクリックします。

5. [OK] をクリックして、ダイアログ ボックスを閉じます。

5.4 ロットの削除

1. [管理] タブで、[ロット管理] をクリックします。

2. [プロパティ...] をクリックします。

3. 既存のロットをリストから選択します。

4. [削除] をクリックします。
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6 シーケンサー

シーケンスを作成したり、部材に連番を割り当てるには、[シーケンサー] ツールを
使用します。

さまざまな用途に応じて複数のシーケンスを定義でき、部材は同時に複数のシーケ
ンスに属することができます。たとえば、建て方手順を作成して、部材の架設順序
を定義できます。

[シーケンサー] は、部材のユーザー定義情報 (UDA) にシーケンス番号を割り当て
ることで機能します。後でシーケンス番号を表示して変更するには、 初にシーケ
ンス番号を割り当てる新しいユーザー定義情報を作成する必要があります。

制限事項

シーケンサーは参照モデル内のオブジェクトに対しては機能しません。

6.1 シーケンスの作成

1. まず、シーケンス番号を割り当てるユーザー定義情報 (UDA) を作成 します。

objects.inp ファイルで、Part attributes セクションを検索して新しいユー

ザー定義情報 (UDA) を追加します。value_type が integer で、

field_format が %d である必要があります。

次に例を示します。

attribute("SEQUENCE_1", "Sequence 1", integer, "%d", no,
none, "0.0", "0.0")

2. Tekla Structures で [管理] タブに移動し、[シーケンサー] をクリックします。 

[シーケンサー設定] ダイアログ ボックスが開きます。

3. [シーケンス名] で、シーケンスの名前を入力します。シーケンス名は、
objects.inp ファイルで定義された UDA の名前と全く同じである必要があ

ります。 

たとえば、SEQUENCE_1 のようになります。
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4. [適用] をクリックします。

5. シーケンスに含める部材を選択します。 

初の部材にシーケンス番号 1、2 番目の部材には 2 と、順番に付番されます。

[シーケンサー設定] ダイアログ ボックスには、[シーケンス名] ボックスで入力
したシーケンスが一覧表示されます。[ 大数] は、選択したシーケンスで使用
されている も大きい数字を表示します。

シーケンスに既に含まれている部材を選択すると、Tekla Structures に既存の番
号を上書きするかどうかを問い合わせるメッセージが表示されます。[はい]
をクリックすると、Tekla Structures によって次に利用可能な番号が部材に付け
られます。

6. シーケンスへの部材の追加を終了するには、右クリックして [中断] を選択す
るか、Esc キーを押します。

6.2 シーケンスへの部材の追加
既存のシーケンスの末尾に新しい部材を追加できます。シーケンスの途中に部材
を追加する場合は、シーケンス全体を再定義する必要があります。

1. [管理] タブで、[シーケンサー] をクリックします。

2. リストからシーケンス名を選択します。

3. [OK] または [適用] をクリックします。

4. シーケンスに追加する部材を選択します。

5. シーケンスへの部材の追加を終了するには、右クリックして [中断] を選択す
るか、Esc キーを押します。

6.3 部材のシーケンスの確認
[オブジェクト情報を表示] コマンドを使用すると、部材のシーケンス名と番号を確
認することができます。

1. リボンで、[オブジェクト情報を表示]  をクリックします。

2. 部材を選択します。 
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Tekla Structures で部材のプロパティが表示されます。シーケンス名と番号は
[ユーザー定義情報] の下に表示されます。次に例を示します。

6.4 部材のシーケンス番号の変更
部材のユーザー定義情報 (UDA) に割り当てられたシーケンス番号を変更できま
す。

1. 部材をダブルクリックし、プロパティ パネルに部材プロパティを開きます。

2. [その他] をクリックします。 

現在のシーケンス番号は、シーケンス番号を割り当てた UDA の横に表示され
ます。たとえば、Sequence 1 のようになります。

3. シーケンス番号を変更します。

4. [変更(M)] をクリックします。

6.5 シーケンスの削除

1. [管理] タブで、[シーケンサー] をクリックします。

2. リストからシーケンス名を選択します。

3. [削除] をクリックし、[はい] をクリックします。
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7 進捗状況の表示

[進捗状況の表示] ツールを使用すると、特定の期間中のモデル オブジェクトのス
テータスを確認できます。

たとえば、[進捗状況の表示] を使用することで、部材のグループの架設スケジュー
ルを異なる色で表示したり、特定の期間中に製作がスケジュールされている部材を
識別したりできます。

進捗状況の表示を作成するには、日付ルールに基づくオブジェクト グループに適
用する色と透明性の設定を定義しておく必要があります。

タスク管理を使用して、部材と製品のタスクを定義することもできます。この場
合、タスクに基づいて (158 ページ)進捗状況の表示を作成できます。

7.1 表示の作成
特定の期間中のモデル オブジェクトの進捗状況を表示するための表示設定を作成
します。

1. [管理] タブで、[進捗状況の表示] をクリックして、[進捗状況の表示] ダイアロ
グ ボックスを開きます。

2. 表示の設定を変更します。

a. [オブジェクト表示] リストで、事前定義されているオブジェクト表示設定
のいずれかを選択します。

b. 日時を指定するスライダーの終了日と開始日を定義します。

c. 時間ステップの長さを定義します。

3. [ビューの自動再描画] チェック ボックスをオンにします。

4. [名前を付けて保存] ボタンの横にあるボックスに一意の名前を入力します。

5. [名前を付けて保存] をクリックして、表示の設定を保存します。

6. モデルで表示を参照するには、ステップ ボタンをクリックします。
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7.2 表示の設定の別のモデルへのコピー
進捗状況の表示の設定を別のモデルにコピーできます。表示設定ファイルは、モデ
ルの \attributes フォルダに格納されており、ファイル名拡張子は .4d です。

1. モデルの \attributes フォルダで、コピーする表示設定を選択します。

2. 設定をコピーする場所を選択します。 

• 設定を別のモデルで使用できるようにするには、設定を目的のモデルの
\attributes フォルダにコピーします。

• 設定をすべてのモデルで使用するには、詳細設定 XS_PROJECT または 
XS_FIRM で定義されているプロジェクト フォルダまたは企業フォルダに

設定をコピーします。

3. \attributes、プロジェクト、企業の各フォルダにオブジェクトの表示設定

ファイル (.rep) とオブジェクト グループ ファイル (.PObjGrp) をコピーし

て、すべてのファイルが正常に機能するようにします。

4. Tekla Structures を再起動します。

7.3 表示の設定の削除
[進捗状況の表示] ツールを使用して作成した進捗状況の表示設定を削除します。

1. モデルの \attributes フォルダにある表示設定ファイルを削除します。 

進捗状況の表示の設定のファイル名拡張子は、.4d です。

2. Tekla Structures を再起動します。

7.4 進捗状況の表示の例: プロジェクトの架設スケジュールを表
示する
この例では、[進捗状況の表示] ツールを使用して架設スケジュールを表示する方法
を示します。

1. ユーザー定義情報 [開始予定日] を使用している部材の架設スケジュールを定
義します。

a. 部材をダブルクリックし、プロパティ パネルに部材プロパティを開きま
す。

b. [UDA] をクリックします。

c. [進捗] タブで、[架設] セクションのユーザー定義情報 [開始予定日] の値を
変更します。 
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d. [開始予定日] チェック ボックスをオンにします。

e. その他のすべてのチェック ボックスがオフになっていることを確認しま
す。

f. 同じ架設日を使用するすべての部材を選択します。 

ヒン
ト

部材をより簡単に選択できるように、部材の各グループに対して
個別の選択フィルターを作成します。

g. [変更(M)] をクリックします。

h. モデル内の部材のグループごとにこれらの手順を繰り返します。 

部材のグループごとに異なる架設日を使用できます。

2. 架設スケジュールを表示するときにモデル内で表示するオブジェクトを定義
するオブジェクト グループを作成して、表示対象のオブジェクトを選択しま
す。

a. [表示] タブで、[オブジェクトの表示設定] をクリックして、[オブジェク
ト表示] ダイアログ ボックスを開きます。

b. [オブジェクトグループ...] をクリックして、[オブジェクトグループ - 表
現] ダイアログ ボックスを開きます。

c. ユーザー定義情報 [開始予定日] がレビュー日と同じかそれ以前に設定さ
れているすべてのオブジェクトを含んだオブジェクト グループを作成し
ます。 

以下の設定を定義します。

• [カテゴリー] リストで、[オブジェクト] を選択します。

• [プロパティ] リストで、[PLANNED_START_E] を選択します。

• [条件] リストで、[次と一緒または以前] を選択します。

• [値] リストで、[日時の選択...] を選択します。

• [日付選択] ダイアログ ボックスで、[レビュー日付] を選択し、[OK]
をクリックします。

d. [名前を付けて保存] ボタンの横にあるボックスに、グループの名前を入力
します。たとえば、「plan_same_or_before_review_date」と入力

します。

e. [名前を付けて保存] をクリックします。 
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3. 架設スケジュールを表示するときにオブジェクトを表示する方法を定義する
色および透明度の設定を使用して、選択したオブジェクトの色と透明度を定義
します。

a. [表示] タブで、[オブジェクトの表示設定] をクリックして、[オブジェク
ト表示] ダイアログ ボックスを開きます。

b. 手順 2 で作成したオブジェクト グループの色と透明度の設定を定義しま
す。 

• [行の追加] をクリックします。

• [オブジェクトグループ] リストで、作成したオブジェクト グループを
選択します。

• [色] リストで、[クラス別カラー表示] を選択します。

• [透明性] リストで、[表示] を選択します。

c. 残りの部材をモデル内で非表示にするために、色と透明性の設定の別のセ
ットを定義します。 

• [行の追加] をクリックします。

• [オブジェクトグループ] リストで、オブジェクト グループ All を選択

します。

• [色] リストで、[クラス別カラー表示] を選択します。

• [透明性] リストで、[非表示] を選択します。

d. [名前を付けて保存] ボタンの横にあるボックスに、設定の名前を入力しま
す。たとえば、「planned_start_erection_date」と入力します。

e. [名前を付けて保存] をクリックします。 

4. 表示の期間を定義します。

a. [管理] タブで、[進捗状況の表示] をクリックして、[進捗状況の表示] ダイ
アログ ボックスを開きます。

b. 時間ステップの長さを定義します。

c. 日時を指定するスライダーの終了日と開始日を定義します。

d. [オブジェクト表示] リストで、手順 3 で作成したオブジェクトの表示設定
を選択します。

e. [ビューの自動再描画] チェック ボックスをオンにします。

f. [名前を付けて保存] ボタンの横にあるボックスに、表示の名前を入力しま
す。

g. [名前を付けて保存] をクリックして、表示の設定を保存します。 
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5. [進捗状況の表示] ツールを使用して、架設スケジュールを表示します。

a. [管理] タブで、[進捗状況の表示] をクリックして、[進捗状況の表示] ダイ
アログ ボックスを開きます。

b. [読み込み(L)] ボタンの横にあるリストで、手順 4 で作成した表示設定を
選択します。

c. [読み込み(L)] をクリックします。

d. モデルで表示を参照するには、ステップ ボタンをクリックします。 

以下のイメージに、レビュー日を変更すると、どのようにオブジェクトが
表示されるかを示します。

レビュー日 表示

11 月 2 日
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レビュー日 表示

11 月 5 日

11 月 8 日

11 月 11 日
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レビュー日 表示

11 月 14 日

11 月 17 日
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レビュー日 表示

11 月 20 日
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8 レポート

モデルに含まれている情報のレポートを作成できます。 たとえば、図面、ボルト、
部材などのリストを作成できます。レポートはモデル データベースから直接作成
されるため、情報は常に正確です。 レポートには、選択した部材の情報だけを含
めることも、モデル全体の情報を含めることもできます。

Tekla Structures には、標準レポート テンプレートが豊富に用意されています。 既
存のレポート テンプレートを変更したり、目的に合った新しいレポート テンプレ
ートを作成したりするには、テンプレート エディタを使用します。

モデルを変更してもレポートは自動的に更新されず、レポートを再作成する必要が
あることに注意してください。

レポート テンプレートは、デフォルトで詳細設定 XS_SYSTEM に定義されているシ

ステム フォルダーにあります。レポート テンプレートのファイル名拡張子
は、.rpt です。
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例

テンプレートの使用方法の詳細については、『Template Editor User's Guide』または
テンプレート エディターのヘルプを参照してください。ヘルプを開くには、テン
プレート エディターを開いて、 [ヘルプ] --> [目次] をクリックします。

参照項目

レポートの作成 (178 ページ)

8.1 レポートの作成
モデル全体または選択したモデル オブジェクトのみに関連したレポート情報を含
めることができます。Tekla Structures では、関連する製品とその他のオブジェクト
が自動的に選択されます。

1. モデルを開きます。

2. 必要に応じて、モデルをナンバリングします。 

モデルをナンバリングせずにレポートを作成できます。これは、大規模なマル
チユーザー モデルからドラフト レポートを作成する場合に便利です。この場
合でも、ナンバリングが 新になっていない場合は、Tekla Structures に警告メ
ッセージが表示されます。

3. [図面とレポート] タブで、 レポート をクリックします。
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4. [レポートの作成] リストからレポート テンプレートを選択します。 

リストに表示されるレポート テンプレートの検索場所の詳細については、「フ
ォルダーの検索順序」を参照してください。

5. [レポート タイトル] リストから、使用するレポート タイトルを入力します。

6. [名前] ボックスに、レポート ファイルの新しい名前を入力します。

7. [オプション] タブで表示オプションを設定します。 

レポートをダイアログ ボックスとビューワーのどちらに表示するかと、レポ
ートを表示するかどうかを選択できます。

8. モデル全体のレポートを作成する場合以外は、適切な選択スイッチとフィルタ
ーを使用してレポートに含める部材を選択します。

9. 以下のいずれかの操作を行います。 

• モデル全体のレポートを実行するには、[全部材] をクリックします。

• 選択したモデル オブジェクトのレポートを実行するには、[選択部材] をク
リックします。

Tekla Structures により、定義された設定に従ってレポートが作成されます。

参照項目

レポート (177 ページ)

レポート設定 (183 ページ)

選択した図面のレポートの作成 (179 ページ)

ネストされた製品のレポートの作成 (180 ページ)

8.2 選択した図面のレポートの作成
目的のモデルオブジェクトを含む、複数の図面のレポートを作成できます。

1. レポートに含める部材の図面を作成します。

2. モデルを開きます。

3. [図面とレポート] タブで、[ドキュメント管理] をクリックします。

4. ドキュメント管理で、レポートに含める図面を選択します。 

ヒント 複数の図面を選択するには、Ctrl キーを押しながら、選択する各図
面をクリックします。

5. [図面とレポート] タブで、[レポート] をクリックします。

6. リストから図面レポートテンプレートを選択します。 

たとえば、Drawing_List または Drawing_Revision_History を選択します。
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7. 必要に応じて、[レポートタイトル]の下で、使用するレポートタイトルを入力
します。

8. 必要に応じて、[名前] ボックスに、レポートファイルの新しい名前を入力しま
す。

9. 必要に応じて、[オプション] タブでレポートのオプションを設定します。

10. [選択部材] をクリックします。 

Tekla Structures では、選択した図面内のすべての部材が自動的に選択されて、
レポートに含まれます。

参照項目

レポート設定 (183 ページ)

8.3 ネストされた製品のレポートの作成
たとえば、製品のリストや、製品に含まれる部材のレポートを作成できます。レポ
ート テンプレートにネストされた製品構造が含まれる場合、表示または印刷する
レポートに製品の階層が Tekla Structures に表示されます。

1. モデルを開きます。

2. レポートに含める製品を選択します。

3. [図面とレポート] タブで、[レポート] をクリックします。

4. リストから製品レポート テンプレートを選択します。 

次のレポートは、デフォルト環境にあります。

• Assembly_List: 製品のリストを作成します。

• Assembly_Part_List: 製品に含まれる部材のレポートを作成します。

5. 必要に応じて、[レポート タイトル] の下で、使用するレポート タイトルを入
力します。

6. 必要に応じて、[名前] ボックスに、レポート ファイルの新しい名前を入力し
ます。

7. 必要に応じて、[オプション] タブでレポートのオプションを設定します。

8. [選択部材] をクリックします。

参照項目

レポート設定 (183 ページ)

8.4 レポートの表示

1. [図面とレポート] タブで [レポート] をクリックします。
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2. [ブラウズ] をクリックして表示するレポート ファイルを見つけ、ファイルを
選択して [OK] をクリックします。

3. [表示] をクリックして、レポートを表示します。 

オブジェクト ID の行をクリックすると、対応するオブジェクトがモデル内で
ハイライトされます。

参照項目

レポートの表示方法の定義 (181 ページ)

8.5 レポートの表示方法の定義
レポートの表示方法を定義できます。たとえば、Tekla Structures ですべての HTML
レポートを Web ブラウザで開くことができます。デフォルトでは、すべてのレポ
ートは、Tekla Structures ウィンドウ内の新しいダイアログ ボックスに表示されま
す。

1. [図面とレポート] タブで、[レポート] をクリックし、[オプション] タブに移動
します。

2. [レポートの表示方法] リストで、[外部アプリケーション使用] を選択します。

3. [レポート] ダイアログ ボックスで、[上書き保存] をクリックします。

参照項目

レポートの表示 (180 ページ)

8.6 レポートへのタブの追加
特定の種類のレポートを Microsoft Excel で開くように、Tekla Structures を関連付け
ることができます。そのようなレポートを Microsoft Excel で開く場合、レポートテ
ンプレートの行がセルに適切に分割されない場合があります。これを修正するた
めに、セル間にタブを追加することができます。

1. 既存のテンプレートファイルを開きます。

2. テキストと値のフィールドの間に、\tを追加します。次に例を示します。 

3. レポートを保存します。 
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Microsoft Excel での出力は、次のようになります。

テキストエディタでの出力は、次のようになります。

ヒ
ン
ト

別の方法として、カンマまたはセミコロンをテキストフィールド間の区切り文字と
して使用することもできます。 ただし、デフォルトの区切り文字はユーザーによっ
て異なる場合があり、一部のテキストエディタで出力を読み取れない場合がありま
す。

参照項目

レポートの表示 (180 ページ)
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8.7 レポートの印刷
[レポート]ダイアログボックスまたは[ファイル]メニューからレポートを印刷でき
ます。

1. 以下のいずれかの操作を行います。 

• [図面とレポート]タブで、[レポート]をクリックし、[印刷]をクリックしま
す。

• [ファイル]メニューで、 [印刷] --> [レポートの印刷] をクリックします。

2. [ブラウズ]を使用して[ファイルの選択]ダイアログボックスを表示します。こ
のダイアログボックスで、レポートのフォルダとファイル名を指定できます。 

デフォルトでは、Tekla Structures がレポートファイル(*.xsr)フィルターを使用
して Tekla Structures レポートのみを表示します。

3. 必要に応じて、印刷設定を変更します。 

• レポートのフォントやフォントスタイルを変更するには、[選択]をクリッ
クします。

このダイアログボックスでは、フォントとフォントスタイルのみを変更す
ることができ、フォントサイズは 12 に固定されます。フォントサイズを変
更するには、作成したレポートをテキストエディタで開いて、レポート上
でフォントサイズを変更する方法もあります。デフォルトのフォントは、
詳細設定 XS_PRINT_REPORT_FONTを使用して変更できます。

• 用紙のサイズや向きなど、プリンタに固有のオプションを設定するには、
[プリンタ設定]をクリックします。

4. [印刷]をクリックします。

8.8 レポート設定
[レポート]ダイアログボックスを使用して、レポート設定を確認または変更するこ
とができます。

オプション 説明

レポート: レポートテンプレート 使用可能なすべてのレポートテンプレ
ートのリストが表示されます。

レポート: レポートタイトル オプションのレポートタイトル。

3 つまでのレポートタイトルを入力でき
ます。各標準レポートでは、これらのタ
イトルのうち、必要なものだけが使用さ
れます。たとえば、[Assembly_list]レポ
ートでのフェーズ情報の表示には、[タ
イトル 1]が使用されます。
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オプション 説明

レポート: ブラウズ レポートの保存先フォルダを変更する
ために使用します。 デフォルトでは、レ
ポートは現在のモデルフォルダに保存
されます。

表示 選択したレポートを表示します。

印刷 選択したレポートを印刷します。

全部材 選択したテンプレートを使用して、モデ
ル内のすべてのオブジェクトからレポ
ートを作成します。

選択部材 選択したテンプレートを使用して、選択
したオブジェクトからレポートを作成
します。

オプション: レポートの表示 Tekla Structures でのレポートの表示方法
を定義します。

[ダイアログ使用]を選択すると、新しい
ウィンドウでレポートが表示されます。

[外部アプリケーション使用]を選択する
と、関連付けられたプログラムでレポー
トが表示されます。たとえば、Tekla
Structures ですべての HTML レポートを
Web ブラウザで開くことができます。

オプション: レポートを表示する レポート作成後にレポートを画面に自
動的に表示するかどうかを定義します。

参照項目

レポート (177 ページ)

レポートの作成 (178 ページ)

8.9 レポートのヒント
レポートをより効率的に作成するために検討できるいくつかの点があります。

詳細情報のリンク:

• Selecting objects included in reports (184 ページ)

• ログやレポートの表示に役立つショートカット (185 ページ)

GUID を使用したレポートに含めるオブジェクトの選択
オブジェクトの GUID(グローバル一意識別子)を使用して、レポートに含めるオブ
ジェクトを選択できます。
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1. レポートの作成に使用するテンプレートを作成します。

a. [ファイル]メニューで、 [エディタ] --> [テンプレートエディタ] をクリッ
クします。

b. テンプレートエディタで、 [ファイル] --> [新規] をクリックします。

c. [テキストテンプレート]を選択し、[OK]をクリックします。

d. GUID の行を追加します。 

• [挿入] --> [コンポーネント] --> [行] をクリックします。

行の内容タイプを選択して、[OK]をクリックします。

• [挿入] --> [テキスト] をクリックし、「guid:」、「Guid:」、または

「GUID:」と入力します。[OK]をクリックします。

この操作により、モデル内でオブジェクトの選択が可能になります。

• [挿入] --> [値フィールド] をクリックします。行内のフィールドの場
所を定義する点をクリックします。値フィールドの属性を選択する
ように促す[属性の選択]ダイアログボックスが表示されます。

[GUID]属性を選択して、[OK]をクリックします。

e. その他の必要な行をテンプレートに追加します。

f. [ File --> Save As ] をクリックします。 

テンプレートの名前を入力して、詳細設定 XS_TEMPLATE_DIRECTORY
に定義されているフォルダーを参照します。ファイル名拡張子 .rpt を
使用します。

2. 保存したレポート テンプレートに基づいてレポートを作成します。

a. [図面とレポート]タブで、[レポート]をクリックします。

b. 作成したレポートテンプレートをリストから選択します。

c. [全部材]をクリックします。 

Tekla Structures にレポートが表示されます。

3. レポートの GUID 番号を含む行をクリックします。 

Tekla Structures によってアクティブなモデルビューで対応するオブジェクト
が選択された状態になります。

参照項目

レポートの作成 (178 ページ)

ログやレポートの表示に役立つショートカット
レポートで選択したオブジェクトにズームしたり、選択したオブジェクトに合わせ
て作業領域を調整したりできます。
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目的 操作

レポートで選択したオブジェクトへの
ズーム

1. Z キーを押したままにします。

2. ID 番号の付いた行をクリックしま
す。

Tekla Structures では、アクティブな
モデル ビューで対応するオブジェ
クトが拡大されます。

レポートで選択したオブジェクトのみ
を含む作業領域の調整

1. F キーを押したままにします。

2. ID 番号の付いた行をクリックしま
す。

Tekla Structures では、アクティブな
モデル ビューで対応するオブジェ
クトが拡大されます。

参照項目

レポートの表示 (180 ページ)
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